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１（土－４０５）

１－（a） 二次電子像 １－（b） 反射電子像

Zn Ag Au Cu

１－（c） マッピング分析

２（土－４１９）

２－（a） 二次電子像 ２－（b） 反射電子像

An Ag Pb Cu

２－（c） マッピング分析
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南側調査区（南から）

北側調査区（北から）
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１号堀 完掘（西から）

２号堀 完掘（東から）
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同 常滑 甕（土－５５）

１号溝 完掘（北から） 同 ほうろく集中 出土状況（中央）

同 炭化物層上層 ほうろく集中 出土状況（南側）
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１号溝 炭化物層上層 かわらけ集中 出土状況

同 かわらけ集中 出土状況（拡大）
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１号溝 足金物（金－６８） 同 かわらけ（土－１１３）

同 二枚貝 同 桶側板（木－６）・丸棒材（木－４４）

同 下駄（木－２） 同 板碑（左から 石－３０９・３８１・未図化）

同 馬？の歯 同 下駄（木－３）
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１号溝 卸目付大皿（土－８２） 同 直縁大皿（土－８４）

同 縁釉小皿（土－６７） 同 漆椀（未図化）

同 漆椀（木－２０） 同 部材（木－４０）

同 馬？の歯 同 丸棒材（未図化）
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１・４号溝 接続（北から）

４号溝 完掘（東から）

同 鋏（金－１６） 同 馬？の下顎（未図化）

同 漆椀（未図化） 同 馬？の顎（未図化）
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４号溝 漆椀（木－２２） 同 桶 底板（木－１０）

同 漆椀（木－２４） ３号溝 天目茶碗（土－２８８）

３溝（右）９溝（左） （南から） １２号溝 完掘
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１２号溝 白木椀（木－１９）・部材（木－４２） 同 漆椀（木－２５）

同 折敷－縁（木－３１） 同 折敷－底板（木－３２）

同 部材（木－４１） 同 火縄挾（金－７３）

同 竹（未図化） １５号溝 漆皿（木－２６）
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１５号溝 漆皿（木－２６） ２６号溝 桶の側板（木－未図化）

２６号溝 完掘（南から）

３号井戸 桶側板ヵ（未図化） ５号井戸 漆塗り小杯（木－３４）
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５号井戸 志野皿（土－４４３） ８号井戸 尊式花瓶（土－４５０）

９号井戸 桶底板（木－１１） １１号井戸 竹片（未図化）

１２号井戸 漆椀（木－２７） １４号井戸 漆椀（木－２８ヵ）

１９号井戸 桶（木－１２－１～１３） ５８号井戸 はさみ皿（土－５３９）・漆椀（未図化）
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１５号土壙 小柄（金－２２）７号土壙 遺物出土

２５号土壙 骨出土状況
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同左 拡大（土－上５６６・下５６７）

４６号土壙 遺物出土状況

５１号土壙 植物遺体出土状況 同左 拡大
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７５号土壙 炭化物出土 ９３号土壙 遺物出土

３６０ ３８１

板碑
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序
加須市は埼玉県の北東部に位置し、利根川をはじめ多く

の河川を擁する豊かな田園地帯であります。
市の南部に位置する騎西地域はその中央に延喜式内社玉

敷神社が鎮座する、歴史の古い地域であります。地域には、
旧石器時代から江戸時代までの遺跡が多数所在しており、
近年進行する都市化にともなう開発により事前に発掘調査
を実施しております。

今回の調査報告は、昭和６１～平成元年に実施された根古
屋地区に所在する騎西城武家屋敷跡 KB１０区調査の記録で
あります。調査の結果、当時の堀や井戸の跡、居住した武
士が使用した陶磁器・漆椀など貴重な遺構・遺物が検出さ
れ、城館跡を研究する上で、騎西城の重要性を再認識する
こととなりました。

特に、今回の報告では遺物のうち未報告である石製品と
遺構について報告するものであります。

本報告が文化財の保護に対する理解の一助として、また
郷土資料として広く活用されることを望んでおります。

最後になりましたが、調査の実施、本書の刊行に当たり
まして深いご理解と多くのご協力をいただきました開発者
の方々をはじめ関係各位の皆様に対しまして深く感謝申し
上げます。

平成３０年３月
加須市教育委員会

教育長 渡邉 義昭



例 言
１ 本書は埼玉県加須市騎西地域内遺跡の発掘調査

報告書である。
２ 発掘調査は根古屋・外川土地区画整理に先立つ

もので、昭和６１～平成元年に実施したものである。
３ 本書の刊行に際して次のように作業に当たった。
（１）執筆 嶋村英之

※第Ⅵ章科学調査については沓名貴彦氏（国立
科学博物館）より玉稿を賜わった。

（２）写真撮影は現場は調査担当者が、その他は嶋
村英之のもと整理協力員が行った。

（３）出土品の整理・図版の作成は嶋村英之のもと、
整理協力員が行った。

『騎西町史考古資料編１』掲載のものは本報告を
優先する。

※板碑の拓本は『騎西町史考古資料編２』掲載
のものを加工した。

４ 本書の編集は嶋村英之が行った。
５ 資料は加須市教育委員会が保管している。
６ 整理報告に際して下記の方からご指導・ご協力

をいただいた。記して感謝の意を表します。
（敬称略）

沓名貴彦 嶋村薫 国立科学博物館
福岡市埋蔵文化財センター
山梨県立博物館

調査組織
１ 発掘調査組織

調査主体者 騎西町教育委員会
担当者 島村範久 嶋村英之
調査協力員

青木のい 秋池角蔵 秋山ノリ子 浅見三郎
梓沢ユキ子 網野のぶ 新井富子 飯塚剛一
五十嵐喜一郎 五十嵐清 五十嵐まさ子
五十嵐米太郎 池沢知子 石井たね 伊藤ツネ
猪股榮子 大熊文 大島美千子 岡田伊一郎
岡田金之助 岡田光子 岡戸康明 小川征子
荻野知子 加藤徳一 香取喜美子 金久保りき
来須きく 小暮あい子 木暮光 国分敏明
国分良吉 小久保衛 小坂忠一 小林妙子
小森谷アサ 小森谷二三子 斉藤健一郎 斉藤年治
斉藤はる代 坂巻茂 佐藤知絵 佐藤道子
佐藤ヨシ 須永春雄 関口しげ 関口千代
関口のぶ 関口信幸 関口守男 染谷喜美江
高橋和子 田口ふみ 田口島蔵 田村源太郎
田島汀七 寺内恵一 塚田好男 土屋とよ
内藤ふく 中島かづ江 中根聡 野本友吉 萩原米
原田展昭 日下部秀美 福島清作 福島利男
福島幸蔵 細野万次郎 増田留次郎 松永鶴子
松村一枝 松村金蔵 松村重昭 武藤ハマ

谷部千代子 柳田典子 山口保雄 山口ハル
吉田吉伸 吉野武一 若林クニ子 若林美知子
渡辺サヨ 渡辺茂兵衛
２ 整理組織 （平成２９年度）

加須市教育委員会
教育長 渡邉義昭
生涯学習部 部 長 綱川敬蔵

副部長 高橋敦男
生涯学習課 参 事 大原英明

文化財担当 主 幹 嶋村英之
主 査 佐藤政治
主 任 岩渕美恵

整理協力員
秋山ノリ子 新井富子 五十嵐まさ子 池沢知子
石坂正幸 石渡とみ江 石渡美樹 猪股榮子
小川征子 小川美津子 荻野知子 香取喜美子
栗原加奈子 駒木加津枝 小坂恭子 斉藤はる代
佐藤ヨシ 関口伸幸 染谷喜美江 塚田好男
中島かづ江 中根聡 野口二三子 長谷川恵
方波見良子 松村順子 松本千歳
（日本大学考古学研究会）江原英 石井美穂
江口誠一



▲釉際

磁器 かわらけ 擂鉢
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剥落

剥落顕著
○ ナデ
△ みがき
□ ケズリ
　 布目

石製品

磨痕

弱い磨痕

凡 例
１ 本文および表について

〇（ ）の数値は残存値である。
〇※は不確定な推定復元値
○煩雑な記載を避けるため下記の通り略した。

□号堀→□堀。□井戸状遺構→□井戸・□井。
□号溝→□溝。□号土壙→□壙

２ 挿図について
〇縮尺は以下の通りである。

遺構 土層堆積 １／４０
堀・溝断面・井戸状遺構・土壙 １／６０
遺物出土１／４０・１／２０

遺物 １／２～４
〇遺構断面図の基準標高は各々に記載した。
〇遺物の図ナンバ－は製品毎に通しとした。必要

に応じて遺物の№に種別の略号を冠した。土器
類（土）、木製品（木）、金属製品（金）、石製

品（石）。
土器類・木製品類・金属製品については第１０集
のナンバーを記載した。

〇土層説明は土層色調／含有物の順に記載した。
略称凡例

※テフラ＝T、ローム＝L、炭化物＝C、焼土＝S、
酸化鉄＝FE、黒褐色＝BB、黒色＝B、褐色＝Br

※粒子＝R、ブロック＝B
※非常に多い＝☆、多量＝◎、少量＝△、微量＝▲、

万遍なく＝万
※やや明るい＝やや明、やや暗い＝やや暗
※非常に軟らかい＝軟度高、軟らかい＝軟質、

やや軟らかい＝軟度低、硬い＝堅緻
※締まり良し＝締良、締まり悪し＝締悪、粘性強し

＝粘強、粘性有り＝粘有
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第Ⅰ章 遺跡の立地・環境
第１節 遺跡の位置（第１図）

加須市騎西地域は埼玉県北東部に位置し騎西城武
家屋敷跡はそのほぼ中央にある。行政上では加須市
根古屋字道上・中宿・前・道下、牛重上前・中前・
上裏その他に所在する。戦国から江戸時代の城跡で、
昭和５６年度実施の騎西町遺跡詳細分布調査や明治９
年の「地引番号全図根古屋」、江戸時代に描かれた
「武州騎西之絵図」などにより城の形状や武家屋敷
の範囲が明らかである。遺跡の範囲は騎西文化・学
習センタ－から南東へ１．２km、南西へ約０．５km であ
る。

第２節 遺跡の地理的環境（第２図）
大宮台地の北東から南東方向には肥沃な水田地帯

である加須低地・中川低地が広がっている。加須低
地には、騎西島状台地群をはじめとして笠原支台よ
り断続的に続く埋没ロ－ム台地がいくつか存在し、
造盆地運動によって台地や低地が沈降した。その上
に利根川などの氾濫による河成堆積物が堆積し、自
然堤防・埋没ロ－ム台地・後背湿地・沼沢地が形成
されたものである。

現在騎西地域内で確認されている原始から近世ま
での遺跡は埋没ロ－ム台地と自然堤防上に立地して
いると言われてきた。しかし発掘調査では、旧石器
時代から奈良・平安時代の遺跡は自然堤防とされて
いる見沼代用水両岸に位置しいずれもロ－ム台地上
に展開している。

第１図 遺跡の位置（騎西地域）

遺跡の立地・環境
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第３節 遺跡の歴史的環境（第２・３図）
※（遺跡名）は『騎西町史考古資料編１』に準じ

たものである。城館跡名では不適切となるため小字
による遺跡名を付け直したものである。
１ 旧石器時代

約２万年前以降、ナイフ形石器や尖頭器が盛行し
た頃、萩原遺跡をはじめ（前）・（中宿）遺跡で該
期の遺物が出土している。（前）遺跡では尖頭器及
び剥片の集中箇所が２カ所確認されている。

細石刃石器群が出現した約１万５千年前以降では
下崎中郷遺跡で北方系の削片、（道上）遺跡では同
系の荒屋型彫刻器が出土している。
２ 縄文時代

草創期に（中宿）遺跡で有舌尖頭器が見られるの
みで土器は発見されていない。早期は修理山・小沼
耕地・（前）・（道上）遺跡で撚糸文系土器、（前）
遺跡では集石遺構が、（道上）遺跡で沈線文系土器、
条痕文系は修理山・（前）・（中宿）・（道上）遺
跡で土器が出土しており、特に修理山・（中宿）遺
跡では炉穴が確認された。

前期では前半花積下層・関山・黒浜式土器が小沼
耕地・（前）・（道上）で出土している。後半諸磯
から十三菩提式期までは前半に加え萩原遺跡で諸磯
式土器が、小沼耕地遺跡では県内では希少な花積下
層式期の住居跡状落ち込みが検出されている。

中期前半に（道上）・萩原遺跡で五領ヶ台式・勝
坂式が確認されている。後半は加曽利 E 式期その
後半に（中宿）遺跡で柄鏡形住居・（道上）遺跡で
竪穴住居が、萩原・修理山遺跡では集落が展開した。
修理山遺跡では１０軒の竪穴住居、萩原遺跡では数軒
の住居跡と墓壙などが見つかっている。

両遺跡は後期前半堀の内期までは集落を継続し少
数ながら住居跡や貯蔵穴が検出された。後半になる
と再び遺物のみの出土となるが萩原・中郷・（前）
・（中宿）・（道上）遺跡で加曽利 B～後期安行式
が出土している。晩期では安行３a～３d 式が修理
山・町並・（道上）・（前）・（中宿）遺跡で出土
している。

３ 弥生時代
騎西地域内ではこのころの遺跡は少なく、中期で

は小沼耕地（※町史では上種足三番）遺跡で磨製石
鏃が、（道上）遺跡では後期の壺や器台の破片が出
土しており、中種足五番遺跡の絵画土器や小沼耕地
遺跡の土器片は弥生時代終末期から古墳時代初頭の
ものである。
４ 古墳時代

古墳跡は小沼耕地遺跡※で６～７世紀の前方後円
墳１基・円墳５基が確認されている。また、（内田
ケ谷中郷）遺跡で勾玉や埴輪片、（前）遺跡の埴輪
片や隣接する（中宿）遺跡の切子玉・さらにその周
辺で出土したと伝えられる石棺部材（市内の玉敷神
社所在）等からこれらの地域にも古墳が所在してい
たものと考えられる。また、集落は前期の住居跡が
小沼耕地遺跡・（中宿）遺跡、中期の住居跡が萩原
遺跡、後期の住居跡は萩原遺跡・（道上）遺跡・（中
宿）遺跡で確認されており、なかでも萩原遺跡は地
域内屈指の集落遺跡である。そのほかにも古墳時代
の土師器が中種足五番遺跡・観音堂遺跡から出土し
集落の所在を予想させる。他に古墳時代前期の方形
周溝墓が修理山遺跡・小沼耕地遺跡で確認されてい
る。

以上のように現在遺跡が確認されている台地には
古墳及び集落がそれぞれ所在するものと考えられる。

※町史の上種足三番遺跡を含む
５ 奈良・平安時代

住居跡が確認されているのは（道上）遺跡・小沼
耕地（※町史では上種足三番遺跡）で８世紀代のも
のである。下崎中郷遺跡では湖西産とみられる須恵
器が、観音堂・中種足五番遺跡で須恵器や土師器が、
（中宿）遺跡では小金銅仏が出土している。元屋敷
遺跡では墨書土器や瓦が出土している。
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遺跡の立地・環境
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６ 中近世
騎西地域内には平安末から鎌倉時代にかけて武蔵

武士野与党の道智氏・多賀谷氏が館を構えたといわ
れる。
多賀谷氏館は、内田ケ谷の大福寺を中心にあった

ものと思われ、建久元年（１１９０）多加谷小三郎が源
頼朝の上洛の随兵を、建長３年（１２５１）多賀谷弥五
郎重茂が鎌倉由比ヶ浜での御弓始の射手を務めてい
る『吾妻鏡』。永享年間（１４２９－４１）初め頃に結城
に移ったといわれる多賀谷光義は敬神の念厚く郭内
に稲荷明神を勧請した『多賀谷旧記』。発掘調査で
は館跡の東端（１次調査）で、溝から１２～１４世紀の
同安・龍泉窯系青磁碗・常滑広口壺が出土しており、
館跡のほぼ中央にある大福寺の北（４次調査）で、
土壙から１２～１３世紀の同安・龍泉窯系青磁とともに
刀身先端や鉄鏃が出土している。
道智氏館は、道地の成就院周辺で建久元年（１１９０）

道智次郎が源頼朝の上洛の随兵を務め、承久３年
（１２２１）の宇治橋の合戦では道智三郎太郎が討ち死
にしている『吾妻鏡』。発掘調査では館跡のほぼ中
央で１３～１４世紀の龍泉窯系青磁が、西端で１２～１３世
紀の龍泉窯系青磁などが出土している。
種垂城跡は、上種足種垂城址公園から東へ広がり

百石・シロンチ（城の内？）等の地名が残る。雲祥
寺縁起には騎西城主小田顕家が養子の助三郎（忍城
主成田親泰の子）に家督を譲り種垂村に隠居したと
いう。発掘調査では、溝・井戸・土壙・火葬跡を検
出し、漆椀・小柄や１３～１７世紀の陶磁器類が出土し
ている。

隣接する旧上種足三番遺跡（現小沼耕地遺跡）で
は、溝・土壙・井戸・集石墓が検出されており、１２
世紀の白磁水注・１３世紀の龍泉窯系青磁・常滑甕・
在地の蔵骨器・篭状木製品が出土している。
小沼耕地遺跡では、県埋蔵文化財調査事業団の調

査で、掘立柱建物跡・基壇状遺構・溝・井戸などが
検出され、１２～１３世紀を主体とする陶磁器類が出土
している。種足は、中世前半の弘安１０年頃（１２８７）
伊賀光清が所領としており、また応永２４年（１４１７）
に日英上人が種垂の講演御堂（布教道場）等の講演
職を弟子に任せている。三番・小沼耕地遺跡の成果

はそれらに関わるものとも思われる。
南方の中種足五番遺跡では１２～１３世紀の龍泉窯系

の青磁や１５～１６世紀の染付、１３～１７世紀の古瀬戸・
常滑・在地の陶磁器類が出土している。
戸崎城跡は、『新編武蔵風土記稿』に戸崎右馬允

居跡なりとある。また、『吾妻鏡』に戸崎右馬允国
延が寿永３年（１１８４）源頼朝の御前の射手となると
ある。発掘調査では土塁跡や１３世紀の鉢や１７・１８世
紀の陶磁器類が出土している。
騎西城（騎西城周辺年表参照）は、文献や江戸初

期の『武州騎西之絵図』など城の絵図が遺る。遺構
は現在土塁跡が僅かに残るだけであるが、昭和５５年
から８０次を超えて発掘調査されており、主に土地区
画整理に伴い城郭部や武家屋敷跡西部の成果が顕著
である。これまでに溝４００条・土壙１６００基・井戸状
遺構２００基・障子堀５ヶ所・橋跡４ヶ所が確認され
ている。遺物は戦場及び生活・生産の場として武器
武具・生活・生業・信仰・流通に関する多様なもの
が出土している。特に水位が高いことから木製品の
遺存がよい。武器武具では、兜・前立・刀装品・鉄
鏃・火縄挟・弾丸・馬甲・轡・四方手・野沓・腰刀
・薙鎌など、生活品では、下駄・鏡・竪杵・鉄鍋・
桶・漆椀・杓子・折敷・火打金・天目茶碗・湯釜・
将棋の駒など、生業では、砥石・紡錘車・鋏・溶解
炉・鋳型・坩堝・金粒子付着土器など、信仰では護
符・呪符・舟形・位牌・銅鋺・数珠など、流通では
金・袋入り銭貨・荷札などがある。年代を比定でき
る陶磁器は１２世紀から１９世紀にかけてのもので、主
体は１６～１７世紀前半である。瀬戸美濃をはじめ中国
染付・唐津・志戸呂・初山・在地産かわらけ・ほう
ろく・擂鉢などがある。

このほかに、日出安の保寧寺中世墓址では、大量
の川原石や板碑、１２～１４世紀の常滑の甕・壺、１３世
紀の布目瓦が出土している。墓域の成立は中世前半
に遡るものか。また、下崎の道南遺跡で工事の際１９７８
枚の北宋銭が出土している。
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騎西城周辺年表

康正元年（１４５５） 足利成氏、崎西郡（騎西城）に集結する上杉勢（上杉・庁鼻和氏など）を攻略する
文正元年（１４６６） 足利成氏、南多賀谷（田ケ谷）と北根原（鴻巣市）で上杉勢と合戦に及ぶ
応仁元年（１４６７） ★応仁の乱
文明３年（１４７１） 上杉方に対峙する足利成氏の戦略配置に私市（騎西）の佐々木氏あり
文亀２年（１５０２） 騎西城主小田顕家、上会下（鴻巣市）の雲祥寺を再興。忍城（行田市）主成田親泰の子助

三郎（朝興）を娘婿とし騎西城を譲り、自らは種足村に隠居する
天文８年（１５３９） 騎西城主小田顕家没、雲祥寺に葬られる
天文１２年（１５４３） ★鉄砲伝来
永禄３年（１５６０） 長尾景虎（上杉謙信）関東の北条方諸城を攻略
永禄４年（１５６１） 騎西城主小田助三郎、兄の忍城主成田長泰と共に景虎の小田原攻めに参加する。

長泰、鶴岡八幡宮で上杉政虎（謙信）に辱められ、北条方となる。助三郎も離反
永禄６年（１５６３） 北条氏康・武田信玄連合軍が松山城（吉見町）を攻略。報復に上杉輝虎（謙信）、騎西城

を攻略
永禄１２年（１５６９） 上杉と北条の講和成立（越相同盟）。上杉方は武蔵北部を支配
天正２年（１５７４） 上杉謙信、羽生の関宿城を救援。騎西・古河・栗橋・館林・菖蒲・岩付城を焼き払う
天正４年（１５７６） 成田泰喬（あるいは氏長）、家臣に知行を宛がう
天正５年（１５７７） 小田大炊頭、古河公方への年頭の挨拶を行う
天正６年（１５７８） 小田大炊頭、足利義氏に年頭の挨拶。謙信没
天正１８年（１５９０） ★徳川家康、関東へ入国。松平康重に騎西領二万石を与える
天正１９年（１５９１） 松平康重大英寺を開基、日出安の保寧寺に田畑１町歩を寄進する
文禄２年（１５９３） 松平康重、朝鮮出兵のため騎西領民を召し連れる
慶長元年（１５９６） 根古屋の金剛院、日出安から移転する
慶長４年（１５９９） 松平康重の奥方、城内にて死去、大英寺に葬る
慶長５年（１６００） ★関ヶ原の戦い
慶長７年（１６０２） この頃大久保忠常、騎西領二万石を拝領する
慶長８年（１６０３） ★徳川家康、江戸に幕府を開く
慶長１１年（１６０６） 騎西藩の家臣、領内（正能村）を検地する
慶長１６年（１６１１） 忠常病死。子の忠職、父の遺領騎西領二万石を拝領する
慶長１９年（１６１４） 大久保忠隣改易となり小田原・羽生を没収、孫の騎西城主忠職は閉門に処せられる
寛永２年（１６２５） 忠職、赦免される
寛永４年（１６２７） 大久保忠職、久伊豆大明神（玉敷神社）に社領を寄進する
寛永９年（１６３２） 忠職、三万石加増され、美濃の加納へ転封し五万石を拝領する。騎西城廃され、代官所が

置かれる

遺跡の立地・環境
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享徳の乱初期の関東
（1454 ～）

氏康×謙信の頃の関東
（永禄・天正年間）

『古河公方展』古河歴史博物館
『中世・下町再発見』葛飾郷土と天文の博物館
　　　　　　掲載の図を改変

第４図 騎西城を取り巻く勢力図
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騎西城周辺の歴史的経過（年表・第４図）
当遺跡では濃密ではないが中世を通して遺物が出

土している。１２世紀代の常滑甕、舶載白磁、渥美製
品、また古瀬戸陶器等が見られる。騎西城以前にも
集落・館等が存在していたようである。

【享徳の乱】
文献では騎西城は、康正元年（１４５５）に初出し寛

永９年（１６３２）廃城となり姿を消す。享徳の乱では、
関東公方足利成氏が古河に移り、関東管領上杉氏と
対峙する。その争いの中に騎西郡を舞台として争う
場面がある。これが騎西城とされる。残念ながら現
在のところ当該期に相当する遺構は確認されていな
い。だがこの時期に騎西城の前線基地としての重要
性は格段に高まり、戦闘の拠点としての城の整備が
されたものと思われる。関東管領家臣の太田道灌が
岩付城・河越城・江戸城の防衛ラインを張ったとき
騎西城はすでに古河方の足場として機能していたの
ではないだろうか。

【永禄・天正期の軍事的緊張】
また、永禄から天正年間にかけての後北条氏対上

杉謙信の覇権争いにおいても境の城であった。騎西
城は何度となく厳しい立場に追い込まれている。特
に謙信が関東の足掛かりとした羽生城を間近にして
おり、２度の戦火を被っている。

文献では、永禄６年、北条氏康・武田信玄が松山
城を包囲したが、その救援に間に合わなかった謙信
は攻める方向を転じ騎西城を陥落させた。その後、
謙信は武田信玄との敵対関係から北条氏康との和睦
（越相同盟）を成し、しばし平安であった。しかし
北条氏康没後、甲相同盟の復活によりまた北条・上
杉の合戦が再開された。天正２年には謙信が羽生・
関宿城援護のため出陣し、古河・栗橋・館林・菖
蒲・岩付城とともに騎西城を焼き討ちにしている。

当該期の遺物・遺構は豊富で、城郭部周辺の障子
堀（KB１５区・騎１３次）から炭化物・遺物が多量に
出土している。これらはこの頃の戦火に伴う戦後処
理のものと思われる。

【秀吉の小田原攻めと家康の関東入封】
豊臣秀吉が小田原城を攻めたとき、忍城も石田三

成に水攻めを受けている。騎西城も備えとして城の
拡張・改良を行っているものと思われる。特に城郭
部を巡る障子堀を二重にしたり、堀幅を広くしたの
はこの時期の可能性がある。

その後家康が関東に入り、騎西城には松平康重、
大久保忠常・忠職が藩主となっている。その際に城
郭部の縮小や城下の再編成を行っているものと思わ
れる。実際『武州騎西之絵図』に載る御蔵屋舗には
外側に障子堀を備えており、戦乱時は城郭部であっ
たことを物語っている。

遺跡の立地・環境
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調査に至る経過

－９－

第Ⅱ章 調査に至る経過
旧騎西町は首都圏５０km 圏内に位置し、急激な人

口の増加に伴う開発が見込まれていた。それに対し
計画的な都市整備の一環として大字根古屋及び外川
において土地区画整理事業が計画されていた。

町教育委員会では昭和５６年度に実施した町内遺跡
群分布調査によって町内に１５ヶ所の遺跡が所在する
ことを確認しており、とくに区画整理対象区域に所
在する騎西城については小田原市に所蔵されていた
『武州騎西之絵図』と対照すると城の南側に江戸初
期に武家屋敷が広がっていたことが明らかとなって
いる。さらに昭和５４年に実施した騎西城跡の発掘調
査では、和鏡や武具などの出土により城の存在を実
証し、その内容を具体的に明らかにしたものであっ
た。僅かに残る土塁や水田と畑地に見られる郭の形
など遺存状態は良く、地下に埋蔵される遺構は特に

期待されるものであった。
しかしながら、長年の懸案であった根古屋・外川

地区土地区画整理事業は町の重要施策であり、計画
の中止及び変更は困難な状況であった。

そこで町教育委員会では町部局と協議を重ねた結
果、区画整理施工に先立ち破壊される道路分につい
て順次発掘調査を実施することとした。また、区画
整理により発生する保留地についても町が原因者と
して発掘調査をすることとした。

文化財保護法に基づき騎西町から埋蔵文化財発掘
通知、騎西町教育委員会から埋蔵文化財発掘調査通
知を文化庁長官に提出した。

調査は昭和５８年２月９日（騎２次）から開始し、
平成７年（第４８次）までの１３年に亘るものであった。
今回の報告は、調査実施区域の中央部で調査名では
KB１０区、所在地は字中宿１２６－１ほかである。

４号溝 調査風景
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出土した遺物
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第Ⅲ章 出土した遺物

石製品類
ここでは、成形したものを使用した石製品と使用

による損耗形態を呈す石器を石製品として、墓標・
供養塔である板碑・五輪塔を石造物として扱う。

（１）石製品
石臼は１～９１で、茶臼と粉挽臼と搗臼がある。茶

臼は１・３・５・９・１１～１３・１５・１９・２０・２２・
２５・２６・３０・３３・３８～４０・４３・６７・６９・７２・７４・
７７・８０・９０で、搗臼は４・５５・５６・５９で、他は粉挽
臼である。５４は上臼、６６・６７は下臼の全形が窺える。
挽木の挿入口は２０・２５・３２・５３・５４に見られ、特に
２０・２５は茶臼で挿入口に円及び方形の浮き彫りを施
す。３２・５３・５４は粉挽臼で挿入口はいずれも貫通し
ている。５１・５４・６３・６４・６８・７８には供給口の穴が
ある。７・３２・８１にはスス、２７・４８・５７には炭化物、
１１に黒色物が付着している。４・１５・２５・５６・６１・
６６・６９・７０・７２・７８には黒化部分がある。２・１４・
１７・２９・３６・４２・４８・５６・５９・６５・７１・７６・８６・８９
には磨痕がある。

９２～９４は、扁平で不整円形、径２cm 前後。９２は
暗緑色・９３は灰色・９４は黒色～暗色の石で、碁石と
しておく。

硯は９５～１０１で、９５・９９は幅約３cm の小型のもの
である。９５は海周辺に墨が付着している。

１０２は球形あるいは円盤形で、中央に穿孔がある。
紡錘車か。１０３は直方体に抉りが施され、手洗い鉢
か。１０４は渦巻き状の肉彫りがされる石製品。１０５は
全面磨られる磨製の楔形製品である。１０６・１０７は途
中まで穿孔され有穴球状石製品とする。１０６は扁平
な球状で車輪状の刻みを施し、１０７は正球状だが上
面は扁平である。

砥石は１０８～１６９で、直方体を基本形とし、損耗に
より変形するものがある。泥岩質のものがほとんど
である。１１９は緑泥片岩製で一部磨痕条線が見られ
る。１６９は頁岩様で硯からの転用の可能性がある。

磨石は１７０～２７５で、礫の原形が残るものが多く、
使用により形成された面が不規則に存在する。デイ

サイトが多数を占める。１８４・１８７・２３３は五輪塔な
ど他製品からの転用か。名称が縄文時代のものを連
想させるが砥石と区別するために別に扱う。

砥石・磨石共に金属を砥いたことによる線条痕の
残るものが見られ、鎌や武器類などの刃物を対象と
していたものであろう。

２７６～２８７は石英で擦痕・潰れが認められるもので
火打石として扱った。判別は困難であるが火打金の
出土例から想定しておくべきものである。

２８８は長球形で２８９は扁平な直方体で用途不明。

（２）石造物
【板碑】板碑は１１５点を数えるが、完形は３８１で、

他は破片である。
〇銘文など 年号のわかるものは、３２７の元徳（１３２９
～３２）、３３２の延徳二年（１４９０）正月廿一、３３６の正
和四年（１３１５）、３４８の嘉暦（１３２６～２９）、３６０の徳治
三年（１３０８）六月日、３８１の文安二年（１４４５）十一
月四日がある。１４世紀前半から１５世紀末の時間幅が
ある。３０８・３１６～３１８・３２６・３２８・３４６・３８７・３９０に
は、年月日の一部が見られる。キリ－クが３０５・３１４・
３２１・３２７・３２８・３３０～３３２・３４７～３４９・３５２・３５８・
３６０・３６２・３６５・３６６・３７２・３７９・３８１・３９２・３９８・
３９９に、バンが３２０・３６４に、サクが３２５に、サが３４２
に刻まれる。２９８に月輪、３３２に供養者（妙意禅尼）、
偈は、３０４・３０８・３１０・３３６・３５３・３５４・３６０・３６７・
３７８に刻まれる。
〇使用痕 ２９９・３１１・３１７・３１９～３２１・３２６～３２８・
３３２・３３４・３３６・３３７・３４３・３４５・３４８～３５０・３５３・
３６０・３６１・３６４・３６７・３７０・３７２・３７６・３８４・３８５・
３９１・３９２・４０３に、２次使用としては表面及び側面
に磨痕・線条痕が認められ、砥石として使用された
ものであろう。
〇付着物 廃棄以降であろうか、２９８・３０８・３３６・
３５１・３５３・３６３・３７２・３８０・３８７には、ススが付着し
ている。３０５・３９２には、黒色付着物が見られる。２９７・
３０２・３３１・３７３・３８８・３９３には、被熱による黒化が
見られる。なんらかの焼却や戦乱時の燃焼に伴うも
のであろう。

【五輪塔】４０５～４０７は、五輪塔の地輪と思われる。
４０５の正面にはアが刻まれ墨塗りをする。
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第１６図 石器類１０（石臼１０）



－２２－

92 93 94

95

96
98

99

100
101

97

102

104

106
107

105

103

0 1/2 5cm

0 1/3 10cm
0 1/4 10cm

第１７図 石器類１１（碁石・硯・他）



出土した遺物

－２３－

108

109

110

111
112

113

114 115

116

117
118

119

120

0 1/3 10cm
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出土した遺物

－２７－

176

177
178 179

180

181 182

183

184

185

186

187

0 1/3 10cm第２２図 石器類１６（磨石２）



－２８－

188 189

190

191

192
193

194

195

196 197

198 199 200

201

202

203 204

205

0 1/3 10cm

第２３図 石器類１７（磨石３）



出土した遺物

－２９－

206

207

208

209

210

211

212
213

214
215

216

217

218

219

0 1/3 10cm

第２４図 石器類１８（磨石４）
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第２９図 石器類２３（板碑１）
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第３３図 石器類２７（板碑５）
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図№ 遺物名 材質 出土地点 長さ 幅（底径） 厚さ 遺物 ID１ 遺物 ID２ 備考

１ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １堀（D―５G №２０７、D―６G №４２・１８４） （３０．５） （５．８）石０１７
２ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 １堀 D―５G №２２２ （１１．９） ５．７ ００１０―０００１ 破片後、各所に磨痕
３ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １堀 D―５G №２２６ （６．７） （３．５）石０５１
４ 搗臼 角閃石安山岩 １堀 D―５G №２５４ ＊１８．０ ― 石０５５ 底面周辺黒化
５ 茶臼（上臼） 普通輝石安山岩 １堀 D―６G（№３９・４０）、１１溝 D―６G №８９ （１４．５） （４．５）石００２
６ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １堀 E―５G №４２ （７．４） （４．４）石０２７
７ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 １堀 E―６G №１２６ （１６．９） （８．４）石０４２ スス付着
８ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 １溝 B―０G №８７ （１４．７） （７．１）石０４７
９ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １溝 B―１G №２３８（C 下） （１２．５） （４．１）石０１０

１０ 粉挽臼（下臼） 安山岩 １溝 B―１G №２４２ （１０．６） １０．０ ００１０―０００２
１１ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １溝 B―１G №２４６（C 下）、一括 （１４．６） （４．１）石０１５ 黒色物付着
１２ 茶臼（下臼） 普通輝石安山岩 １溝 B―１G №２５２（C 下） （１７．６） （４．９）石０１２ 断面つぶれ
１３ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １溝 B―１G №４８８ （１９．９） （５．０）石０１４
１４ 粉挽臼ヵ 安山岩 １溝 B―１G №５３３ （１３．４） ７．３ ００１０―０００３
１５ 茶臼（下臼） 不明 １溝 B―１G №６９４ （９．３） （９．４）石０１６ 表面平滑一部黒化
１６ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １溝（B―１G №６１、C―２G №３０１・５５６） （２４．０） （７．６）石０２４
１７ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １溝 C―１G №７１ （１５．０） （９．０）石０５３
１８ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １溝 C―１G №７２ （１０．６） （５．０）石０３７
１９ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １溝 C―１G №７４ （９．５） （５．２）石００８
２０ 茶臼（上臼） 安山岩 １溝 C―２G №４、１２壙 B―３G №９、Z―１G №５２ （１６．２） １３．４ 石０２１ ２片接合
２１ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １溝 C―２G №５０ （１０．５） ６．３ ００１０―０００４
２２ 茶臼（下臼） 普通輝石安山岩 １溝 C―２G №１０８ （１５．４） （４．０）石０１３
２３ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 １溝 C―２G №１５２ （１１．８）（１２．０）町石２２
２４ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １溝 C―２G №２３５ （９．６） （３．５）石０２８
２５ 茶臼（上臼） 安山岩 １溝 C―２G №４０６（C 下） （７．４） （５．２）石０１９ 一部黒化
２６ 茶臼（下臼） 安山岩 １溝 C―３G №２０２（C 上） （５．６） （４．２）石０５２
２７ 粉挽臼（上臼） 安山岩 １溝 C―３G №２２１（C 上） （１６．４） １０．４ ００１０―０００５ 全面炭化物付着
２８ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 １溝 C―３G №２２２（C 上） （１２．０）（１２．４） ００１０―０００６
２９ 粉挽臼（上臼） 安山岩ヵ １溝 C―３G №３２６（C 下） （８．９） ９．２ ００１０―０００７
３０ 茶臼（下臼） 安山岩 １溝 D―３G №１５３（C 上） （９．０） （４．８）石０１１
３１ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 １溝 D―３G №１６７（C 下） （９．３） （７．０）石０４９
３２ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 １溝 D―３G №２１８（C 下） （８．４）（１０．４）石０３８ スス付着
３３ 茶臼（下臼） 普通輝石安山岩 １溝 D―４G №７７（C 下）、１１溝 D―６G （１０．４） （４．８）石００４
３４ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 ２溝 C―２G №６７（C 上） （９．９） （９．４）石０４４
３５ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ４溝 A―０G №１１４ （１３．５） （７．１）石０３３
３６ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １２溝 E―５G №３６９ （１８．７） （８．５）石０２３
３７ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 １４―３溝 D―５G №３５２ （６．０） （４．７）石０４８
３８ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １９・２０溝 D―５G №８２ （７．２） （４．６）石００５
３９ 茶臼（下臼） 安山岩ヵ ２０溝 D―５G №１０９、２１溝 E―６G №１５５ （１２．５） （５．０）石００６
４０ 茶臼ヵ（上臼） 凝灰岩ヵ ２０溝 E―５G №５６ （８．６） ６．７ ００１０―０００８
４１ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 ２７溝 E―７G（№７０・７１） （１３．１） （３．４）石０４５
４２ 粉挽臼（下臼ヵ） 角閃石安山岩 ２７溝 F―８G №１０９ （９．７）（１２．５） ００１０―０００９
４３ 茶臼（上臼） 安山岩ヵ ２７溝 F―８G №２１１ （７．４） ４．５ ００１０―００１０
４４ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 ２７溝 F―９G №７５ （７．０） （５．６）石０４６
４５ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ２７溝 F―９G №１８８ （８．３） （４．８）石０４１
４６ 粉挽臼（上臼） 安山岩 ２７溝 F―９G №１９９ （１２．４）（１０．３）石０３４
４７ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ２７溝 G―９G №５７ （９．４） （４．４）石０３０
４８ 粉挽臼（下臼ヵ） 普通輝石安山岩 ３４溝 F―９G №２１０ （１０．０） １０．６ ００１０―００１１ 炭化物付着
４９ 粉挽臼（上臼） 砂岩ヵ ３４溝 F―９G №２１７ （７．１） （２．０）石０２２
５０ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ３４溝 F―９G №２２７ （１１．０） （８．６）石０３２
５１ 粉挽臼（上臼） 安山岩 ３４溝 F―９G №２３２ （１３．３） （７．９）町石１０
５２ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ３４溝 F―９G №２５９ （１４．０） （８．０）町石１６
５３ 粉挽臼（上臼） 安山岩ヵ ５井 B―２G №１０９ （２０．０）（１２．５）石０３９
５４ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ９井 B―３G №７１ （２２．９） １３．１ 石０４０
５５ 搗臼 角閃石安山岩 １０井 C―３G №３９４ （１３．４） （９．５）石０５６
５６ 搗臼 安山岩 １２井 C―２G №５７４ （１３．７） （４．０）石０５７ 全面黒化
５７ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １９井 B―０G №１ （１０．４） ９．７ ００１０―００１２ 破砕後、炭化物付着
５８ 粉挽臼（上臼） 安山岩ヵ ２２井 B―２G №１１４ （８．７） （４．５）石０２６
５９ 搗臼 安山岩 ２３井 C―１G №１１２ ＊２４．５ ― 石０５４

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値、（ ）は残存値 法量の単位は cm

第１表 石製品類一覧表１
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図№ 遺物名 材質 出土地点 長さ 幅（底径） 厚さ 遺物 ID１ 遺物 ID２ 備考

６０ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 ３２井 F―７G №３１ （１３．０） １０．６ ００１０―００１３
６１ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ３６井 （１６．０） （８．８）石０３１ 一部黒化
６２ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 ４０井 F―７G №１１９ （１１．６） （９．３） ００１０―００１４
６３ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ４０井 F―７G №１２０ （２２．６） （９．５）石０３５
６４ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ４５井 （１０．６） ７．９ 町石２８
６５ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 ４７井 （１２．５） ８．７ ００１０―００１５
６６ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 ５８井 A―１G №３１８ （３３．２）（１３．０）石０５０ 上部黒化、２１壙を振替
６７ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 ５９井 C―３G №３０６ （２８．０）（１０．８）石０１８ ４４壙を振替
６８ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 ６０井 B―２G №９３ （１４．６） （９．０）町石０８ ６９壙を振替
６９ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 １１・１２壙 B―３G №１３ （１６．５） １０．８ 石００３ 一部黒化
７０ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 １２壙 B―３G №７ （１３．２）（１１．２）町石１５ 一部黒化
７１ 粉挽臼（上臼） 安山岩 ５１壙 C―１G №２１４ （１３．３） （４．３）石０２５
７２ 茶臼（上臼） 角閃石安山岩 ６６壙 D―３G №２１３（C 上） （１０．６） ８．５ 石００１ 一部黒化
７３ 粉挽臼（上臼） 安山岩ヵ １５１壙ヵ （１６．４） ６．４ ００１０―００１６
７４ 茶臼（下臼） 普通輝石安山岩 遺物集中区 B―２G №１０ （８．４） （３．８）石００７
７５ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 B―０G №２ （１２．０） （８．５）石０２９
７６ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 B―１G （１４．１） １０．８ ００１０―００１７ 側面線条痕多数有、下面磨かれている
７７ 茶臼（上臼） 普通輝石安山岩 B―２G №８３ （１３．０）（１２．３）石０２０
７８ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 B―２G №８７ （１９．２） １１．８ 石０３６ 一部黒化
７９ 粉挽臼（下臼） 不明 B―３G №５１ （１１．４） （８．０） ００１０―００１８
８０ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 C―３G №２５ （７．１） （４．０）石００９
８１ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 C―３G №２８ （１５．９） （９．８）石０４３ スス付着
８２ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 C―３G №１５９（C 上） （６．２） ４．６ ００１０―００１９
８３ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 E―８G №４ （１０．１） （４．９） ００１０―００２０
８４ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 F―９G №３７ （６．８） （４．３） ００１０―００２１
８５ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 Z―１G №３４ （１１．４） （６．５） ００１０―００２２
８６ 粉挽臼（下臼） 安山岩 一括 （１５．８） （８．４） ００１０―００２３ 下面磨石として二次使用
８７ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 一括 （１１．２） ５．５ ００１０―００２４
８８ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 一括 （２２．２） ７．８ ００１０―００２５
８９ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 一括 （１５．８）（１０．５） ００１０―００２６ 下面側面は非常に磨かれており、砥石転用ヵ
９０ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 一括 （１０．１） ９．３ ００１０―００２７
９１ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 一括 （１３．４） １０．３ ００１０―００２８
９２ 碁石 不明 ４溝 ２．１ ２．０ ０．４ ００１０―００４０
９３ 碁石 不明 ４溝 １．９ １．６ ０．６ ００１０―００４１
９４ 碁石 頁岩ヵ ２７溝 ２．０ １．７ ０．６ ００１０―００２９
９５ 硯 粘板岩 １堀 D―６G №８０ （３．６） ３．０ １．３ 石０６１ 墨付着
９６ 硯 不明 １溝 C―２G №５３３ （３．０） （４．６） １．７ ００１０―００３０
９７ 硯 粘板岩 １溝（D―３G №９５・１３９、D―４G №３８・１５２）（C 上） （６．５） （５．８） ２．７ 石０５９
９８ 硯 不明 １溝（C 上） （２．７） （２．４） ０．６ ００１０―００３１
９９ 硯 不明 １９溝 D―４G №１５９ （７．１） （２．９） ０．６ ００１０―００３２

１００ 硯 砂岩 一括 （５．５） ６．５ （１．４）石０６０
１０１ 硯 不明 一括 （１．８） （２．３） ０．９ ００１０―００３３
１０２ 紡錘車ヵ 粘板岩ヵ 一括 （３．６） （２．８） ０．７ ００１０―００３４
１０３ 手洗い鉢ヵ 角閃石安山岩 B―３G №５０ （１４．９） （１２．７）（１８．０） ００１０―００３６
１０４ 石製品 不明 ２０溝 D―５G №６２ （５．９） （３．７） ２．０ ００１０―００３７
１０５ 楔形製品 粘板岩ヵ D―６G No．８ ６．９ ２．６ ０．８ ００１０―００３８
１０６ 有穴球状石製品 細粒凝灰岩 １溝 C 上 B―１G №３１６ ４．１ ４．０ ３．０ 町石４０
１０７ 有穴球状石製品 凝灰岩 ４溝 A―０G №８７ ４．８ ４．５ ４．５ 町石４１
１０８ 砥石 砂岩 １堀 D―５G №３８１ （７．６） （３．４） ３．１ 町石２４
１０９ 砥石 泥岩 １堀 E―５G №２２８ （３．３） ４．１ ３．０ ００１０―０００１
１１０ 砥石 泥岩 １堀 （７．０） ２．８ ２．１ ００１０―０００２
１１１ 砥石 泥岩 １堀 （４．６） ２．９ １．４ ００１０―０００３
１１２ 砥石 泥岩 １溝 B―０G №１１７ （４．１） ３．０ １．２ 石０６４
１１３ 砥石 不明 １溝 B―１G №６３ （６．８） （３．３） １．３ 町石１８
１１４ 砥石 泥岩 １溝 B―１G №６６２ （８．２） ５．９ ４．２ ００１０―０００４
１１５ 砥石 砂岩 １溝 C―１G №４４ （１０．５） （４．４） ３．８ 町石１７
１１６ 砥石 泥岩 １溝 C―２G №５１ （６．５） （３．６） １．９ 石０６７
１１７ 砥石 泥岩 １溝 C―２G №３２４ （６．３） （４．５） （３．０）町石１９
１１８ 砥石 粘板岩ヵ １溝 C―２G №３９７（C 上） （７．８） ４．０ （１．０） ００１０―０００５
１１９ 砥石 緑泥片岩 １溝 C―２G №３９８（C 上） １７．１ １１．６ ２．１ ００１０―０００６
１２０ 砥石 泥岩 １溝 C―２G №４８１（C 下） （９．３） （３．７） ２．２ 町石２６
１２１ 砥石 泥岩 １溝 C―３G №８５ （７．３） ５．５ ４．１ ００１０―０００７

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値、（ ）は残存値 法量の単位は cm

第２表 石製品類一覧表２
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図№ 遺物名 材質 出土地点 長さ 幅（底径） 厚さ 遺物 ID１ 遺物 ID２ 備考

１２２ 砥石 泥岩 １溝 C―３G №２４２（C 下） （１０．３） （４．４） （２．０）町石２１
１２３ 砥石 泥岩 １溝３T （３．８） ２．１ １．１ ００１０―０００８
１２４ 砥石 泥岩 ３溝 B―１G №１３３ （６．３） ６．１ ２．５ ００１０―０００９
１２５ 砥石 泥岩 ４溝 A―０G №８１ （８．６） （３．３） ３．０ 石０６８
１２６ 砥石 泥岩 ４溝 A―１G №１１２ （８．８） ３．９ １．６ 町石２９
１２７ 砥石 泥岩 ４溝 A―１G №２６５ （６．６） ３．１ ２．２ 石０６５
１２８ 砥石 泥岩 １４―２溝 E―４G №６４ ６．７ ５．０ ４．０ ００１０―００１０
１２９ 砥石 泥岩 ２７溝 F―９G №１２８ ６．５ ２．３ ２．７ ００１０―００１１
１３０ 砥石 泥岩 ２７溝 ９．０ ４．０ ３．６ ００１０―００１２
１３１ 砥石 泥岩 ３４溝 F―９G №２３３ （１０．８） ３．２ ３．０ 石０６６
１３２ 砥石 泥岩 ４井 （６．２） ４．４ ２．６ 町石３４
１３３ 砥石 砂岩 ８井 B―１G №７２１ （８．５） （６．５） ４．３ 町石１４
１３４ 砥石 泥岩 １３井 C―４G №４０ （９．６） （３．８） １．８ 町石２３
１３５ 砥石 泥岩 １３井 C―４G №４１ （５．７） ３．４ １．０ 石０６２
１３６ 砥石 泥岩 １３井 C―４G №４２ （５．６） ３．５ １．２ 石０６３
１３７ 砥石 泥岩 ５５井 B―３G №４５ （６．３） ４．５ ２．６ 町石３３ ９壙を振替
１３８ 砥石 粘板岩ヵ ７２壙 C―１G №１５８ （４．８） ３．７ （０．６） ００１０―００１３
１３９ 砥石 泥岩 ７６壙 Z―１G №２０５ （７．９） ４．５ ３．９ 町石２７
１４０ 砥石 泥岩 １３６壙 G―９G №８７ ８．５ ２．７ ２．２ 石０６９
１４１ 砥石 泥岩 １４７壙 ７．０ ３．８ ２．８ 石０７０
１４２ 砥石 不明 遺物集中区 B―１G №１７ （８．１） ３．６ ３．０ ００１０―００１４
１４３ 砥石 泥岩 B―３G №４２・C―３G №３２ （９．９） ５．５ ４．１ ００１０―００１５
１４４ 砥石 泥岩 C―１G №１３２ （８．２） （４．７） （４．５）町石１３
１４５ 砥石 泥岩 C―２G №３６ ７．３ ４．２ ４．０ ００１０―００１６
１４６ 砥石 泥岩 F―７G №１ （６．０） ４．０ ２．９ ００１０―００１７
１４７ 砥石 泥岩 F―８G №２２ （３．８） ３．３ ２．９ ００１０―００１８
１４８ 砥石 泥岩 F―９G №３８ （８．５） ４．３ ２．３ ００１０―００１９
１４９ 砥石 泥岩 G―８G №４ （８．６） ３．１ ２．０ ００１０―００２０
１５０ 砥石 泥岩 Z―１G №５８ （８．３） ２．８ ２．１ ００１０―００２１
１５１ 砥石 泥岩 ７T （８．４） ６．２ ４．３ ００１０―００２２
１５２ 砥石 泥岩 一括 （３．４） （６．１） （３．２） ００１０―００２３
１５３ 砥石 泥岩 一括 （４．７） ２．９ １．８ ００１０―００２４
１５４ 砥石 不明 一括 （３．０） ３．４ （３．４） ００１０―００２５
１５５ 砥石 砂岩 一括 （４．２） ４．０ ０．９ ００１０―００２６
１５６ 砥石 泥岩 一括 ６．７ ２．５ １．６ ００１０―００２７
１５７ 砥石 泥岩 一括 （３．０） ２．０ １．３ ００１０―００２８
１５８ 砥石 泥岩 一括 （５．６） ４．１ １．３ ００１０―００２９
１５９ 砥石 砂岩 一括 （４．６） ３．２ １．１ ００１０―００３０
１６０ 砥石 泥岩 一括 ４．１ ３．５ ２．９ ００１０―００３１
１６１ 砥石 砂岩 一括 （３．８） ２．７ １．３ ００１０―００３２
１６２ 砥石 不明 一括 （５．２） ２．１ ０．９ ００１０―００３３
１６３ 砥石 泥岩 一括 （６．７） ４．０ ３．２ ００１０―００３４
１６４ 砥石 泥岩 一括 （３．７） ３．３ ２．０ ００１０―００３５
１６５ 砥石 泥岩 一括 （６．５） ５．０ ２．９ ００１０―００３６
１６６ 砥石 泥岩 一括 １１．７ ４．５ ３．０ ００１０―００３７
１６７ 砥石 泥岩 一括 （６．８） ３．７ （２．９） ００１０―００３８
１６８ 砥石 泥岩 一括 ７．０ ４．４ ３．０ ００１０―００３９
１６９ 砥石 不明 一括 ７．０ ４．６ １．１ ００１０―００４０
１７０ 磨石 デイサイト １堀 D―５G №１５４ ４．１ ３．０ １．９ ００１０―００４１
１７１ 磨石 デイサイト １堀 D―５G №２１３ ５．８ ４．４ ２．８ ００１０―００４２
１７２ 磨石 デイサイト １堀 E―５G №２７１ ４．５ ３．３ ２．５ ００１０―００４３
１７３ 磨石 デイサイト １堀１T ４．０ ３．８ ２．７ ００１０―００４４
１７４ 磨石 デイサイト １堀２T ３．６ ２．８ ２．６ ００１０―００４５
１７５ 磨石 デイサイト １堀２T ６．２ ４．４ ３．８ ００１０―００４６
１７６ 磨石 デイサイト １堀 ４．２ ３．７ ２．７ ００１０―００４７
１７７ 磨石 デイサイト １溝 B―０G №７９ ６．５ ５．３ ３．６ ００１０―００４８
１７８ 磨石 デイサイト １溝 B―０G №８６ （８．２） （７．１） （５．０） ００１０―０１３９
１７９ 磨石 デイサイト １溝 B―０G №１００ ８．７ ７．１ ５．１ ００１０―００４９
１８０ 磨石 角閃石安山岩 １溝 B―１G №２４４ （１０．８） （６．５） ７．０ ００１０―０１４０
１８１ 磨石 デイサイト １溝 B―１G №２６９ ６．０ ４．２ ２．９ ００１０―００５１
１８２ 磨石 デイサイト １溝 B―１G №２９１ ６．２ ７．５ ２．２ ００１０―００５２
１８３ 磨石 デイサイト １溝 B―１G №４８０ ８．０ ５．４ ３．３ ００１０―００５０
１８４ 磨石 デイサイト １溝 B―１G №４４８ （１２．１） １２．０ ７．７ ００１０―０１４１
１８５ 磨石 角閃石安山岩 １溝 B―１G №４４９ （１０．０） （１０．４） ６．２ ００１０―０１４２
１８６ 磨石 デイサイト １溝 B―１G №６１８ （９．５） （７．９） （５．８） ００１０―００５３
１８７ 磨石 デイサイト １溝 C―１G №２９ （１０．５） （９．４） （８．３） ００１０―０１４３
１８８ 磨石 デイサイト １溝 C―２G №１３２ ６．９ ４．７ ３．８ ００１０―００５４

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値、（ ）は残存値 法量の単位は cm

第３表 石製品類一覧表３



出土した遺物

－５１－

図№ 遺物名 材質 出土地点 長さ 幅（底径） 厚さ 遺物 ID１ 遺物 ID２ 備考

１８９ 磨石 デイサイト １溝 C―３G №３５６（C 上） ８．７ ５．８ ３．８ 石０７９
１９０ 磨石 デイサイト １溝 C―３G №３８９（C 下） ４．４ ３．５ ２．５ 石０７４
１９１ 磨石 角閃石安山岩 １溝 D―３G №１４２ ９．１ ５．９ ６．６ ００１０―０１４４
１９２ 磨石 デイサイト １溝 D―４G №９３（C 上） ７．０ ６．５ ２．５ 石０７２
１９３ 磨石 デイサイト １溝（C 上） ５．８ ４．０ ３．１ 石０７３
１９４ 磨石 デイサイト １溝 ３．８ ３．０ ２．０ 石０７８
１９５ 磨石 デイサイト １溝 ７．０ ４．２ ２．６ ００１０―００５５
１９６ 磨石 デイサイト １溝 （３．７） ３．７ ２．２ ００１０―００５６
１９７ 磨石 デイサイト １溝 ３．８ ２．８ １．７ ００１０―００５７
１９８ 磨石 デイサイト ４溝 A―１G №１８８ ６．７ ５．７ ３．５ ００１０―００５８
１９９ 磨石 デイサイト ４溝 A―１G №１９８ ８．３ ６．４ ２．４ ００１０―００５９
２００ 磨石 デイサイト ４溝 B―０G №１２３ （７．８） （４．７） （３．２） ００１０―００６０
２０１ 磨石 デイサイト ４溝 Z―１G №９２ ５．５ ５．０ ４．０ ００１０―００６１
２０２ 磨石 デイサイト １１溝 E―６G №１３５ ６．９ ３．５ ２．２ 石０７７
２０３ 磨石 デイサイト １１溝 ４．３ ４．０ ２．６ ００１０―００６２
２０４ 磨石 デイサイト １２溝２T ５．２ ４．４ ２．６ ００１０―００６３
２０５ 磨石 デイサイト １３―５溝 ４．１ ３．０ １．８ ００１０―００６４ １８溝を振替
２０６ 磨石 デイサイト １９・２０溝 D―４G №１７４ １０．２ ９．９ ７．４ ００１０―００６５
２０７ 磨石 デイサイト ２０溝 E―６G №５３ ６．３ ５．２ ３．３ ００１０―００６６
２０８ 磨石 デイサイト ２０溝 （３．６） （４．０） ２．６ ００１０―００６７
２０９ 磨石 デイサイト ２１溝 D―６G №２８ １１．９ ８．１ ６．２ ００１０―００６８
２１０ 磨石 デイサイト ２７溝 E―７G №３７ ５．８ ５．２ ２．７ ００１０―００６９
２１１ 磨石 角閃石安山岩ヵ ２７溝 F―８G №７１ （１２．０） （７．１） ６．３ ００１０―００７０ 各所痕跡
２１２ 磨石 デイサイト ２７溝 F―８G №１１４ ６．１ ４．８ １．７ ００１０―００７１
２１３ 磨石 角閃石安山岩 ２７溝 F―９G №８４ ９．８ １３．４ ５．０ ００１０―００７２ スス付着
２１４ 磨石 デイサイト ２７溝 G―１０G №３ ４．４ ２．９ ２．４ ００１０―００７３
２１５ 磨石 デイサイト ２７溝 ３．５ ２．４ １．３ ００１０―００７４
２１６ 磨石 デイサイト ３４溝 F―９G №２１４ １３．０ ７．５ ４．５ 石０７６
２１７ 磨石 デイサイト ８井 （５．７） ４．８ １．８ 石０７１
２１８ 磨石 砂岩 １０井 ６．２ ５．０ ２．３ ００１０―０１４５
２１９ 磨石 角閃石安山岩 ２１井 （７．８） （５．６） ４．８ ００１０―０１４６
２２０ 磨石 デイサイト ３２井 G―７G №２８ １７．０ ２１．２ １１．０ ００１０―０１４７
２２１ 磨石 デイサイト ３２井 F―７G №７３ （１７．０） １６．４ １１．３ ００１０―０１４８
２２２ 磨石 デイサイト ４８井 ６．６ ４．１ ３．１ ００１０―００７５
２２３ 磨石 デイサイト ５０井 ９．９ ６．０ ４．３ ００１０―００７６
２２４ 磨石 デイサイト ５８井 A―１G №３１４ １２．４ ７．０ ５．８ ００１０―００７８ ２１壙を振替
２２５ 磨石 デイサイト ４壙 B―２G №３６ ７．６ ５．０ ４．０ ００１０―００７７
２２６ 磨石 デイサイト ５１壙 B―１G №７７７ １３．３ ９．６ ７．０ 石０８０ 一部黒化
２２７ 磨石 デイサイト ３０壙 B―４G №５ ３．８ ２．８ ２．２ ００１０―００７９
２２８ 磨石 デイサイト ５１壙 C―１G №１８８ （１０．０） （６．７） ６．５ ００１０―００８０
２２９ 磨石 デイサイト ５１壙 C―１G №１９３ ８．２ ５．９ ３．３ 石０７５
２３０ 磨石 デイサイト ７３壙 B―２G №１１５ ６．３ ５．１ ３．１ ００１０―００８１
２３１ 磨石 デイサイト ９５壙 F―６G №２１ ３．６ ２．１ １．８ ００１０―００８２
２３２ 磨石 デイサイト 遺物集中区 B―２G №１５ ５．７ ３．８ ２．４ ００１０―００８３
２３３ 磨石 デイサイト B―１G №９５ １４．２ １０．８ ５．５ ００１０―００８４
２３４ 磨石 デイサイト B―２G №７６ ７．８ ４．８ ３．３ ００１０―００８５
２３５ 磨石 デイサイト C―１G №１２０ ７．７ １０．５ （５．６） ００１０―００８６
２３６ 磨石 デイサイト C―２G №３９ ８．４ ５．３ ３．６ ００１０―００８７
２３７ 磨石 デイサイト C―２G №７６ ９．７ ７．７ ５．５ ００１０―００８８
２３８ 磨石 デイサイト C―５G №４０ （７．８） ５．２ ４．４ ００１０―００８９
２３９ 磨石 角閃石安山岩ヵ D―５G６T №２８９ （７．６） （７．０） （３．２） ００１０―００９０ スス付着
２４０ 磨石 デイサイト F―８G №４１ ４．０ ４．３ ２．４ ００１０―００９１
２４１ 磨石 デイサイト ３T ５．３ ３．９ ３．０ ００１０―００９２
２４２ 磨石 デイサイト １２T （４．４） ４．２ ２．８ ００１０―００９３
２４３ 磨石 デイサイト 一括 ８．２ ５．２ ３．３ ００１０―００９４
２４４ 磨石 デイサイト 一括 ６．５ ６．１ ３．０ ００１０―００９５
２４５ 磨石 デイサイト 一括 ５．１ ４．７ ２．５ ００１０―００９６
２４６ 磨石 デイサイト 一括 ５．０ ４．７ ２．６ ００１０―００９７
２４７ 磨石 デイサイト 一括 ４．７ ３．９ ２．８ ００１０―００９８
２４８ 磨石 デイサイト 一括 （６．７） ５．１ ２．４ ００１０―００９９
２４９ 磨石 デイサイト 一括 １０．３ ５．２ ３．４ ００１０―０１００
２５０ 磨石 デイサイト 一括 ７．７ （４．９） （３．１） ００１０―０１０１
２５１ 磨石 デイサイト 一括 ６．６ ６．７ ３．５ ００１０―０１０２
２５２ 磨石 デイサイト 一括 （３．６） （２．５） １．７ ００１０―０１０３
２５３ 磨石 デイサイト 一括 ２．７ ２．１ １．４ ００１０―０１０４
２５４ 磨石 デイサイト 一括 ３．３ ２．６ １．６ ００１０―０１０５
２５５ 磨石 デイサイト 一括 ４．５ ４．０ １．７ ００１０―０１０６

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値、（ ）は残存値 法量の単位は cm

第４表 石製品類一覧表４



－５２－

図№ 遺物名 材質 出土地点 長さ 幅（底径） 厚さ 遺物 ID１ 遺物 ID２ 備考

２５６ 磨石 デイサイト 一括 （３．９） （３．９） ３．１ ００１０―０１０７
２５７ 磨石 デイサイト 一括 ７．３ ４．３ ２．９ ００１０―０１０８
２５８ 磨石 デイサイト 一括 ６．４ ５．４ ４．０ ００１０―０１０９ 一部黒化
２５９ 磨石 デイサイト 一括 ７．１ ４．７ ４．７ ００１０―０１１０
２６０ 磨石 デイサイト 一括 ６．４ ４．９ ２．９ ００１０―０１１１
２６１ 磨石 デイサイト 一括 ８．３ ３．７ ２．８ ００１０―０１１２
２６２ 磨石 デイサイト 一括 ５．４ ２．５ ２．３ ００１０―０１１３
２６３ 磨石 デイサイト 一括 ５．５ ４．６ ２．９ ００１０―０１１４
２６４ 磨石 デイサイト 一括 ５．７ ４．３ ２．３ ００１０―０１１５
２６５ 磨石 デイサイト 一括 ３．７ ４．８ ３．２ ００１０―０１１６
２６６ 磨石 デイサイト 一括 ８．８ ５．６ ３．５ ００１０―０１１７
２６７ 磨石 デイサイト 一括 （５．９） ６．２ ４．０ ００１０―０１１８
２６８ 磨石 デイサイト 一括 （８．５） （５．７） （３．９） ００１０―０１１９
２６９ 磨石 デイサイト 一括 ７．０ （６．５） （４．１） ００１０―０１２０ 一部黒化
２７０ 磨石 デイサイト 一括 （７．７） （５．２） （３．４） ００１０―０１２１
２７１ 磨石 デイサイト 一括 ６．３ ４．８ ４．１ ００１０―０１２２
２７２ 磨石 デイサイト 一括 （６．２） ３．９ ２．３ ００１０―０１２３
２７３ 磨石 デイサイト 一括 ７．９ ６．０ ３．７ ００１０―０１２４
２７４ 磨石 デイサイト 一括 ５．２ ３．４ ３．８ ００１０―０１２５
２７５ 磨石 デイサイト 一括 ９．０ （５．４） ５．１ ００１０―０１２６
２７６ 火打石 石英 １溝 ２．８ ２．７ １．７ ００１０―０１２７
２７７ 火打石 石英 ２９溝 ５．４ （２．９） １．７ ００１０―０１２８
２７８ 火打石 石英 ３４溝 ３．９ ３．０ ２．４ ００１０―０１２９
２７９ 火打石 石英 ５井 ３．１ ２．２ １．９ ００１０―０１３０
２８０ 火打石 石英 １８井 ３．２ ２．８ ２．４ ００１０―０１３１
２８１ 火打石 石英 遺物集中区 B―２G №１９ ６．０ ５．４ ２．０ ００１０―０１３３
２８２ 火打石 石英 B―１G №７ ３．９ ３．０ ２．１ ００１０―０１３２
２８３ 火打石 石英 一括 ４．７ ２．６ ２．０ ００１０―０１３４
２８４ 火打石 石英 一括 ３．９ ２．２ １．３ ００１０―０１３５
２８５ 火打石 石英 一括 ３．３ ２．５ ２．５ ００１０―０１３６
２８６ 火打石 石英 一括 ３．３ ２．５ １．５ ００１０―０１３７
２８７ 火打石 石英 一括 ３．５ ２．２ １．７ ００１０―０１３８
２８８ 不明 凝灰岩ヵ １溝 ３．６ ２．０ １．４ ００１０―００３９
２８９ 不明 安山岩 B―０G №１３２ （１０．８） （１１．０） ６．３ ００１０―００３５

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値、（ ）は残存値 法量の単位は cm

第５表 石製品類一覧表５

覆土洗浄風景



出土した遺物

－５３－

図 N０．遺物名 出土地点 縦×横×厚 遺物 ID 備 考
２９０ 板碑 １堀 D―５G №２７５ （７）×（６）×１ ００１０―０００１
２９１ 板碑 １堀 E―４G №６２ （４）×（３）×１ ００１０―０００２
２９２ 板碑 １堀 E―５G №２３３ （１５）×（１１）×２ ００１０―０００３
２９３ 板碑 １堀 E―５G №２５５ （１７）×（１０）×３ ００１０―０００４
２９４ 板碑 １溝 B―１G №２４３ （１２）×（７）×２ ００１０―０００５
２９５ 板碑 １溝 B―１G №３３２ （９）×（７）×１ ００１０―０００６ 表面平滑 枠線
２９６ 板碑 １溝 B―１G №３８４ （１６）×（９）×２ ００１０―０００７ 枠線
２９７ 板碑 １溝 B―１G №５８３ （８）×（７）×２ ００１０―０００８ 表面平滑 被熱による黒化
２９８ 板碑 １溝 B―１G №６７２ （２０）×（１２）×（１） ００１０―０００９ 厚くスス付着
２９９ 板碑 １溝 C―１G №２８ （１５）×（９）×（２） ００１０―００１０ 表裏側面磨耗
３００ 板碑 １溝 C―１G №６３ （１５）×（１１）×２ ００１０―００１１
３０１ 板碑 １溝 C―１G №７８ （１０）×（７）×１ ００１０―００１２ 表面平滑
３０２ 板碑 １溝 C―１G №８６ （１６）×（９）×１ ００１０―００１３ 枠線 被熱による黒化
３０３ 板碑 １溝 ４T C―２G №１１ （８）×（５）×２ ００１０―００１４
３０４ 板碑 １溝 C―２G №１４８ （１２）×（９）×１ ００１０―００１５ 表面平滑 側面潰れ 枠線
３０５ 板碑 １溝 C―２G №１５３ （１４）×（７）×２ ００１０―００１６ 黒色付着物
３０６ 板碑 １溝 C―２G №１６２ （４）×（１１）×２ ００１０―００１７
３０７ 板碑 １溝 C―２G №１８６ （９）×（６）×２ ００１０―００１８
３０８ 板碑 １溝 C―２G №１９４ （１０）×（９）×１ ００１０―００１９ スス付着
３０９ 板碑 １溝 C―２G №２８５ （４２）×１８×２ ００１０―００２０ 枠線
３１０ 板碑 １溝 C―２G №３６９（C 上）（８）×（６）×２ ００１０―００２１ 表面平滑 枠線
３１１ 板碑 １溝 C―２G №４０８（C 上）（１９）×（１６）×３ ００１０―００２２ 側面磨耗
３１２ 板碑 １溝 C―２G №４２９（C 上）（１３）×（１５）×２ ００１０―００２３
３１３ 板碑 １溝 C―２G №４３７（C 上）（７）×（８）×１ ００１０―００２４
３１４ 板碑 １溝 C―２G №４５５ （２３）×（１９）×１ ００１０―００２５ 周囲凹磨耗によるもの？
３１５ 板碑 １溝 C―２G №４６０（C 上）（９）×（６）×２ ００１０―００２６ 表面平滑
３１６ 板碑 １溝 C―２G №４９６（C 上）（１４）×（１０）×２ ００１０―００２７ 表面平滑 枠線
３１７ 板碑 １溝 C―２G №５１３（C 上）（２２）×（１１）×２ ００１０―００２８ 枠線 側面磨耗による平坦部あり
３１８ 板碑 １溝 C―２G №５６６（C 上）（１５）×（８）×２ ００１０―００２９ 枠線
３１９ 板碑 １溝 C―２G №５６８（C 上）（１２）×（９）×２ ００１０―００３０ 裏面磨痕
３２０ 板碑 １溝 C―３G №２１４（C 上）（２４）×（１２）×３ ００１０―００３１ 表面平滑 一部は磨痕 条痕→砥石として使用
３２１ 板碑 １溝 C―３G №２３７（C 下）（１６）×（１４）×２ ００１０―００３２ 周囲使用（１ヶ所磨痕）による凹み 枠線
３２２ 板碑 １溝 C―３G №２３９（C 下）（８）×（９）×１ ００１０―００３３ 表面平滑
３２３ 板碑 １溝 C―３G №２７９（C 下）（１５）×（１３）×３ ００１０―００３４ 裏面磨耗？
３２４ 板碑 １溝 C―３G №３７５ （１１）×（６）×２ ００１０―００３５
３２５ 板碑 １溝 C―３G №３７９（C 下）（２２）×（１４）×２ ００１０―００３６ 表面平滑
３２６ 板碑 １溝 D―３G №６８ （１２）×（８）×１ ００１０―００３７ 磨耗顕著
３２７ 板碑 １溝 D―３G №１３６（C 上）（２２）×（１８）×２ ００１０―００３８ 下半 磨耗顕著
３２８ 板碑 １溝 D―３G №１５７（C 下）（２７）×（１２）×２ ００１０―００３９ 表面平滑 磨痕
３２９ 板碑 １溝 D―４G №２８（C 上） （１６）×（５）×１ ００１０―００４０
３３０ 板碑 １溝 D―４G №３０（C 上） （９）×（６）×１ ００１０―００４１ 表面平滑
３３１ 板碑 ４溝 A―１G №２５４ （２９）×１６×３ ００１０―００４２ 一部黒化
３３２ 板碑 ４溝 A―１G №２７８ （３２）×（１５）×２ ００１０―００４３ 表面平滑 使用による磨耗か 磨耗顕著 中央縦に凹む
３３３ 板碑 ４溝 A―０G №１１６ （１１）×（１１）×１ ００１０―００４４ 表面平滑
３３４ 板碑 ４溝 A―０G №１１７ （１８）×（７）×１ ００１０―００４５ 枠線 側面磨耗
３３５ 板碑 ４溝 A―０G №１２５ （１９）×（９）×２ ００１０―００４６
３３６ 板碑 ４５井、５４井 １１溝 E―５G №３６７（２５）×（２３）×２ ００１０―００４８ 表面平滑 スス付着 裏面に磨痕
３３７ 板碑 １１溝 D―６G №９１ （１０）×（７）×１ ００１０―００４７ 表面平滑 磨耗？ 側面磨耗 枠線
３３８ 板碑 １９溝 a C―５G №２９ （１１）×（７）×１ ００１０―００４９
３３９ 板碑 １９溝 （６）×４×１ ００１０―００５０
３４０ 板碑 ２１溝 E―６G №１５７ （１１）×（９）×２ ００１０―００５１
３４１ 板碑 ２７溝 E―７G №４０ （１９）×（１２）×３ ００１０―００５２
３４２ 板碑 ２７溝 E―７G №５３ （１７）×（１１）×２ ００１０―００５３ 枠線
３４３ 板碑 ２７溝 F―９G №１３４ （６）×（８）×１ ００１０―００５４ 側面磨耗
３４４ 板碑 ２７溝 G―９G №５６ （４）×（８）×２ ００１０―００５５ 表面平滑
３４５ 板碑 ３４溝 F―９G №２１６ （１４）×（９）×３ ００１０―００５７ 表・側面 磨耗
３４６ 板碑 ３４溝 F―９G №２３８ （１０）×（８）×１ ００１０―００５８ 枠線
３４７ 板碑 ２８溝 （３２）×（２４）×３ ００１０―００５６ 枠線
３４８ 板碑 １井 A―２G №３７ （３７）×（１３）×３ ００１０―００５９ 表面平滑 磨痕顕著
３４９ 板碑 １井 A―２G №３８ （３６）×（１９）×３ ００１０―００６０ 一部顕著な磨耗による面、凹みが形成
３５０ 板碑 １井 （８）×（４）×１ ００１０―００６１ 表裏磨耗
３５１ 板碑 ２井 B―１G №７３７ （２５）×（１３）×２ ００１０―００６２ 表裏平滑 スス付着
３５２ 板碑 １０井 D―３G №２４３ （１１）×（１１）×２ ００１０―００６３ 表面平滑
３５３ 板碑 ３１井 F―７G №６７ （２５）×２１×３ ００１０―００６４ 枠線 磨耗顕著 スス付着
３５４ 板碑 ３２井 F―７G №３０ （２３）×（９）×２ ００１０―００６５ 表面平滑 枠線

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm

第６表 石製品類一覧表６



－５４－

図 N０．遺物名 出土地点 縦×横×厚 遺物 ID 備 考
３５５ 板碑 ３２井 F―７G №７６ （８）×（４）×１ ００１０―００６６ 表面平滑 枠線二重
３５６ 板碑 ３２井 G―７G №３２ （１３）×（７）×３ ００１０―００６７ 枠線二重
３５７ 板碑 ３６井 （２３）×（１５）×３ ００１０―００６８ 表面平滑 枠線
３５８ 板碑 ３６井 （３９）×（１９）×３ ００１０―００６９ 表面平滑
３５９ 板碑 ３６井 （１８）×（１３）×２ ００１０―００７０ 表面平滑 枠線
３６０ 板碑 ４０井 G―７G №４６ （５４）×２５×３ ００１０―００７１ 表面平滑 枠線 磨痕
３６１ 板碑 ４１井 F―８G №２２３ （１３）×（９）×２ ００１０―００７３ 磨痕
３６２ 板碑 ４２井 （１７）×（９）×２ ００１０―００７４
３６３ 板碑 ４２井 （１８）×（１７）×３ ００１０―００７５ 側面敲打痕 スス付着
３６４ 板碑 ４０井 F―７G №１２３ （２９）×２０×２ ００１０―００７２ 表面平滑 磨耗により面形成
３６５ 板碑 ４４井 （２４）×（１７）×２ ００１０―００７６ 細かいノミ整形痕あり 側面平坦 潰れ 枠線
３６６ 板碑 ４４井 （７）×（５）×１ ００１０―００７７ 表面平滑
３６７ 板碑 ４８井 （１６）×（１５）×１ ００１０―００７８ 表面磨耗
３６８ 板碑 ４８井 （６）×（７）×１ ００１０―００７９
３６９ 板碑 ４８井 （１０）×（６）×１ ００１０―００８０ 枠線
３７０ 板碑 ４９井 （８）×（５）×１ ００１０―００８１ 表面平滑 側面磨耗
３７１ 板碑 ５４井 （１４）×（８）×２ ００１０―００８３ 表面平滑 裏面平滑 枠線
３７２ 板碑 ４９井 （３４）×２１×３ ００１０―００８２ 側面平坦 使用（磨耗）による スス一部付着 裏面に白桃色付着物
３７３ 板碑 ８０壙 C―１G №１９８ （１４）×（１０）×２ ００１０―００８４ 表面平滑 一部黒化
３７４ 板碑 １０３壙 E―６G №１４８ （７）×（５）×１ ００１０―００８５
３７５ 板碑 ４T A―０G №２ （１３）×（８）×２ ００１０―００８６
３７６ 板碑 遺物集中区 B―１G №８ （１０）×（８）×１ ００１０―００８８ 裏面磨耗
３７７ 板碑 A―２G №３２ （１５）×（１４）×２ ００１０―００８７ 枠線 側面３ヶ所こじり
３７８ 板碑 B―２G №１２０ （１４）×（７）×１ ００１０―００８９ 表面平滑 枠線
３７９ 板碑 C―１G №１５５ （２１）×（１１）×３ ００１０―００９０
３８０ 板碑 C―２G №１５ （１６）×（１２）×２ ００１０―００９１ 枠線 スス付着
３８１ 板碑 ※１溝 C―２G №９４ ５３×１７×２ ００１０―００９２ 表面平滑 枠線
３８２ 板碑 C―３G №６２ （１４）×（８）×２ ００１０―００９３ 表面平滑 磨耗によるか？ 枠線
３８３ 板碑 C―４G №２４ （９）×（６）×１ ００１０―００９４ 表面平滑
３８４ 板碑 E―６G №２６ （１２）×（８）×１ ００１０―００９５ 表面平滑 枠線 側面磨耗
３８５ 板碑 G―８G №１８ （９）×（６）×１ ００１０―００９６ 表面平滑 枠線 側面磨耗により面形成
３８６ 板碑 G―８G №２９ （９）×（６）×２ ００１０―００９７ 表面平滑 側面抉れ
３８７ 板碑 F―９G №１３ （７）×（５）×１ ００１０―００９９ 表面平滑 スス付着
３８８ 板碑 １４T （１８）×（９）×２ ００１０―０１００ 被熱により黒化
３８９ 板碑 F―８G №１６ （１１）×（１０）×２ ００１０―００９８ 表面平滑 磨痕顕著
３９０ 板碑 一括 （２０）×（１５）×２ ００１０―０１０１ 表面平滑
３９１ 板碑 一括 （１３）×（１２）×２ ００１０―０１０２ 表面削痕 一部磨痕
３９２ 板碑 一括 （１７）×（１０）×２ ００１０―０１０３ 磨耗による平滑面あり 黒色付着物
３９３ 板碑 一括 （１３）×（９）×３ ００１０―０１０４ 表面平滑 枠線二重 被熱による黒化
３９４ 板碑 一括 （１３）×（１１）×２ ００１０―０１０５ 枠線
３９５ 板碑 一括 （８）×（１０）×２ ００１０―０１０６
３９６ 板碑 一括 （８）×（８）×２ ００１０―０１０７ 表面平滑
３９７ 板碑 一括 （７）×（６）×１ ００１０―０１０８ 表面平滑
３９８ 板碑 一括 （７）×（７）×１ ００１０―０１０９ 表面平滑
３９９ 板碑 一括 （５）×（７）×１ ００１０―０１１０
４００ 板碑 一括 （８）×（４）×２ ００１０―０１１１
４０１ 板碑 一括 （６）×（５）×１ ００１０―０１１２ 表面平滑
４０２ 板碑 一括 （８）×（５）×１ ００１０―０１１３
４０３ 板碑 一括 （６）×（７）×１ ００１０―０１１４ 側面磨耗
４０４ 板碑 一括 （５）×（５）×１ ００１０―０１１５
４０５ 五輪塔（地輪） １溝 B―１G №４２６ １７×１９×１３ ００１０―０００３
４０６ 五輪塔（地輪） １溝 B―１G №４３３ （１５）×（１７）×（８） ００１０―０００１
４０７ 五輪塔（地輪） ４溝 A―１G №２７９ （１５）×（２０）×（１４）００１０―０００２

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm
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調査概要と検出された遺構
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第Ⅳ章 調査概要と検出された遺構
（１）調査概要
調査担当 指導課 島村範久 主事嶋村英之
調査期間 昭和６１年１２月１０日～

平成元年１月１０日
調査面積 ２，０５０㎡
調査の経過

KB４区の北に位置する調査区を KB１０区とした。
掘り下げは確認面まで浅く、表土から人力により行
った。遺構確認面はロ－ム層とした。調査は同じ土
地区画整理地内の萩原遺跡 H２区の調査により中断
し、KB１０区は南と北に分割して実施した。南側調
査区（以下南区）は幅１６m 長さ５５m、北側調査区（以
下北区）は幅１６m 長さ６２m である。

排土置場が確保できたため、ほぼ全面を同時に調
査した。降雨による滞水・湧水などが調査の支障と
なるため、西側に側溝を掘り下げ水中ポンプにより
排水した。包含層中の遺物のうち良好なものは測
量・写真撮影し取り上げた。

遺構調査は南区については、南北に縦断する１号
溝及び１号溝と接続し西に屈曲する４号溝が大規模
で遺物量も多いため調査の主体となり、並行して他
の遺構の調査を行った。１号溝はかわらけやほうろ
くの集中出土の状況や、遺物が覆土中位の炭化物層
上下いずれの出土かなどに留意し調査を行った。ま
た、溝に関する重複が多くその前後関係を確認しな
がら慎重に調査した。必要に応じ東西方向に拡張調
査をした。

北区については、現況低位（窪地）である区域を
調査し、１・２堀を確認した。２号堀については報
告時に便宜上命名した。２号堀は障子堀であり、複
数の溝により構成される。

遺物の取り上げ等は方位北に合わせ１０m 方眼にグ
リット設定し、その杭を基準とした。遺構の図化に
ついては調査区全体を平板測量により、各遺構を任
意に設定した水糸を基準としてメジャ－により実測
した。

遺物の検出を想定し、各井戸の覆土を洗浄し、多
くの種子や土器類を確認した。最後に縄文時代遺構

検出のため精査を行った。その際土器片が確認され
た。グリット杭設置及び基準杭の標高測量は測量業
者に委託した。

周辺の調査（第６図）
北に KB１４区、東に４８・３８・３２・４２・３３・３４・３０

次、西に KB１３区・２８次、県埋蔵文化財調査事業団
調査地区（私市城跡）、南に KB４区・２６次がある。

北の KB１４区では、２７号溝の延長方向に同規模の
溝が、一度切断して走行する。また、東西に隣接す
る調査区３０・１３・１８・５次で確認されている並行す
る２条の溝が検出された。この溝は幅１００cm 深さ５０
cm 前後で、断続しながら東西方向に走行する。さ
らに調査区の大部分で、城郭部と武家屋敷の間の堀
となる障子堀が確認された。

東の４８次では並行する２条の溝、多数のピット・
井戸・土壙、３２・３３次では２８号溝につながる斜行す
る溝が走行する。

西の県調査区では御蔵屋舗の南を画する障子堀で
ある２号堀の延長が確認されている。２８次では１・
４号溝と接続する溝が確認されるが北方向に屈曲す
るかは断定しがたい。

南の KB４区では北半分に井戸が２４基、中小の土
壙が分布している。

（２）遺構と遺物
【堀状遺構】

堀状遺構は、北区南側で東西方向に横走する。調
査前に窪地であった区域を掘り下げ、ロ－ムブロッ
クを大量に含む覆土を最下層として堀と認定し、１
号堀と命名した。また、１号堀直下で複数の溝が障
子堀を構成するため、報告書作成時に２号堀と命名
した。
１号堀 下層に５０cm 前後の厚いロ－ムブロックを
大量に含む覆土がある。調査時には土塁等の土砂の
流れ込みを想定した。規模は幅１，３００cm 長さ１，８５０
cm（残存）、深さ９２cm で、立ち上がりは緩やかで
ある。障子堀（２号堀）廃絶後、堀としての機能が
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あったものか。
出土遺物は平面は万遍なく分布し、上層に多い。

重複があり底面に段を有する。
陶磁器では、龍泉窯系青磁碗（土－１）・中国白

磁皿（土－２・３）・漳州窯系染付碗（土－４）・
常滑片口鉢（土－５）・瀬戸美濃天目（土－６・７）・
同志野丸碗（土－８）・同丸皿（土－９）・同擂鉢
（土－１０～１３）・同徳利（土－１４）・同尊式花瓶（土
－１５）・志戸呂筒形碗（土－１６）・同折縁皿（土－
１７）・同徳利（土－１８）・尾張山茶碗（土－１９）が
出土した。在地土器では、かわらけ（土－２０～４３）・
焙烙（土－４４～４８）・擂鉢（土－４９・５０）・鞴の羽
口（土－９１３）が出土した。木製品では、部材（木
－３８）が出土した。

金属製品では、鉄製の火打金（金－３）・小柄（金
－１７）・小札（金－２７）・鉄鏃（金－３０）、銅製の
煙管（金－４３・４９）・紡錘車ヵ（金－５４）・弾丸（金
－７４～７７）・八双鋲（金－８７）・銭貨（金－９７～１４７）
が出土した。

石製品では、石臼（石－１～７）・硯（石－９５）・
砥石（石－１０８～１１１）・磨石（石－１７０～１７６）・板
碑（石－２９０～２９３）が出土した。E－６G で馬？の
歯・スラグ７１０g が出土した。
２号堀 １号堀の直下に所在し、障子堀を呈するた
め、便宜上２号堀と命名する。幅１，２２０cm 長さ１８５０
cm（残存） 深さはロ－ム確認面から１８０cm であ
る。構成する溝は、南から１４・１２・１５・１３・１１溝で
ある。１４・１３溝は長さが短く、畝との比高である戦
略的な深さは、１４・１３溝とも８０cm 前後で深い。１２
溝には畝が掘り残され、長さが長い畝堀である。１１
溝には畝状の掘り残しは確認できなかった。個別の
詳細は溝の項で述べる。

【溝状遺構】
３４まで命名したが ab 分割・振替により総数４４条

を数える。１～１０号溝は南区、１１～３４号溝は北区に
所在する。
※重複により溝本来の深さがわかりにくいものは、
深さの後に（K－○cm）と表記しロ－ム確認面から
の深さを表示した。井戸、土壙も同様。

１号溝 南区の東端を縦走し、北区一部にかかる。
南端で４号溝と接続する、北端で２６号溝と接続し、
１０区調査区内では平面 L 字状を呈する。調査時の
観察では幅が中程（B・C－１・２G）でやや狭ま
るようである。幅３１３cm 深さ１２８cm である。断面形
は箱薬研である。覆土中位に炭化物層・灰層が堆積
する。

出土遺物は大量で、平面・垂直で万遍なく分布す
る。特に第４９・５０図のとおり騎西城の調査では唯一
のほうろく・かわらけの大量集中出土が見られた。
いずれも覆土中位で検出し完形、正位出土である。
ほうろくの集中は南区の北寄りにあり、炭化物層の
上層出土を主体とし、正位で破砕しているものが多
く、完形・略完形になるものは９点を数える。かわ
らけの集中は南区の北端で、覆土中位炭化物層の上
層で溝の中央に落ち込むように出土した。全て正位
で４～５枚重なっているものもあり、置いたようで
ある。総数３０点を数え、土－１６０・１６６が３／４遺存
で他は完形である。

陶磁器では、龍泉窯系青磁端反碗（土－５１）・中
国口禿皿（土－５２）・常滑片口鉢（土－５・５３・５４）・
同甕（土－５５～５８）・同壺（土－５９）・瀬戸美濃平
碗（土－６０～６３）・同天目（土－６４）・同縁釉小皿
（土－６５～７７）・同腰折皿（土－７８）・同卸皿（土
－７９）・同折縁深皿（土－８０）・同卸目付大皿（土
－８１～８３）・同直縁大皿（土－８４）・同擂鉢（土－
１０・８５～８８）・同筒形香炉（土－８９）・同筒形容器
（土－９０）・同梅瓶（土－９１）・同土製円盤（土－
９０２）・肥前陶器碗（土－９２）・同鉄絵皿（土－９３）・
同中皿（土－９４）・同向付（土－９５）・志戸呂天目
（土－９６）・同擂鉢（土－７６８）・初山茶入（土－
９７）が出土した。在地土器では、かわらけ（土－９８
～１９１）・焙烙（土－１９２～２２７）・土鍋（土－２２８～
２４５）・擂鉢（土－２４６～２７０）・片口鉢（土－２７１～
２７５）・土釜（土－２７６・２７７）・甕（土－２７８～２８１）・
鳶口壺（土－２８２）・壺（土－２８３）・鞴の羽口（土
－９１４）が出土した。

木製品では、下駄（木－２・３）・桶の側板（木
－５・６）・曲物の底板（木－１３）・漆椀（木－２０・
２１）・付札状製品（木－３５）・部材（木－４０）・丸
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棒材（木－４４）・加工材（木－４５）が出土した。丸
棒材の先端は出土時は膨らんでいた。

金属製品では、鉄製の毛抜き（金－１）・釘（金
－７・８）・釘状製品（金－９）・フック状製品（金
－１４）・紡錘車（金－１５）・鋏（金－１６）・小柄（金
－１８～２０）・小札状鉄製品（金－２８）、銅製の装飾
釘（金－４１）・太刀の足金物（金－６８）・弾丸ヵ（金
－７８）・野沓（金－８９）が出土した。

石製品では、石臼（石－８～３３）・硯（石－９６～
９８）・有穴球状石製品（石－１０６）・砥石（石－１１２
～１２３）・磨石（石－１７７～１９７）・火打石（石－２７６）・
不明（石－２８８）・板碑（石－２９４～３３０）・五輪塔
（石－４０５・４０６）が出土した。

他にスラグ（椀形鉱滓）３９０５g・桃の種１５点・栗
の実５点・瓢箪？の種３点・焼骨・馬？の歯が出土
した。

B－１G ではかわらけ（土－１０８・１１０・１１１）が
重なって、１０９がそれらと一括して出土した。

C－２G では か わ ら け（土－１３０ 逆 位・１３１正
位）が一括出土した。

C－３G ではかわらけ（土－１３８・１３９）と焙烙（土
－２０９）が一括出土。青磁端反碗（土－５１）は上層
出土。梅瓶・壺・銭貨・五輪塔など墓域を想定させ
る。C－２G 確認面で板碑３基（石－３０９・３８１・未
図化）が緩やかに流れ込むように、まとまって出土
した。

C－２G 炭化物層上層で馬？の歯が横位に出土。
炭化物層下層 C－２・３G で古瀬戸陶器（土－８２・
８４・９１）・かわらけ（土－１４２）・鳶口壺（土－２８２）・
土釜（土－２７７）が出土。古い様相。漆椀（木－２０）・
部材（木－４０）は底面で出土。部材は出土時両端が
良く遺り、穿孔部分も遺存していた。下駄（木－３）
は出土時略完形で前後の緒穴がしっかり遺っていた。
２号溝 南区の東拡張部に南北に縦走する。幅８０cm
（残存）深さ１６cm である。備前壺（土－２８４）・在
地擂鉢（土－２８６）・粉挽臼（石－３４）・炭化材が
出土した。かわらけ（土－２８５）は確認面上部出土。
３号溝 南区北で屈曲し平面 L 字形に走る。幅３３cm
深さ２５cm を計り幅狭である。龍泉窯系青磁碗（土
－２８７）・瀬戸美濃天目（土－２８８）・肥前陶器鉢（土

－２８９）・焙烙（土－２０６）・砥石（石－１２４）が出
土した。
４号溝 南区南に位置し東西に横走する。東端で１
号溝と接合する。西端は南に緩く折れる。底面には、
折れ部に＋３０cm のテラス、その西には３か所１溝・
４溝と同じ底面レベルの長方形の掘り込みがみられ
る。断面形は箱薬研で底面段を有する。幅５４５cm 深
さ１３０cm である。

陶磁器では、龍泉窯系青磁碗（土－２９０～２９３）・
同双魚文鉢（土－２９４）・常滑甕（土－５８）・同壺
（土－５９）・同片口鉢（土－２９５～２９７）・同鳶口壺
（土－２９８）・瀬戸美濃平碗（土－２９９・３００）・同
天目（土－３０１）・同縁釉小皿（土－３０２～３０４）・
同折縁深皿（土－３０５）・同擂鉢（土－３０６）が出土
した。

在地土器では、かわらけ（土－３０７～３１８・８２３）・
焙烙（土－３１９～３２５）・土鍋（土－３２６・３２７）・片
口鉢（土－３２８～３３４）・擂鉢（土－３３５～３３７）・甕
（土－３３８）・土 釜（土－３３９）・壺（土－２８３）が
出土した。

木製品では、下駄（木－４）・桶の底板（木－１０）・
曲物の側板（木－１４）・漆椀（木－２２～２４）・杓子
（木－３０）・柄（木－３６）が出土した。未図化であ
るが三巴文を描く漆椀が６T で出土している。中程
下層で漆椀（木－２４）が逆位に出土。下駄は出土時
は前壺周辺は遺存していた。

金属製品では、鉄製の釘（金－１０）・鋏（金－１６）・
円板状製品（金－３２）・銭貨（金－１７７～１７９）が出
土した。

石製品では、粉挽臼（石－３５）・碁石（石－９２・
９３）・有穴球状石製品（石－１０７）・砥石（石－１２５
～１２７）・磨石（石－１９８～２０１）・板碑（石－３３１～
３３５）・五輪塔（石－４０７）が出土した。

他に桃の種２２点・炭化材・焼骨・馬？の歯・骨
（馬？の下顎）・スラグ（椀形鉱滓）４２４０g・鞴の
羽口（土－９１５～９１７）が出土した。骨は上層出土。
５号溝 南区南端に位置し、４号溝とほぼ並行し、
東西方向に走行する。土層により a·b に分割する。
５a号溝 幅６０cm（残存）深さ２５cm を計る。かわ
らけ（土－３４０・３４１）・土鍋（土－２３９）・銭貨（金
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－１８０・１８１）が出土した。
５b号溝 ５a 溝の下位にあり、幅６２cm 深さ２４cm
を計る。
６号溝 南区北端に位置し東西に走行する。幅１２９
cm 深さ７７cm を計り、断面はしっかりした薬研堀で、
上部は大きく広がる。
７号溝 南区南西拡張区に位置し、東西方向に走行
する、最上層の遺構である。幅４０cm 深さ１９cm を計
る。
８号溝 南区南寄り東拡張区に位置し東西方向に走
行する。幅４０cm 深さ１４cm を計る。備前壺（土－２８４）
が出土。
９号溝 ８号溝と直行し南北方向に走行する、幅４８
cm 深さ１９cm を計る。常滑甕（土－５７）・同壺（土
－５９）が出土した。
１０号溝 南区東拡張区に位置し、９号溝と直行する。
幅６０cm 深さ１８cm を計る。
１１号溝 北区２号堀内北端に位置し、断面形は箱薬
研である。幅３００cm（残存）深さ１２０cm（K－１５９cm）
を計る。底面の東には長径３００cm 深さ２０cm の楕円
形の落込、東端は２０cm ほど低い段差がある。また、
北壁面東寄りには土段が設けられる。（土壙の後項
で説明）。備前壺（土－２８４）・かわらけ（土－３４２
～３４４）・焙烙（土－３４５・３４６）・片口鉢（土－３４７）・
土鍋（土－２３６）・鞴の羽口（土－９１８）・銭貨（金
－１８２～１８５）・茶 臼（石－５）・磨 石（石－２０２・
２０３）・板碑（石－３３６・３３７）・桃の種１２３点・瓢箪？
の種７点・炭化材・馬？の歯が出土した。
１２号溝 北区２号堀内南に位置し、断面形は箱薬研
である。西側は２６号溝と重複しているが、本溝が新
しい。やや斜距離であるが西壁幅４４３cm（残存）、
東壁幅２８０cm、深さ１０５cm（K－１８０cm）を計る。東
端に高さ４０cm の畝を残す畝堀で、畝上面に深さ２０
cm の溝を備える。また、中央部にも図化・計測さ
れていないが写真により畝状の高まりが確認できる。
（図版２３ 右下）

中国染付皿（土－３４８）・瀬戸美濃徳利（土－１４）・
同天目（土－３４９）・在地擂鉢（土－３５０）・かわら
け（土－３５１～３６０）・焙烙（土－４５）・熔融物付着
土器（土－３６１）・桶の側板（木－７～９）・曲物

の側板（木－１５・１６）・白木椀（木－１９）・漆椀（木
－２５）・折敷の縁（木－３１）・同底板（木－３２）・
部材（木－３８・３９・４１・４２）・加工材（木－４６・４７）・
火縄鋏（金－７３）・銭貨（金－１８６～１８９）・粉挽臼
（石－３６）・磨石（石－２０４）・桃の種２３７点・炭化
材・焼骨・スラグ（椀形鉱滓）６６５g が出土した。

溝の中央より西寄りで竹２本が正位に並んで直立
して出土しており、あるいは土留めの杭か。
１３号溝 北区２号堀内中央に位置し、不整長方形の
枡形の土壙を連ねたものである。調査時土壙等とし
て調査したが、東から枝番を振り個別に扱う。１３‐２
～１３‐５号溝の間は２２号溝（幅５０cm 深さ２０cm 前後）
で繋ぐ。平面及び断面形は１４号溝に似る。
１３‐１号溝 東端に位置し一部のみ調査。長さ１１０cm
（残存）×幅１６０cm 深さ６０cm（K－２２０cm）を計る。
１３‐２号溝 平面南東端に底面＋３０cm の段を有する。
長 さ３６５cm×幅１１２cm 深 さ７８cm（K－２０９cm）を 計
る。焙烙（土－４６）が出土した。
１３‐３号溝 底面の南東端が膨らみ、北に幅１５cm 深
さ５cm の溝が延びる。長さ３４０cm×幅１５７cm 深さ
８０cm（K－２１２cm）を計る。
１３‐４号溝 北東隅にステップ状に段を有し、北西隅
に底面＋２０cm の段を有す。北に幅５０cm 深さ３cm
の溝が延びる。長さ３４０cm×幅１７０cm 深さ６５cm（K
－１９２cm）を計る。
１３‐５号溝 西端に位置し、東側に底面＋３０cm の段
を有す。北東端より幅２０cm 深さ７cm の溝が北に延
びる。長さ２７６cm（残存）×幅２５４cm 深さ５５cm（K
－１８８cm）を計る。銭貨（金－１９０～１９５）・磨石（石
－２０５）が出土した。
１４号溝 北区２号堀内南端に位置し、不整長方形の
枡形の土壙を連ねたものである。いずれも他遺構と
重複し原形が不明瞭である。平面及び断面形は１３号
溝に似る。
１４‐１号溝 幅６５cm（残存）深さ３５cm（残存）（K－
１９７cm）を計る。焙烙（土－３６２）が出土した。
１４‐２号溝 平面は端正な長方形、断面形は薬研であ
る。幅６０cm 深さ１３５cm（K－１７８cm）を計る。かわ
らけ（土－３５６・３６０・３６３～３６７）・焙烙（土－４６）・
在地擂鉢（土－４９）・砥石（石－１２８）・桃の種１２
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点・炭化材が出土した。かわらけ（土－３６３～３６７）
は一括出土。
１４‐３号溝 重複により平面形が不整長方形となり、
西端を失う。断面形は箱薬研で、幅８５cm 深さ７７cm
（K－１６９cm）を計る。２６号溝より新しい。粉挽臼
（石－３７）・炭化材が出土した。
１４‐４号溝 調査時に２６・１２溝との重複を見る土層セ
クションで確認し命名したもので、１４‐３号溝の延長
とも考えられる。幅５４cm（残存）深さ６０cm を計る。
１５号溝 北区２号堀内中央に位置し両側の１２・１３号
溝より浅く、新しい。底面に畝や段差は見られない。
幅１２５cm 深さ１６cm（K－１５６cm）を計る。かわらけ
（土－３６８）・焙烙（土－３６９）・漆皿（木－２６）・
桃の種３０点が出土した。漆皿は高台は低く外面に文
様は見られない。
１６号溝 北区２号堀内１４‐１号溝と重複する。幅４５cm
（残存）深さ４５cm（K－１３０cm）を計る。
１７号溝 北区２号堀内北端、１１号溝と重複する。断
面形は箱薬研。幅７０cm（残存）深さ３５cm（K－１１０
cm）を計る。
１９号溝 北区南端に位置し、最上層で検出された。
東西方向に走行し、２０号溝と接続する。西端で a·b
分割する。幅８３cm 深さ５５cm を計る。

瀬戸美濃折縁深皿（土－３７０）・在地片口鉢（土
－３７１）・茶臼（石－３８）・硯（石－９９）・磨石（石
－２０６）・板碑（石－３３９）・スラグ２５５g が出土し
た。他に肥前陶器刷毛目・磁器コンニャク判（未図
化）が出土した。
１９a号溝 幅９０cm（残存）深さ１５０cm（K－９６cm）
を計る。志戸呂擂鉢（土－３７２）・板碑（石－３３８）
が出土した。
１９b号溝 断面形は箱薬研。幅１３０cm 深さ５８cm（K
－９７cm）を計る。
２０号溝 北区南に位置し、最上層・１堀上層で検出
した。北側で屈曲し１９号溝と接続する。断面形は箱
薬研で幅２３４cm 深さ８０cm（K－１０４cm）を計る。覆
土は単純な２層であるが、底面は溝の重複を想定さ
せる段を有する。

龍泉窯系青磁香炉（土－３７３）・瀬戸美濃折縁皿
（土－３７４）・同擂鉢（土－３７５）・肥前擂鉢（土－

３７６）・初山擂鉢（土－３７７）・茶臼（石－３８～４０）・
石製品（石－１０４）・磨石（石－２０６～２０８）・スラ
グ（椀形鉱滓）５７５g が出土した。
２１号溝 北区中央２号堀北に位置し東西方向に走行
する。幅１３０cm 深さ２４cm。かわらけ（土－３７８）・
銅製香炉（金－５５）・磨石（石－２０９）・板碑（石
－３４０）・スラグ３５g が出土した。
２２号溝 北区２号堀内中央に位置し、１３‐２～１３‐５号
溝の間を繋ぐ。幅５０cm 深さ１４cm（K－１０１．７cm）
を計る。
２３号溝 北区２号堀内北に位置する。幅４０cm（残
存）深さ５０cm（K－１００cm）を計る。
２４号溝 北区２号堀内北に位置する。幅４５cm（残
存）深さ１７cm（K－９０cm）を計る。
２５号溝 北区南端に南北方向に走行する。南は２号
溝、北は３２号溝に接続する位置だが規模が違う。幅
１２０cm 深 さ３１cm（K－７４cm）。常 滑 片 口 鉢（土－
３７９）・在地片口鉢（土－３８０）が出土した。
２６号溝 北区南端に位置し、南は１号溝と接続し、
北は１２号溝と重複し西に走行するか。１４‐３号溝より
古い。平面形は弧状である。幅４３cm（残存）深さ
１５cm（K－１７５cm）を計る。瀬戸美濃平碗（土－３８１）・
常滑甕（土－５８）・焙烙（土－２２７）・スラグ１０g・
桃の種３点・栗の実３点が出土した。
２７号溝 北区西寄りに、中央から北に南北方向に走
行する。断面形は箱薬研である。溝幅は２８号溝を境
に北側は狭くなる。南幅２５０cm 深さ６２cm、北幅１４０
cm（残存）深さ３０cm を計る。

出土遺物のうち特に、流れ込みと思われるが、金
粒子付着土器（土－４０５・４１９）が KB１０区唯一遺構
出土である。他に瀬戸美濃天目（土－３８２・３８３）・
同縁釉小皿（土－３８４～３８６）・同丸皿（土－３８７～
３８９）・同稜皿（土－３９０）・同擂鉢（土－８７・３９１）・
同織部向付（土－３９２・３９３）・肥前丸皿（土－３９４・
３９５）・志戸呂丸碗（土－３９６）・同擂鉢（土－３９７）・
かわらけ（土－３９８～４０３）・焙烙（土－４２０・４２６・
４８０）・熔融物付着土器（土－４０４～４１９）が出土し
た。

金属製品では留金具（金－３６）・煙管（金－５０）・
鈴（金－５６）・弾丸（金－７９）・板状銅製品（金－
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９３）・銭貨（金－１９６～１９９）、石製品では石臼（石
－４１～４７）・碁石（石－９４）・砥石（石－１２９・１３０）・
磨石（石－２１０～２１５）・板碑（石－３４１～３４４）が出
土した。他にスラグ（土－９２１の椀形滓含む）１８０g・
桃の種１点が出土した。
２８号溝 北区中央に位置し東西方向に走行する。セ
クションにより a·b 分割する。板碑（石－３４７）が
出土した。
２８a号溝 断面形は箱薬研堀で、幅１３０cm 深さ９０cm
を計る。
２８b号溝 幅１４０cm 深さ４８cm（残存）を計る。
２９号溝 位置・規模は不明。野帳に２０号溝近くと記
載あり。火打石（石－２７７）が出土した。
３０号溝 北区中央に位置し南北方向に走行する。短
く、上層に所在した溝底面の痕跡か。幅５０cm 深さ
７cm。
３１号溝 北区中央に位置し南北方向に走行する。溝
に連続するピットが伴うものと思われ、２号堀北の
土段につながりそうである。『武州騎西之絵図』に
ある御蔵屋舗の柵に相当するか。幅２５cm を計る。
３２号溝 北区中央に位置し、２１号溝と２８号溝の間で
検出された。南北方向に走行し、幅７０cm 深さ５cm
を計る。
３３号溝 北区中央から北に位置し南北方向に走行す
る。２７・３４号溝と並行重複する。幅１６０cm 深さ７０cm
（K－５０cm）を計る。
３４号溝 北区中央から北に位置し南北方向に走行す
る。２７・３３号溝と並行重複する。幅１１４cm（残存）
深さ２４cm を計る。瀬戸美濃天目（土－４２１）・同端
反皿（土－４２２）・同縁釉小皿（土－４２３）・かわら
け（土－４２４）・在地擂鉢（土－４２５）・焙烙（土－
４２６）・石臼（石－４８～５２）・砥石（石－１３１）・磨
石（石－２１６）・火打石（石－２７８）・板碑（石－３４５・
３４６）が出土した。

【井戸状遺構】
調査時は５４まで命名したが、土壙としたものを深

さや形態により、井戸に振り替えた。総数６１基を数
え、南区に３６基（１～３０・５５～６０井）、北区に２５基
（３１～５４・６１井）が分布する。南区にはほぼ万遍な

く分布するがやや南寄りに主体を置く。中央に直径
１５０～２００cm の大型の井戸が見られ、１号溝等と重
複している井戸は、溝底面などに遺り、見かけ上小
さくなっている。柱穴が南区全面に分布し掘立柱建
物などの建造物が想定される。北区では２５基中２４基
が北半分に分布している。障子堀の２号堀周辺では
確認されていない。障子堀の底面が井戸より低く削
平した可能性も想定できるが、井戸下部の遺存が見
られないことから２号堀を避けたものと思われる。

１号井戸 南区南西に位置し、直径１５０cm 深さ２０７
cm を計る。瀬戸美濃稜皿（土－４２７）・在地擂鉢（土
－３３５）・銭貨（金－２００）・板碑（石－３４８～３５０）・
梅？の種１点・スラグ１５g が出土した。焙烙（土－
４２８）は破砕して壁際に流れ込んでいた。
２号井戸 南区南東、１号溝脇に位置し、直径１１８cm
深さ１３２cm を計る。底面は方形を呈する。かわらけ
（土－４２９・４３０）・焙 烙（土－４２８）・板 碑（石－
３５１）・桃の種３点・スラグ４０g が出土した。
３号井戸 南区南に位置し、直径２０２cm 深さ２１２cm
を計り大型である。断面ロ－ト形。中国茶入（土－
４３１）・瀬戸美濃縁釉小皿（土－６６）・かわらけ（土
－４３２～４３８）・焙烙（土－１９８）・柄杓の底板（木
－１７）・銭貨（金－２０１）・桃の種３点・炭化材・
スラグ２５g が出土した。
４号井戸 南区南に位置し、直径１３８cm 深さ１８０cm
を計り、中位で膨らむ。１５号土壙より古い。中国白
磁皿（土－４３９）・かわらけ（土－４４０）・在地片口
鉢（土－４４１・４４２）・板材（木－４３）・砥石（石－
１３２）・桃の種１６点が出土した。
５号井戸 南区中央西に位置し、直径１３０cm 深さ１６０
cm を計る。瀬戸美濃志野丸皿（土－４４３）が上層で、
同稜皿（土－４４４）・かわらけ（土－４４５）・櫛（木
－１）・漆塗り小杯（木－３４）・銭貨（土－２０２・
２０３）・粉挽臼（石－５３）・火打石（石－２７９）・桃
の種６点が出土した。小杯は下層で正位出土。
６号井戸 南区南東、１号溝内に位置し、直径８６cm
深さ１００cm（K－１５２cm）を計る。１号溝より古い。
銭貨（金－２０４）・桃の種２点・栗の実１点が出土
した。
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７号井戸 南区南端、１・４号溝内に位置し、直径
１０４cm 深 さ１３６cm（K－１５４cm）を 計 る。１・４号
溝より古い。在地片口鉢（土－４４６）・桃の種２点
が出土した。
８号井戸 南区南東、１号溝内に位置し、直径１００cm
深さ１４９cm（K－１６８cm）を計る。１号溝より古い。
龍泉青磁碗（土－４４７）・瀬戸美濃直縁大皿（土－
４４８）・同卸目付大皿（土－４４９）・同平碗（土－３８１）・
同尊式花瓶（土－４５０）・土鍋（土－４５１）・在地片
口鉢（土－４５２）・編具の錘ヵ（木－３３）・砥石（石
－１３３）・磨石（石－２１７）が出土した。下層で古瀬
戸後期の陶器（土－４４８・４５０）が出土。
９号井戸 南区中央西に位置し、１８０cm×１６０cm 深
さ１６７cm を計る。南と北壁面中位に昇降のための足
掛け段が備えられる。南に４段北に３段。龍泉青磁
鉢ヵ（土－４５３）・備前壺（土－２８４）・銭貨（金－
２０５）・粉挽臼（石－５４）・下層で桶の底板（木－
１１）・桃の種８点・昆虫１点が出土した。
１０号井戸 南区北東１号溝東に位置し、直径１２９cm
深さ１７５cm を計る。常滑甕（土－５６）・在地擂鉢（土
－４５４・４５５）・切羽（金－６１・６２）・粉挽臼（石－
５５）・磨石（石－２１８）・板碑（石－３５２）・桃の種
２点出土した。
１１号井戸 南区中央に位置し、直径１３８cm 深さ２００
cm を計る。瀬戸美濃平碗（土－３８１）・在地香炉（土
－４５６）・樽の蓋板ヵ（木－１８）・先端加工の竹製
品（未図化）・桃の種１点・炭化種子が出土した。
１２号井戸 南区中央、１号溝脇に位置し、直径１１２cm
深さ１３９cm を計る。瀬戸美濃天目（土－４５７）・土
鍋（土－２３６）・漆 椀（木－２７）・搗 臼（石－５６）
が出土した。天目は上層横位に出土し、確認面上で
在地擂鉢（土－２４９）が出土した。
１３号井戸 南区北に位置し、直径１０４cm 深さ１８０cm
を計る。下層で瀬戸美濃縁釉小皿（土－４５８）・か
わらけ（土－４５９）・鞴の羽口（土－９１９）・縁ヵ（金
－６３）・砥石（石－１３４～１３６）・板・炭化物・漆の
被膜（未図化）・桃の種１点・炭化材・焼骨・巻貝
が出土した。
１４号井戸 南区南、１号溝近くに位置し、直径１４２cm
深さ１４８cm を計る。在地擂鉢（土－４６０）・漆椀（木

－２８・２９）・部材（木－３７）・オナモミ２６点が出土
した。
１５号井戸 南区南、４号溝付近に位置し、直径１０４cm
深さ１０６cm を計る。在地擂鉢（土－４６１）・炭化材
が出土した。
１６号井戸 南区南、１号溝内に位置し、直径９６cm
深さ１１４cm（K－１９２cm）を計る。桃の種５点が出
土した。
１７号井戸 南区南端、１・４号溝に位置し、１１７×
８６cm 深さ５５cm（K－１６１cm）を計る。底面が長方
形と特異である。焙烙（土－３２１）が出土した。
１８号井戸 南区南、１・４号溝近くに位置し、直径
１１０cm 深さ１８２cm を計る。５号土壙より古い。在地
擂鉢（土－２５３）・駒ヵ（木－４８）・円盤状製品（木
－４９）・火打石（石－２８０）・炭化材・焼骨・スラ
グ２０g が出土した。確認面上部より焙烙（土－８７９）
が出土した。
１９号井戸 南区南、１・４号溝脇に位置し、１６０cm
×１１８cm 深さ１８５cm を計る。瀬戸美濃平碗（土－
４６２）・下層で桶（木－１２）が、粉挽臼（石－５７）・
桃の種１点・栗の実３点が出土した。桶は完形で、
井戸の底に落下したようだった。
２０号井戸 南区中央に位置し、１５０×１１４cm 深さ１５８
cm を計る。かわらけ（土－４６３・４６４）・在地擂鉢
（土－４６５）・銭貨（金－２０６・２０７）・スラグ１０g・
桃の種２点・巻貝３点・二枚貝４点・馬？の歯が出
土した。
２１号井戸 南区南、１号溝内に位置し、７５cm 深さ
６８cm（K－１９２cm）を計る。１号溝より古い。磨石
（石－２１９）・炭化種子１点が出土した。
２２号井戸 南区中央に位置し、８５cm（残存）×１００
cm 深さ１３５cm を計る。粉挽臼（石－５８）が出土し
た。
２３号井戸 南区南東、１号溝東に位置し、直径９８cm
深さ１１７cm を計る。搗臼（石－５９）が出土した。
２４号井戸 南区南西、４号溝南に位置し、直径１３０cm
深さ１９６cm を計る。５号溝より古い。底面に段を有
す。ヘラ状鉄製品（金－３３）・桃の種１４点・炭化材
が出土した。
２５号井戸 南区中央東端、１号溝東に位置する。直
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径１２４cm 深さ１２２cm を計る。上位壁面の凹凸が顕著
である。
２６号井戸 南区北、１号溝脇に位置する。直径１０６cm
深さ８８cm（残存）（K－１４１cm）を計る。１号溝よ
り古い。桃の種５点が出土した。
２７号井戸 南区西端、４号溝脇に位置し、直径７０cm
深さ９７cm を計る。
２８号井戸 南区中央東、１号溝東に位置し、直径９２
cm 深さ１０４cm を計る。桃の種５点が出土した。
２９号井戸 南区中央東端、１号溝東に位置し、直径
８７cm（残存）深さ１０２cm を計る。かわらけ（土－
４６６）が出土した。
３０号井戸 南区南端西、４号溝南に位置し、直径１４０
cm 深さ１６２cm（K－１８０cm）を計る。７６号土壙より
古い。桃の種３点が出土した。
３１号井戸 北区中央、２８号溝内に位置し、直径１２０cm
深さ１２６cm（K－１９５cm）を計る。２８号溝より新し
い。かわらけ（土－４６７）・熔融物付着土器（土－
４６８）・焙烙（土－４６９）・板碑（石－３５３）・桃の
種１点が出土した。焙烙は下層で出土。
３２号井戸 北区中央東に位置し、１５０×１１０cm 深さ
１２５cm を計る。熔融物付着土器（土－４７０～４７２）・
粉挽臼（石－６０）・磨石（石－２２０・２２１）・板碑（石
－３５４～３５６）が出土した。磨石は上層で出土。
３３号井戸 北区北西、２７号溝内に位置する。直径７６
cm 深さ７０cm（K－１２７cm）を計る。２７号溝より古
い。かわらけ（土－４７３）・炭化材が出土した。
３４号井戸 北区中央北に位置し、直径１６０cm 深さ１３３
cm を計る。かわらけ（土－４７４～４７７）・環付金具
（金－３７）・スラグ２g・桃の種１点が出土した。
かわらけは下層で正位に出土。
３５号井戸 北区北西、２７・３３号溝内に位置し、直径
１１４cm 深さ４２cm（K－１０２cm）を計る。２７号溝より
古い。瀬戸美濃天目（土－４７８）が出土した。
３６号井戸 北区北西、２７・３３・３４号溝内に位置する。
直径８０cm 深さ１１０cm（K－１５０cm）を計る。２７号溝
より古い。瀬戸美濃端反皿（土－４７９）・焙烙（土
－４８０）・在地擂鉢（土－４８１）・銭貨（金－２０８）・
粉挽臼（石－６１）・板碑（石－３５７～３５９）・桃の種
１３点が出土した。

３７号井戸 北区北端、２７号溝内に位置し、古い。直
径７０cm 深さ１０５cm（K－１１２cm）を計る。
３８号井戸 北区北中央に位置する。直径１２０cm 深さ
２３４cm を計る。桃の種５点・二枚貝１点・スラグ４０
g が出土した。
３９号井戸 北区北中央に位置する。直径８０cm 深さ
１０５cm を計る。土壙と重複か。常滑甕（土－４８２）・
かわらけ（土－４８３）・焙烙（土－４６９）が出土した。
４０号井戸 北区北東に位置し、１８５×１３４cm 深さ２１２
cm を計る。粉挽臼（石－６２・６３）・板碑（石－３６０・
３６４）・スラグ１５g が出土した。覆土にロ－ム層が
数層に亘り特異な堆積である。板碑２基は下層に流
れ込んだ様子である。
４１号井戸 北区北中央に位置し、直径７８cm 深さ８４
cm（残存）（K－９９．５cm）を計る。１２３号土壙より
新しい。初山香炉（土－４８４）・在地擂鉢（土－４８５）・
板碑（石－３６１）が出土した。上層で擂鉢出土。
４２号井戸 北区北中央に位置し、直径１０８cm 深さ１７２
cm を計る。かわらけ（土－４８６）・板碑（石－３６２・
３６３）が出土した。
４３号井戸 北区北に位置し、１７８×１５２cm 深さ１９６cm
を計る。かわらけ（土－４８７～５０３）・在地擂鉢（土
－５０４・５０５）・毛抜き状製品（金－２）・銭貨（金
－２０９・２１０）が出土した。
４４号井戸 北区北西に位置し、直径１５０cm 深さ１７０
cm を計る。在地擂鉢（土－５０６）・板碑（石－３６５・
３６６）が出土した。
４５号井戸 北区北西、２７号溝脇に位置し、直径１０４cm
深さ１０５cm を計る。在地擂鉢（土－５０７）・粉挽臼
（石－６４）・板碑（石－３３６）が出土した。
４６号井戸 北区北中央に位置し、直径１１０cm 深さ１１６
cm を計る。瀬戸美濃天目（土－５０８）・かわらけ（土
－５０９）・在地擂鉢（土－５１０・５１１）が出土した。
４７号井戸 北区北東に位置し、直径８２cm 深さ１４５cm
を計る。瀬戸美濃擂鉢（土－５１２）・かわらけ（土
－５１３～５３０）・小柄（金－２１）・粉挽臼（石－６５）・
炭化材が出土した。
４８号井戸 北区北西に位置し、直径９０cm 深さ１３７cm
を計る。４９号井戸より古い。磨石（石－２２２）・板
碑（石－３６７～３６９）が出土した。
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４９号井戸 北区北西に位置し、直径８８cm 深さ１４２cm
を計る。４８号井戸より新しい。板碑（石－３７０・３７２）
が出土した。
５０号井戸 北区中央東、２８号溝内に位置し、直径９２
cm 深さ１２８cm を計る。かわらけ（土－５３１～５３３）・
擂鉢（土－５３４）・磨石（石－２２３）が出土した。
５１号井戸 北区中央東、２８号溝内に位置し、９０×８０
cm 深さ１１６cm を計る。
５２号井戸 北区北西に位置し、直径８０cm 深さ１１２cm
を計る。焙烙（土－３４５）が出土した。
５３号井戸 北区北西に位置し、直径６５cm（残存）
深さ６３．５cm を計る。焙烙（土－３４５）が出土した。
５４号井戸 北区北西、２７号溝内に位置し、直径７０cm
深さ１１５cm を計る。板碑（石－３３６・３７１）が出土し
た。
５５号井戸 南区中央西に位置し、直径１６５cm 深さ１５０
cm を計る。９号土壙を振り替え。ソフトロ－ムの
２次堆積あり。備前壺（土－２８４）・瀬戸美濃天目
（土－５３５）・焙 烙（土－１９８）・銭 貨（金－２１１・
２１２）・砥石（石－１３７）が出土した。
５６号井戸 南区南に位置し、直径７０cm 深さ１２０cm
を計る。１９号土壙を振り替え。かわらけ（土－５３６・
５３７）・在地擂鉢（土－５３８）が下層でまとまって出
土した。
５７号井戸 南区中央に位置し、直径９５cm 深さ１００cm
を計る。２０号土壙を振り替え。
５８号井戸 南区南西、４号溝北に位置し、直径９０cm
深さ１５０cm を計る。２１号土壙を振り替え。瀬戸美濃
はさみ皿（土－５３９）・銭貨（土－２１３）・粉挽臼（石
－６６）・磨石（石－２２４）・種子・漆椀（未図化）
が出土した。

はさみ皿と漆椀が供伴（逆位）。漆椀は外面黒、
高台底面に四菱を施文する。石臼は底面で出土。
５９号井戸 南区北に位置し、直径１００cm 深さ１１８cm
を計る。４４号土壙を振り替え。瀬戸美濃擂鉢（土－
８７）・在地擂鉢（土－５４０）・焙烙（土－２００）・茶
臼（石－６７）が出土した。
６０号井戸 南区中央に位置し、直径８２cm 深さ１０９cm
を計る。６９号土壙を振り替え。銭貨（金－２１４）・
粉挽臼（石－６８）が出土した。

６１号井戸 北区南、１９号溝内に位置し、１０８cm×８２
cm 深さ９４cm を計る。１９号溝より古い。８４号土壙を
振り替え。

【土壙】
調査時は１６７まで命名したが振り替えなどにより、

総数１４８基を数える。南区では全域に分布し、１号
溝や他遺構の上層でも確認された。北区では、中央
に比較的大きな、北側には幅狭の長方形土壙が集中
して分布していた。大規模な土壙には、１号溝東の
５１号、４号溝南の７６号土壙、２号堀北の１００号土壙
がある。墓壙は３・７・９０・９３号土壙である。４６号
土壙には瀬戸美濃皿とかわらけが入れ子となって出
土した。

２号土壙 南区南に位置し、平面長方形で３８８cm（残
存）×１５０cm 深さ１０cm。焙烙（土－１９８）が出土し
た。
３号土壙 南区上層の南に位置し、平面楕円形で１２４
cm×７２cm 深さ１０cm を計る。歯が北端に、銭貨５
枚（金－２１５～２１９）が一括して中程に、南寄り横位
に骨が出土した。銭貨は渡来銭である。墓壙である。
４号土壙 南区中央に位置し、平面長方形で１２４cm
×６２cm 深さ１３cm を計る。小型で、覆土が２層であ
る。かわらけ（土－５４１・５４２）・磨石（石－２２５）
が出土した。
５号土壙 南区南、１・４号溝コ－ナ－に位置し、
平面長方形で３６５cm（残存）×２３８cm 深さ１８cm を
計る大型で浅い土壙である。初山大皿（土－５４３）・
かわらけ片（土－５４４）・煙管（金－４４）・銭貨（金
－２２０）が出土した。
７号土壙 南区上層南に位置し、平面楕円形で１８０
cm×１２５cm 深さ９cm を計る。かわらけ片（土－５４５
～５４７）・銭貨（金－２２１）が一括して、北中央壁際
に歯、北西端に骨が出土した。墓壙である。
８号土壙 南区南に位置し、平面円形で直径１２５cm
深さ１２cm を計る。覆土は３層である。平面正円形
は少ない。かわらけ（土－５４８・５４９）・焙烙（土－
５５０・５５１）・在地擂鉢（土－５５２）・スラグ１５g が
出土した。かわらけ・焙烙は覆土中位出土。
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１１号土壙 南区中央西寄りに位置し、平面円形で７０
cm（残存）×６６cm 深さ１４cm を計る。かわらけ（土
－５５３）・在地擂鉢（土－５５４）・瀬戸美濃小壺（土
－５５５）・石臼（石－６９）が出土した。かわらけは
完形で正位に出土。
１２号土壙 南区中央に位置し、平面長方形で１６０cm
×８０cm 深さ１２cm を計る。かわらけ（土－５５３）・
在地擂鉢（土－５５４）・瀬戸美濃小壺（土－５５５）・
石臼（石－２０・６９・７０）が出土した。
１５号土壙 南区南に位置し、４号井戸と重複する（４
号井戸より新しい）。平面不整方形で２５０cm×２５４cm
深さ２４cm を計る。大型で浅い。覆土に炭化物を多
量に含む。瀬戸美濃天目（土－５５６）・同志野丸皿
（土－５５７）・肥前向付（土－５５８）・かわらけ（土
－５５９～５６３）・釘（金－１１）・小柄（金－２２）・銭
貨（金－２２２・２２３）が出土した。かわらけ（土－５５９）
をはじめ遺物は覆土上中位に多い。
１６号土壙 南区南に位置し、平面長方形で１２５cm（残
存）×６６cm（残存）深さ１８cm を計る。
１７号土壙 南区南に位置し、平面長方形で１１８cm×
８０cm 深さ２０cm を計る。焼土粒子や骨粉ブロックが
確認された。荼毘に関連する遺構か。
１８号土壙 南区南に位置し、平面長方形で１００cm×
８４cm 深さ２４cm を計る。覆土にテフラ・多量のロ－
ムブロックを含む。
２３号土壙 南区中央、１号溝東に位置し、平面円形
で直径５６cm 深さ３０cm を計る。底面は平坦ではない。
かわらけ（土－１２１）が出土した。
２５号土壙 南区北に位置し、３４号土壙に隣接してい
る。範囲４８cm×４２cm。確認面上部で焼骨が散布す
る下に炭化材・焼土が出土した。火葬墓か２次埋葬
と思われる。
２９号土壙 南区中央、１号溝脇に位置する。平面長
方形で２３８cm×１０４cm 深さ２２cm を計る。しっかり
した土壙である。
３０号土壙 南区北に位置し、平面長方形で３８２cm×
７５cm 深さ１２cm を計る。瀬戸美濃総織部向付（土－
５６４）・磨石（石－２２７）が出土した。
３１号土壙 南区北に位置し、平面長方形で２１６cm（残
存）×９８cm 深さ４cm を計る。釘（金－１２）・銭貨

（金－２２４）が出土した。
３２号土壙 南区北西に位置し、平面長方形で８３cm
×３５cm（残存）深さ３２cm を計る。
３３号土壙 南区南、４号溝北脇に位置し、平面長方
形で２３２cm（残存）×１２６cm（残存）深さ１６cm を計
る。かわらけ（土－５６５）が出土した。
４６号土壙 南区北に位置し、１号溝と重複する（１
号溝より新しい）。平面長方形で１５０cm×７８cm 深さ
１２cm を計るやや大型の土壙である。瀬戸美濃腰折
皿（土－５６６）を上に、かわらけ（土－５６７）を下に
重ねて、正位よりやや内向きとし、土壙の東端緩や
かな壁面に沿って置かれたように出土した。
４７号土壙 南区北に位置し、遺構の疎らな区域であ
る。平面長方形で１０７cm×８２cm 深さ６２cm を計りや
や深い。覆土２・３層にロ－ムブロックを多量に含
む。瀬戸美濃丸皿（土－５６８）が出土した。
５１号土壙 南区南、１号溝の東に位置し、平面長方
形で３８０cm×２００cm 深さ１３４cm を計る大規模なもの
である。底面に１５cm 差の傾斜を有する。覆土下層
９層の下位ほぼ全面に植物遺体・炭化物が広がる。

在地片口鉢（土－４４１・５７０）・かわらけ（土－
５６９）・銭貨（金－２２５）・粉挽臼（石－７１）・磨石
（石－２２６・２２８・２２９）・桃の種９点・瓢箪？の種
１００点・骨が出土した。
５５号土壙 南区北、１号溝の東に位置し、平面楕円
形で７７cm×６３cm 深さ１８cm を計る。
５６号土壙 南区上層北に位置し、１号溝と重複し（１
号溝より新しい）。平面楕円形で８３cm×６４cm 深さ
１９cm を計る。
５７号土壙 南区南に位置し、４号溝と重複する（４
号溝より古い）。平面方形で８２cm×４６cm（残存）深
さ５６cm（K－７５cm）を計る。
５８号土壙 南区上層北に位置し、１号溝と重複する
（１号溝より新しい）。平面楕円形で８２cm×５６cm
深さ９cm を計る。
５９号土壙 南区上層北に位置し、１号溝と重複する
（１号溝より新しい）。平面長方形で９１cm（残存）
×５７cm 深さ３３cm を計る。
６３号土壙 南区南西拡張、４号溝北に位置し、平面
円形で直径８３cm 深さ１４cm を計る。板碑片が出土す



調査概要と検出された遺構

－６５－

る。
６５号土壙 南区西拡張上層に位置し、平面長方形ヵ
で３７０cm（残存）×２７８cm 深さ２２cm を計る大型の
土壙である。周囲に灰白色粘土層が堆積していたが、
４号溝の覆土とした。
６６号土壙 南区北、１号溝東脇に位置し、平面長方
形で３３８cm×８０cm（残存）深さ１４cm（K－３２cm）を
計る。かわらけ（土－５７１・５７２）・茶臼（石－７２）
が出土した。５７２は逆位で出土。
７０号土壙 南区中央、１号溝脇に位置する。平面円
形で直径１２８cm 深さ１２cm を計る。銭貨（金－２２６）
が出土した。
７１号土壙 南区中央、１号溝脇に位置する。平面長
方形で２８８cm×１１０cm 深さ１７cm を計る。
７２号土壙 南区上層南、１号溝東に位置し、５１号土
壙と重複する（５１号土壙より新しい）。平面楕円形
で１７８cm×１２８cm 深さ２２cm を計る。瀬戸美濃天目
（土－５７３）・砥石（石－１３８）・スラグ３５g が出土
した。
７３号土壙 南区中央に位置し、平面長方形で７０cm
（残存）×８０cm 深さ１２cm を計る。磨石（石－２３０）
が出土した。
７５号土壙 南区南、４号溝の北に位置し、平面不整
長方形で１０２cm×４４cm 深さ１３cm を計る。覆土に焼
土ブロック・炭化物（下層に多量）・焼骨片を含む。
１／２０完掘図なし。
７６号土壙 南区南西端に位置し、３０号井戸と重複す
る（３０号井戸より新しい）。平面長方形で４０６cm（残
存）×１９８cm 深さ１１０cm を計る。深く底面は平坦で
ある。南隅に階段状の段を有する。覆土中位にロ－
ムの２次堆積がある。瀬戸美濃茶入（土－５７４）・
鞴の羽口（土－９２０）・砥石（石－１３９）・馬？の骨・
スラグ（椀形鉱滓）１４６５g が出土した。
７９号土壙 南区中央に位置し、平面楕円形で９６cm
×５０cm（残存）深さ４０cm を計る。
８０号土壙 南区南、１号溝東に位置し、平面隅丸長
方形で４２２cm（残存）×８０cm（残存）深さ８０cm を
計り深い。５１号土壙と同規模。在地甕（土－２８１）・
かわらけ（土－５７５・５７６）・板碑（石－３７３）・ス
ラグ１１５g が出土した。

８２号土壙 南区南西端に位置し、平面円形ヵで１０７
cm（残存）×５８cm（残存）深さ１５cm を計る。焙烙
（土－５７７）が出土した。
９０号土壙 北区中央、２号堀北に位置し、平面楕円
形で１０８cm×８２cm 深さ１１cm を計る。中程やや北で
散乱して銭貨（金－２２７～２３２）と歯が、南に骨が出
土した。墓壙。
９３号土壙 北区中央東に位置し、平面長方形で１００
cm×７５cm 深さ１３cm を計る。北西寄りにかわらけ
（土－５７８）、中央に銭貨６枚（金－２３３～２３８）、北
端に頭骨・歯が出土した。墓壙。
９５号土壙 北区中央東端に位置し、平面不整方形で
２５２cm×２００cm（残存）深さ１２cm を計る。磨石（石
－２３１）・スラグ１０g が出土した。
９７号土壙 北区中央に位置し、平面長方形で１０４cm
×６６cm 深さ１３cm を計る。スラグ２g が出土した。
１００号土壙 北区中央に位置し、平面長方形で４２０cm
×２１８cm 深さ４４cm を計り、大型で深い。覆土上層
にロ－ムブロックを多量に含み遺物も多い。かわら
け（土－５７９）・銭貨（金－２３９）が出土した。
１０３号土壙 北区中央に位置し、平面楕方形で１４２cm
（残存）×６０cm 深さ３８cm を計る。板碑（石－３７４）
が出土した。
１０４号土壙 北区中央に位置し、平面長方形で３０８cm
×１４０cm 深さ３０cm を計る。かわらけ（土－５８０・
５８１）が出土した。
１０７号土壙 北区中央に位置し、平面長方形で４３６cm
（残存）×１３８cm 深さ１９cm を計る。かわらけ（土
－５８２）・スラグ１５g が出土した。
１１０号土壙 北区中央東端に位置し、平面長方形で
７６８cm×１２０cm（残存）深さ３１cm を計る。瀬戸美濃
天目（土－５８３）・かわらけ（土－５８４～５８７）が出
土した。
１１２号土壙 北区中央に位置し、２８号溝と重複する。
平面円形ヵで２００cm（残存）×１１４cm（残存）深さ
８cm を計る。かわらけ（土－５８８・５８９）が出土し
た。
１１３号土壙 北区中央に位置し、２８号溝と重複する。
平面環状形で外径２５０cm 内径８３cm 深さ１７cm を計る。
かわらけ（土－５９０）が出土した。
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１１４号土壙 北区中央に位置し、平面長方形で２００cm
×８８cm 深さ８cm を計る。瀬戸美濃折縁皿（土－
５９１）が出土した。
１１６号土壙 北区北に位置し、平面円形で直径１２０cm
深さ１４cm を計る。
１２０号土壙 北区中央北に位置し、平面長方形で２４５
cm（残存）×１０４cm 深さ１４cm を計る。かわらけ（土
－５９２）・銭貨（金－２４０）が出土した。
１２２号土壙 北区北に位置し、平面長方形で１１０cm
×８５cm（残存）深さ１０cm を計る。瀬戸美濃丸皿（土
－５９３）が出土した。
１２６号土壙 北区北に位置し、平面円形で直径８５cm
深さ３０cm を計る。
１２７号土壙 北区北に位置し、平面長方形で２００cm
（残存）×１１２cm 深さ１０cm を計る。棒状鉄製品（金
－１３）が出土した。
１２９号土壙 北区北端に位置し、平面長方形で８０cm
（残存）×７８cm 深さ９cm を計る。小柄（金－２３）
が出土しているが、南端のピット出土の可能性があ
る。
１３１号土壙 北区北端に位置し、平面長方形で２５０cm
×８６cm 深さ１９cm を計る。かわらけ（土－５９４）が
出土した。
１３２号土壙 北区北に位置し、平面隅丸長方形で２４６
cm×１００cm 深さ２２cm を計る。初山香炉（土－４８４）・
瀬戸美濃端反皿（土－５９５）が出土した。
１３３号土壙 北区北に位置し、平面長方形で３３０cm
×１０６cm 深さ１０cm を計る。在地擂鉢（土－５９６）が
出土した。
１３４号土壙 北区北に位置し、平面長方形で２７８cm
×９０cm 深 さ３４cm を 計 る。か わ ら け（土－５９７～
５９９）・銭貨（金－２４１）が出土した。
１３５号土壙 北区北に位置し、平面長方形で３１４cm
×１０８cm 深さ１４cm を計る。かわらけ（土－６００）が
出土した。
１３６号土壙 北区北端に位置し、平面隅丸長方形で
３１８cm×８０cm 深 さ１８cm を 計 る。か わ ら け（土－
６０１）・銭貨（金－２４２・２４３）・砥石（石－１４０）が
出土した。
１３７号土壙 北区北に位置し、平面長方形で２００cm

×６７cm 深さ３５cm を計る。銭貨（金－２４４）が出土
した。
１４０号土壙 北区北西に位置し、平面円形で直径１４０
cm 深さ１４cm を計る。
１４１号土壙 北区北西に位置し、平面長方形で３１８cm
×９０cm 深さ１２cm を計る。在地擂鉢（土－６０２）が
出土した。
１４４号土壙 北区北に位置し、平面長方形で１３５cm
（残存）×９８cm 深さ２０cm を計る。
１４５号土壙 北区中央に位置し、平面長方形で２１４cm
（残存）×７５cm（残存）深さ２０cm を計る。焙烙（土
－６０３）が出土した。
１４７a号土壙 北区北に位置し平面長方形で３８６cm×
８４cm 深さ２７cm を計る。
１４７b号土壙 平面長方形で４８０cm×８９cm 深さ２７cm
を計る。
１４７c号土壙 平面長方形ヵで３０８cm×８２cm（残存）
深さ２８cm を計る。砥石（石－１４１）が出土した。
１４９号土壙 北区北、２７号溝の西に位置する。平面
長方形で２１０cm×８２cm 深さ３２cm を計る。中国口禿
皿（土－６０４）・かわらけ（土－６０５）・在地擂鉢（土
－６０６）が出土した。
１５０号土壙 北区北、２７号溝の西に位置する。平面
長方形で１３０cm（残存）×７０cm 深さ１８cm を計る。
１５１号土壙 北区中央に位置し、２０号溝と２７号溝を
つなぐ。平面長方形で２０２cm（残存）×８４cm 深さ
４０cm を計る。
１５４号土壙 北区北西に位置し、平面方形ヵで２４３cm
（残存）×２３６cm 深さ１４cm を計り大型である。

【その他】
２号堀の北端には階段状の掘り込みが確認され、

報告書作成時に土段と改称した。北区３１号溝の延長
にあり、有機的な関連があるか。
土段 ４段の平坦面を有し、平面不整形１６８cm×１４８
cm 深さ７４cm を計る。

【遺物集中】
かわらけ集中地点１ 北区上層北に位置する。分布
範囲は１５２cm×７６cm で、調査時は「１３６号土壙西隣
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かわらけだまり」として称していた。かわらけ（土
－６０９～６１７）がロ－ム層＋１０cm 程度の高さで出土
した。
かわらけ集中地点２ 位置不明。調査時より同名称
であった。かわらけ（土－６１８～６２７）が出土した。
遺物集中区（A－２G） 南区上層南に位置する。

瀬戸美濃端反皿（土－６２８）・かわらけ（土－６２９・
６３０）が出土した。
遺物集中区（B－１G） 南区上層南に位置する。
瀬戸美濃志野丸皿（土－６３１）・肥前小坏（土－６３２）・
かわらけ（土－６３３）・砥石（石－１４２）・板碑（石
－３７６）が出土した。
遺物集中区（B－２G） 南区上層南に位置する。
火打金状製品（金－４）・小柄（金－２５）・銭貨（金
－２４５・２４６）・茶臼（石－７４）・磨石（石－２３２）・
火打石（石－２８１）が出土した。

遺構外出土遺物
陶磁器では、龍泉窯系青磁碗（土－６３４）・同青

磁皿（土－６３５～６３９）・中国白磁皿（土－６４０～６４９）・
同染付碗（土－６５０・６５１）・同染付皿（土－６５２～
６８１）・同染付小坏（土－６８２）・同染付香炉（土－
６８３）・常滑甕（土－６８４～６８６）・瀬戸美濃碗（土
－６８７～７０４）・同皿（土－７０５～７３５）・同鉢類（土
－６０７・７３６～７４３）・同 香 炉（土－７４４～７４７）・同
向付（土－７４８～７５０）・同壺瓶類（土－７５１）・同
土製円盤（土－９０４～９１０）・肥前陶器碗（土－７５２）・
同皿（土－７５３）・同向付（土－７５４～７６０）・同鉢
（土－７６１）・同土製円盤（土－９０３）・志戸呂碗（土
－７６２～７６５）・同皿（土－７６６・７６７）・同鉢類（土

－７６８～７７１）・同向付（土－７７２）・同小坏（土－
７７３）・同茶入（土－７７４）・初山皿（土－７７５・７７６）・
同擂鉢（土－７７７・７７８）・尾張山茶碗（土－７７９）
が出土した。

在地土器では、かわらけ（土－６０８・７８０～８２２・
８２４～８５８）・溶融物付着土器（土－８５９～８７８）・焙
烙（土－８８０～８８３）・土鍋（土－８８４～８８６）・鉢（土
－８８７～８９３）・土釜（土－８９４）・香炉（土－８９５～
９００）・瓦（土－９０１）・玉（土－９１１）・泥面子（土
－９１２）が出土した。かわらけ土－７８４と７８５は横並
び正位出土である。瓦（土－９０１）は金貼付で、B
－１G 南調査区南西出土。

金属製品では、鉄製の火打金（金－５・６）・小
柄（金－２４）・腰刀ヵ（金－２６）・小札（金－２９）・
弾丸（金－３１）・柄杓状製品（金－３４）、銅製の柄
鏡ヵ（金－３５）・釣金具（金－３８・３９）・飾金具ヵ
（金－４０）・煙管（金－４２・４５～４８・５１～５３）・鈴
（金－５７）・軸頭（金－５８）・目貫（金－５９・６０）・
はばき（金－６４～６６）・鐺（金－６７）・小柄（金－
６９～７１）・笄（金－７２）・弾丸（金－８０・８１・８４・
８５）・高紐鞐（金－８６）・八双鋲（金－８８）・円板
状製品（金－９０）・環状製品（金－９１）・責金具（金
－９２）・板状製品（金－９４・９５）・茱萸（金－９６）、
鉛製の弾丸（金－８２・８３）が出土した。

石製品では、石臼（石－７５～９１）・硯（石－１００・
１０１）・紡錘車ヵ（石－１０２）・手洗い鉢ヵ（石－１０３）・
楔形製品（石－１０５）・砥石（石－１４３～１６９）・磨
石（石－２３３～２７５）・火打石（石－２８２～２８７）・板
碑（石－３７５・３７７～３８０・３８２～４０４）が出土した。

他にスラグ７３３０g が出土した。
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土層説明凡例
色調／含有物

テフラ＝T 非常に多い＝☆
ローム＝L 多量＝◎
炭化物＝C 少量＝△
焼土＝S 微量＝▲
酸化鉄＝FE 万遍なく＝万
黒褐色＝BB やや明るい＝やや明
黒色＝B やや暗い＝やや暗
褐色＝Br 非常にやわらかい＝軟度高

やわらかい＝軟質
やややわらかい＝軟度低

粒子＝R かたい＝堅緻
ブロック＝B 締まり良し＝締良

締まり悪し＝締悪
粘性強し＝粘強
粘性有り＝粘有

○ １・２堀セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎、FE◎、S、C△、LR△ 締良 堅緻
３ 暗灰褐色／LR△、S、C▲ 締良
４ 暗灰褐色／LB◎、LR△、C▲ 軟度低
５ 暗灰褐色（３層より明）／LR、LB△、C▲ 締良
６ 暗灰褐色（４・５層より暗）／LR、LB△ 軟質
７ 暗灰褐色／LR、LB△、C、FE▲ 軟度低
８ 暗灰褐色／LR、LB◎ ボロボロ 締悪
９ LB 層（ハード） 暗灰褐色 B△ 締良
１０ 暗灰褐色（灰色味強）／FE◎、LR△ 軟度低
１１ 暗灰褐色（灰色味強）／LR△ 軟質
１２ 暗灰褐色（灰色味強）／FE、LR△ 軟質
１３ 暗灰褐色（灰色味強）／LB、LR、FE△ 粘強
１４ 暗灰褐色（灰色味強・１２・１３層よりやや暗）／LR、FE△ 軟質
１５ 暗灰褐色（灰色味強）／LB◎ 締良
１６ LB 層（ソフト） 締良
１７ 灰褐色／FE◎、LR△ 締良
１８ LB 層（ソフト） 暗灰褐色 B△ 締良
１９ 暗灰褐色（灰色味強）／LB、FE△ 軟度低
２０ 暗灰褐色（灰色味強）／LB、FE△ 軟度低
２１ 暗灰褐色（灰色味強）／LB◎ 締良
２２ 暗灰褐色（４層より暗）／LR、LB△ 締良
２３ LB 層（ソフト） 暗灰褐色 B△ 締良

２４ 暗灰褐色（４層に似るが暗）／軟度低
２５ 灰褐色／FE、LR△ 軟質 粘強
２６ 灰褐色／LR、LB◎、暗灰褐色 B△ 軟質
２７ 灰褐色／LB△ 軟質
２８ LB 層（ハード） 締良
２９ 灰褐色／LR◎ 粘強
３０ 灰褐色／LB、LR◎、FE△ 軟質
３１ 灰褐色／LR、LB△ 軟質
３２ LB 層（ハード・ソフト） FE△ 締良
３３ LB 層（ソフト） 軟質
３４ 暗灰褐色／LB、LR◎ 軟質
３５ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、FE△ 軟質 粘強
３６ 灰黒色（灰色味強、３５層より暗）／LR△ 軟質
３７ LB 層（ハード） 灰褐色 B△ 軟質
３８ 暗灰褐色／LR△、C、S▲ 締良
３９ 暗灰褐色／LR△、C▲ 軟度低
４０ 灰褐色／LR、LB△ 締良
４１ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、FE◎ 軟度低
４２ 暗灰褐色／FE△ 軟質
４３ 暗灰褐色／LR、FE△ 軟度低
４４ 暗灰褐色／LB△、C▲ 締良
４５ LB 層（ハード） 締良
４６ 暗灰褐色／LB◎ 締良
４７ 暗灰褐色（３・４層より暗）／LR△、T▲ 締良

４８ 暗灰褐色（３・４層より暗）／LR、LB△ 軟度低
４９ 暗灰褐色／LR△、LB（ソフト）△ 軟度低
５０ 暗灰褐色／LR（やや灰色）、FE△ 軟質
５１ 灰褐色／FE、LR△ 軟質
５２ 暗灰褐色／LR、FE△ 軟質
５３ 暗灰褐色／LR、FE◎、灰褐色 B△ 締良
５４ 暗灰褐色／LR△、C、S▲ 締良
５５ 地山の L 層
５６ 暗灰褐色／LR◎、LB△ 軟質
５７ 暗灰褐色／LR、LB☆、C▲ ボロボロ 締悪
５８ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、LB△、FE◎ ボロボロ ざらつく
５９ 暗灰褐色／T◎、LR、C▲ 締良
６０ 暗灰褐色／LR やや多、C、S△ 締良
６１ 暗灰褐色／T、LR△、FE◎ 締良
６２ 暗灰褐色／T◎、FE◎、S、C△、LR△ 締良 堅緻
６３ 灰褐色／LR、LB△、FE◎ 粘有
６４ 暗灰褐色／LR、LB△、C、S▲ 締良
６５ 暗灰褐色／T◎、LR△ 締良
６６ 暗褐色／LR△ 軟質
６７ 暗灰褐色／T◎、LR、LB△、C、S▲ 締良 堅緻
６８ LB 層（ハード） 締悪 ボロボロ

第４５図 遺構１
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○ １溝セクション(G－G’)
１ 暗灰褐色／LR◎、T、S、CR△、灰白色 R 締良 堅緻
２ 暗灰褐色／LR、T、S、CR△、灰白色 R 締良 堅緻
３ 暗灰褐色／LR、T、CR△ 締良 堅緻
４ 暗灰褐色／黄褐色 LB◎、LR◎ 締良 堅緻
５ 暗灰褐色(灰色味)／LB、LR、T◎、S、CR▲、FER◎ 堅緻
６ 暗灰褐色／LR、LB、T、酸化物、C、SR△ 締良
７ 暗灰褐色(灰色味)／LR、CR、SR 万 締良
８ 灰褐色／LR、LB◎、C 締良
９ 暗灰色／LR、CR、FER
10 黒色灰層
11 暗灰褐色(褐色味)／LR◎、LB、T、C、FER 締良
12 暗灰褐色(褐色味)／LB(ソフト)、FER◎、C、SR▲ 締良
13 暗灰褐色(褐色味)／LB(ソフト)、LR、FER、CR▲ 締良
14 暗灰褐色(灰色味)／酸化物、LB、LR◎、有機物△ 粘強 ボソボソ
15 暗灰褐色(灰色味強)／酸化物、LB、LR◎、有機物△ 粘強 ボソボソ
16 暗灰褐色／赤褐色酸化物、有機物▲、LB、LR△ 粘強
17 暗灰色／LB、灰色粘土 B、有機物 粘極強

○ １溝セクション(H－H’・I－I’)
１ 暗灰褐色／LR、LB◎ 軟質
２ 暗灰褐色／LR、LB△、C▲ 締良
３ 暗灰褐色／LB△、LR◎、C S▲ 軟質
４ 暗灰褐色(2・3 層よりやや明)／LR△、C△ 締良
５ 暗灰褐色／FE◎、LB△、C▲ 締良
６ C 層 S △、暗灰褐色 B△ 軟質
７ 暗灰褐色／FE◎、LR、LB、C△ 締良
８ 暗灰褐色(７層より灰色味強)／FE◎、LR、LB△ 軟度低
９ 暗灰褐色／LR△ 締良
11 暗灰褐色／LR、LB◎ 軟度低
12 暗灰褐色(８層より暗)／FE◎、LR△ 軟質
13 暗灰褐色／LR△ 軟質
14 暗灰褐色(13 層より暗)／LR、S△ 締良
15 暗灰褐色／LB、LR△ 締良 6 溝
16 暗灰褐色／LR△ BR▲ 締良
17 暗灰褐色(15・16 層より灰色味強)／FE、LR△ 軟度低
18 暗灰褐色(上層より暗)／LB、LR◎、BB▲ 軟質
19 暗灰褐色／C▲ LR、S△ 締良
20 暗灰褐色／LR、FE△、C▲ 締良
22 黄褐色／LR◎、C▲ 軟質
23 暗灰褐色／LR、LB△ 締良
24 暗灰褐色／LR▲ 軟度低
25 暗灰褐色(23 層より暗)／FE◎、LR、LB△ 締良
26 暗灰褐色／LR◎ 軟質
27 暗灰褐色(25 層より暗)／FE◎、LR△ 締良 堅緻
28 暗灰褐色／FE◎、LR、LB△ 上層より軟質
29 暗灰褐色(12 層より灰色味強)／FE◎、LB、LR△ 軟質
30 暗灰褐色(29 層より黒色味強)／LB△ 軟質 粘強

○ １溝セクション(J－J’)
１ 暗灰褐色／LR◎、C、T△ 締良
２ 暗灰褐色(灰色味強、暗)／FE◎、LR、C△万 締良
３ 暗灰褐色(上層より灰色味強)／FE◎、C、LR△ 締良
４ 暗灰褐色／LR◎、T▲ 締良
５ 暗灰褐色(灰色味強、暗)／FE◎、LR、C▲万 締良
６ LB 層 暗灰褐色 B C▲ 締良
７ 暗灰褐色／FE◎、LR△ 締良
８ 暗灰褐色／C、LR▲ 締良
９ 暗灰褐色／LB、LR◎、C▲ 軟度低
10 暗灰褐色／LB、FE◎ 軟質
11 暗灰褐色(やや黄色味)／LR△ C▲ 軟質
12 暗灰褐色(灰色味)／FE、LR▲ 軟質
13 暗灰褐色／LR◎、FE▲ 軟質
14 暗灰褐色／FE◎、C、LR△ 軟質
15 暗灰褐色(上層より暗)／FE◎、C、LR△ 軟質
16 55 壙

第４７図 遺構３
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○ ２・３溝セクション
１ 暗灰褐色／LR△、C▲ 締良
２ LB 層（ソフト） 暗灰褐色 B△ 軟質
３ 黄褐色／暗灰褐色 R△ 軟質
４ 暗灰褐色／LR、LB△ ボロボロ 締悪
５ 暗灰褐色／LR△ 締良

○ ４溝セクション
１ 暗灰色／LR、FER 締やや悪
２ 暗灰褐色／LR◎、T、CR 締良
３ 暗灰色／C、骨？、LR、FER、SR 締良
４ 暗灰褐色／LB◎、LR、T、暗褐色 R△ 締良
５ 暗灰褐色／LB、LR、酸化物◎、C 締良 粘有
６ 暗灰褐色／LB、LR、酸化物、CR 締良
７ 暗灰褐色（灰色味強）／酸化物、LR、暗褐色 R、有機物 締良 粘強
８ 暗灰色（青色味）／LR、LB、有機物 締良 粘強

○ ４・５溝、２４井セクション
１ 暗灰褐色／T◎、LR、FE△ 締良 堅緻
２ 暗灰褐色／FE△、C、S▲ 締良
３ 暗灰褐色／LR、FE△ 締悪
４ 暗灰褐色／C◎、LR、LB、S△ 締やや悪
５ 暗灰褐色（４層より灰色味強）／FE◎、C、S△ 締良 →５a 溝
６ 暗灰褐色／LR、LB、FE△ 軟質 →ピット
７ 暗灰褐色／FE、LR◎ 締良 →５b 溝
８ 暗灰褐色／FE、LR△ 締良
９ 暗灰褐色（５層より褐色味強）／FE◎、LR、LB△ 締良
１０ BBB 層 FE、LR△ 締良
１１ 暗灰褐色（粘質層）／FE◎、LR△ 粘強
１２ 暗灰褐色／LR▲ 締良
１３ 暗灰褐色／LB、LR、FE△、C▲ ボロボロ 締悪
１４ 灰褐色（粘土層）／FE◎、LR、C▲ 締良 堅緻
１５ 灰褐色（粘土層）／FE、LR▲ 締良
１６ 暗灰褐色／C、LR、S△ 締やや悪
１７ 暗灰褐色／FE△、LR、S、C▲ 締良
１８ 灰褐色（粘土層）／FE◎、LR、C▲ 締良 堅緻
１９ 灰褐色／LR◎、FE△ 締良
２０ 灰褐色／LR、FE△ 軟質
２１ 暗灰褐色／FE、LR◎ 軟質
２２ 暗灰褐色／FE◎、LB、LR△ 軟質

２３ 灰褐色／FE△ 軟質
２４ 暗灰褐色／FE◎、LR、LB△ 締良
２５ 灰褐色／FE△ 粘強
２６ 灰褐色／LR◎、FE△ 締やや良
２７ 灰褐色／FE◎、LR△ 締良
２８ 暗灰褐色（粘質層）／FE◎、LR△、LB▲ 粘強 軟質
２９ 暗灰褐色／LB◎、LR△、BB▲ 締良
３０ 暗灰褐色／FE、LR◎、C▲ 締良
３１ 暗灰褐色（３０層より灰色味強）／FE、LR△、C▲ 締良
３２ 暗灰褐色／LR、FE◎、C、S▲ 締良
３３ 暗灰褐色／LR、FE◎、C、S▲ 締良
３４ 暗灰褐色（３２層より灰色味強）／FE、LR△、C▲ 軟度低
３５ 暗灰褐色／LR◎、FE△、C▲ 締良
３６ 暗灰褐色／FE、LR△、BB▲ 締良
３７ 暗灰褐色（灰色味強）／LB、BB、FE△ 締良
３８ 暗灰褐色／LB◎、FE△ 軟度低
３９ 暗灰褐色／LR、T、FE△ ボロボロ
４０ 暗灰褐色／LR、FE△ 締良
４１ 暗灰褐色（４０層より灰色味強）／FE◎、LR△ 締良
４２ 暗灰褐色／LR、S、C▲ 締良
４３ 暗灰褐色／LR、S、灰白粘土 R△ 締良
４４ 暗灰褐色／LR、FE△、C▲ ボロボロ
４５ 黒灰褐色／暗灰褐色 B◎ 締良

○ ６溝セクション
１ 暗灰褐色／LR◎、T、C▲ 非常に締良
２ 暗灰褐色／LR、LB◎、暗褐色 R 締良
３ 暗灰褐色（灰色味強）／LR◎、SR、暗褐色 R△ 締良
４ 暗灰褐色（灰色味強）／LR☆、暗褐色 R◎ 締良
５ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、暗褐色 R 締良
６ 灰褐色／LR、SR△、CR▲ 締良
７ 灰褐色／LR☆、暗褐色 R◎ 締良
８ 灰褐色／LR、LB、暗褐色 R 締良 軟度低
９ 灰褐色／LB◎、LR、暗褐色 R、CR 締やや悪

第５０図 遺構６
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○ １２・１３―４・１５溝セクション
１ 灰褐色（粘土層）／FE△ 粘強
２ 暗灰褐色／４層ののこり（１トレ・２トレ）
３ 暗灰褐色（灰色味強）／LR FE△ 軟質
４ 暗灰褐色（灰色味）／LR◎ FE△ 軟質
５ 暗灰褐色／FE、LR◎ 軟質
６ 暗灰褐色（５層より暗）／FE LR▲ 締良
７ 暗灰褐色（５層より明）／LR FE△
８ 暗灰褐色（７層より暗）／FE LR△ 軟質
９ 暗灰褐色（８層より暗）／LR△ 軟質

第５１図 遺構７
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ポイントQ・R・Tは第44図右下図
S　　同　左上図

○ １２・１４‐３・２６溝セクション
１ 暗灰褐色／LR◎ 締良 堅緻
２ 暗灰褐色／S、LB◎、LR△ 締良
３ 暗灰褐色／LR、S△ 締良
４ 暗灰褐色／LB▲、FE△ 締良
５ 暗灰褐色／FE◎、LR▲ 締良
６ LB 層（ハード・ソフト） 締良
７ 暗灰褐色／LR△、FE◎ 軟質
８ 暗灰褐色（上層より暗）／LR、FE△ 軟質
９ LB 層（ハード） ボロボロ
１０ 灰褐色（粘土層）／FE△（FE 左側多～右側少） 軟質
１１ LB 層（ハード）
１２ 暗灰褐色／LR◎ 軟度低
１３ 暗灰褐色／LR、LB△ 軟質
１４ 灰褐色（粘土層）／LR△ 軟質
１５ 灰褐色／暗灰褐色 B、LR△ 軟質
１６ 暗灰褐色／LR◎ 軟質
１７ 暗灰褐色／LR◎（上層より多） 軟質
１８ LR 層 軟質
１９ 暗灰褐色／LR◎ 軟質
２０ 灰褐色（粘土層）／LB△ 締良
２１ 灰褐色／LR、LB△ 締良
２２ 灰褐色／FE、LR△ 軟質
２３ 灰褐色（２１層より暗）／FE、LR△ 軟質
２４ 灰褐色（上層より暗）／FE、LR△ 軟質
２５ 灰褐色／LR、FE◎ 軟質

○ １２・１４‐４・２６溝セクション
１ 暗灰褐色／LR、LB◎ 締良
２ 暗灰褐色／LR、LB△、C▲ 軟度低
３ 灰褐色（粘土層）／LB△ 締良
４ 灰褐色／LR、LB△ 締良
５ 灰褐色（粘土層）／FE△（FE 左側多～右側少） 軟質
６ 灰褐色／FE、LR△ 軟質
７ 灰褐色（上層より暗）／FE、LR△ 軟質 →１２溝
８ 灰褐色／LR、FE◎ 軟質
９ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、LB◎万 締良
１０ LB 層
１１ 灰褐色／LR、LB△万 軟度低
１２ １２溝
１３ 暗灰褐色／LR、FE△ 締良
１４ 暗灰褐色／LR◎ 軟度低 →１４‐４溝
１５ 暗灰褐色（１６層よりやや暗）／LR△ 締良
１６ 暗灰褐色／LR◎、LB、FE 軟質 →１４‐４溝
１７ 暗灰褐色／LR△、FE◎ 軟質
１８ 暗灰褐色（上層より暗）／LR、FE△ 軟質 →２６溝
１９ LB 層（ハード） ボロボロ

○ １９a·b 溝セクション
１ 暗灰褐色／T◎ C▲ S▲ LR▲ 締良
２ 暗灰褐色／T LR CR▲ FER◎ 締良
４ 暗灰褐色／LR やや多 CR S△ 締良

○ １９溝、６１井セクション
１ 暗灰褐色／T◎ CS▲ LR▲ 締良
２ 暗灰褐色／FE◎ T L CR▲ 締良
３ 暗灰色／FER 締良
４ 暗灰褐色／LR やや多 CR S△ 締良
５ 暗褐色／LR◎ C▲ 軟度低
７ 暗灰褐色／T△ C▲ 締良
８ LB 層（ハード） 締良 堅緻
９ 暗灰褐色／LR△ 締良
１０ 暗灰褐色（９層より暗）／LR◎ 軟質
１１ 暗灰褐色／LR◎ 粘有
１２ 暗灰褐色／LR、LB△ 締良

第５２図 遺構８
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○ ２０溝セクション
１ 暗灰褐色／含 T、LR◎、C、FER、 締良
２ 暗灰褐色／含 LR、FER◎ 締良
３ 暗灰褐色（灰色味）／含 T、FER、LR、CR▲ 締良
４ 暗灰褐色（褐色味強）／含 LR◎、CR、SR△ 締良

○ ２０・２７溝セクション
１ 暗灰褐色／LR◎、S、C、LB△ 締やや悪
２ 暗灰褐色／LR、FE△ 締良
３ 暗灰褐色（灰色味強）／LB、FE◎ 軟質
４ 暗灰褐色／LB、LR◎、S、C▲ 軟度低
５ 暗灰褐色（４層よりやや暗）／LR、S▲ 締良
６ 暗灰褐色／LR◎、S、FE△ 締良
７ 暗灰褐色／T、LB◎、LR、FE△ 締良
８ LB 層 暗灰褐色 B△ 締悪
９ LB 層 暗灰褐色 B△ 締良
１０ 暗灰褐色／LR▲ 締良

○ ２７・３４溝セクション
１ 暗灰褐色／LR◎、S、C、LB△ 締悪
２ 暗灰褐色／LR、LB、C△、S▲ 締良
３ 暗灰褐色（２層より暗）／LR、C△ 締良
４ 暗灰褐色／LR、LB◎、C△ 軟度低
５ 暗灰褐色（３・４層より灰色味強）／FE◎、C、LR△ 軟質
６ 暗灰褐色／LR、C△、FE▲締良

７ 暗灰褐色／LR、C△ ６層より締良
８ 暗灰褐色／FE◎、LR△、S▲ 締良
９ 暗灰褐色／LR、LB◎ 締良
１０ 暗灰褐色（灰色味強）／C◎、FE、R△ 締良
１１ SR
１２ 暗灰褐色／FE、LR△ 締良

○ ２８溝セクション
１ 暗灰褐色／白色 R（T？）◎、LR△ 締良
２ 暗灰褐色／FE、LR△ 締良
３ 暗灰褐色／FE（２層より少）、LB△
４ 暗灰褐色／LB、LR◎ ボロボロ
５ 暗灰褐色／T、LR、FE△ 締良
６ 暗灰褐色（灰色味強）／T、LR、FE△

○ ２８溝東壁セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎ 締良 堅緻
３ 暗灰褐色／LR▲ 締やや悪
４ 暗灰褐色（灰色味強）／T、FE▲ 締悪
５ 暗灰褐色（４層より暗）／T、LR▲ 締良
６ 暗灰褐色／FE△、LR▲ 締良
７ 暗灰褐色（６層より灰色味強）／FE△、LR▲ 軟度低
８ 暗灰褐色／LR、LB◎ 締良

第５３図 遺構９
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26井 27井

1溝

1溝
○ ２５井セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎ LR、S△ 締良 堅緻
３ 暗灰褐色／LR△ S▲ 締良 堅緻
４ 暗灰褐色／LR△ C、S▲ 締良
５ 暗灰褐色（上層より暗）／LR、LB、C△ 軟度低
６ 暗灰褐色（５層より暗）／FER△ 軟質
７ 暗灰褐色／LB、FE◎ 軟度高
８ 暗灰褐色／LB、LR◎ 軟度低 →ピット

○ ２６井セクション
１ 暗灰褐色／LR、LB△ 締良
２ 暗灰褐色（１層より暗）／FE◎ LR、LB△ 締良
３ 暗灰褐色（２層より暗）／FER◎、LR△ 締良 堅緻
４ 暗灰褐色／FE◎、LR、LB 上層より軟質
５ 黄褐色／LR◎ C▲ 軟質
６ 暗灰褐色／LR◎ 軟質
７ 暗灰褐色／LR△ 締良
８ 暗灰褐色／LR▲ 軟度低
９ 暗灰褐色／LR、FE△ C▲ 締良
１０ 暗灰褐色／FE◎ LR、LB△ 軟度低
１１ 暗灰褐色（１０層より暗）／FE◎ LR△ 軟質
１２ 暗灰褐色（１１層より灰色味強）／FE◎ LR、LB◎ 軟質
１３ 暗灰褐色（１２層より黒色味強）／LB△ 軟質 粘強

第５７図 遺構１３
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○ ４１井セクション
１ 暗灰褐色／LB◎ C、S△ 締悪
２ 暗灰褐色（灰色味強）／C、S▲
３ 暗灰褐色（２層より暗）／LR△ 軟質
４ 暗灰褐色／LR、S△ 締良
５ 暗灰褐色（上層より暗）／C、S、LR△
６ 暗灰褐色（上層より暗）／C、S、LR△
７ 暗灰褐色／LB、LR△ 締良

第５８図 遺構１４
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89
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○ ６０井セクション
１ ローム層の２次堆積 LR、LB、暗灰褐色 B（灰色味強） 締良
２ 暗灰褐色／灰 B LR△ SR▲ 締悪
３ 暗灰褐色／LR△、C△ 締やや悪
４ 暗灰褐色／LB◎ LR△ 粘強

○ ５９井セクション
１ 暗灰褐色／LR、灰白色 R 万 締良
２ 暗灰褐色／LR△、C▲ 締良
３ 暗灰褐色／LB△、C▲ 締良
４ 暗灰褐色（灰色味強暗）／FE◎ C·LR△ 締やや悪
５ 暗灰褐色／LB◎ FE△ 軟質
６ 暗灰褐色（灰色味強暗）／FE◎ LB△ 軟質
７ 暗灰褐色／LR◎ FE△ 軟質
８ 暗灰褐色／LB◎ ボロボロ
９ 暗灰褐色／LR△、C▲ 締良
１０ 暗灰褐色／LB、LR◎ 締良 第６０図 遺構１６
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○ ４壙セクション
１ 暗灰褐色／LB、LR、T、L、FE、C、BBR 締良
２ 暗灰褐色／LB、LR、T、L、C、BBR 締良

○ ８壙セクション
１ 暗灰褐色／LB、LR、CR△、SR△ 締悪
２ 暗灰褐色（灰色味強）／C、LR、FER 締良
３ 暗灰褐色／LR、LB、灰白色 R△、CR△ 締良

第６１図 遺構１７
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○ １７壙セクション
１ 灰褐色／SR、C、LR
２ 灰褐色／SR、骨粉 B
３ 灰褐色／LB、SR、C、LR 締良

○ ３２壙セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎、SR·C△ 堅緻
３ 暗灰褐色／LB、LR、SR、C△ 締良 堅緻
４ 暗灰褐色／SR、C◎、骨片△ 締良
５ 暗灰褐色 B
６ 黄褐色／暗灰褐色 R△ 軟質

○ ４７壙セクション
１ 暗灰褐色／締良
２ 暗灰褐色／LB◎ 灰色 B、C△、LR、酸化物 締良
３ 暗灰褐色／LB◎ LR、C△ 締良
４ 暗灰褐色／LR（微細）、LB（ハード） 締良

第６２図 遺構１８
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○ ５１壙セクション
１ 暗灰褐色／LR、FE△ 締良
２ 暗灰褐色／FE◎ LR△ 締良
３ 暗灰褐色（２層よりやや暗）／FE◎ LR△
４ 暗灰褐色／FE◎ C△ 締良
５ 暗灰褐色／LR、LB 締良
６ 暗灰褐色／FE LR◎ 締良
７ 暗灰褐色（灰色味強）／FE◎ LB LR△ 締良
８ 暗灰褐色／LB◎ LR FE△ 締良
９ 暗灰褐色（他の層より暗）／FE LR LB△ 軟質
１０ 暗灰褐色／C◎ 軟質
１１ 暗灰褐色／やや灰色味がかる 軟質
１２ 灰褐色粘土層／C◎ 軟質

第６３図 遺構１９
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○ ７６壙・３０井セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎ FER◎ LB、LR△、C、BBR 締良
３ 暗灰褐色／LR、BBR▲、LB、S、CR▲ 締良
４ 暗灰褐色（灰色味強）／酸化物 R◎、SR、CSR▲、LR 締良
５ 暗灰褐色／LB、酸化物、LR、BBR、灰色 R 締良
６ 暗灰褐色／LR CSR△ 締良
７ 暗灰褐色（黄色味強）／LB、LR、酸化物、FER、BBR▲ 締良
８ ソフト L の２次堆積 LR、BBR 締やや悪
９ LB（ソフト・ハ－ド）、BB の混在層。LR、BBR 締悪
１０ 暗褐色／BBB◎、LR、BR、FER、LB△ 締良
１１ 暗褐色（灰色味）／FER◎、LR、C 締良
１２ 暗褐色／FER、LR 締良
１３ 暗灰褐色（暗灰色に近い）／酸化物、LR、LB 締良 粘強
１４ 暗灰色／酸化物、LR、有機物 粘強 滞水性
１５ 暗灰色／LB☆ 締悪
１６ 暗灰褐色／LR、FER、BBR 締良
１７ 暗灰褐色／酸化物◎、BBR、LR△ 締良
１８ 暗灰褐色／LB、LR、酸化物、FER 締良
１９ 暗灰褐色／LB、FER、LR▲ 締良
２０ 暗灰褐色（灰色味強）／LB、酸化鉄◎ 粘強 シャリシャリ
２１ 灰色粘質層 酸化物
２２ 暗灰褐色（灰色味）／酸化物 LR◎ 締悪 粘強

○ １００壙セクション
１ 暗灰褐色／LB◎ ボロボロ
２ 暗灰褐色／LB◎ ボロボロ
３ 灰褐色／FE◎、LR C△ 締良
４ 暗灰褐色（灰色味強）／LB◎ ボロボロ
５ 灰褐色／FE、C◎ 締良
６ LB 層
７ 灰褐色／FE△ 締良
８ 灰褐色／FE◎ 締良
９ 暗灰褐色／灰白色粘土 B◎ 締良
１０ 暗灰褐色／灰白色粘土 B▲ 締良
１１ 暗灰褐色／灰白色粘土 B、C△ 締良
１２ 暗灰褐色／LR、LB△ 軟度低
１３ 暗灰褐色／LR、C▲、LB 締良
１４ 暗灰褐色／LB◎ 締良
１５ 暗灰褐色／LR◎ 締良

第６４図 遺構２０
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かわらけ集中　1

位置は第44図右上図

土段
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土段○ 土段セクション
１ 暗灰褐色／LR◎、FE△、C▲ 締良
２ 暗灰褐色（茶色味）／LR、FE△ 締良
３ 暗灰褐色（１層より灰色味やや強）／LR、FE◎、C▲ 軟質
４ 暗灰褐色／FE◎、LR△ 軟質 第６７図 遺構２３



－９８－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代

（埋没） 備考

１号堀 D · E ―
４・５・６
G、F―５
G

１１～１５・２３・
２４溝→○→
１９・２０溝

１，３００×
（１，８５０）

☆９２ 暗灰褐色／
含灰色粘土
層 中 位
LB層

龍泉青磁碗＝１３c末～１４c初／中国白
磁皿＝１５c後～１６c前／漳州染付碗／常
滑片口鉢＝１５００～１５５０／瀬美（天目＝
１５c前～１７c初・志 野 丸 碗＝１７c初・丸
皿＝１６c後・擂 鉢＝１６c後～１７c初・徳
利＝１６c中～後・尊 式 花 瓶＝１５c前～
中）／志戸呂（筒形碗＝１６c後・折縁皿
＝１６c後・徳利＝１７c）／尾張山茶碗＝１３
c中／かわらけ／焙烙／在地（擂鉢・鞴の
羽口）／部材／火打金／小柄／小札／鉄鏃
／煙管／紡錘車／弾丸／八双鋏／銭貨／磨
石／石臼／硯／砥石／板碑／歯（馬）３／スラ
グ（椀形鉱滓）７１０g

１７c～

２号堀 D・E ―
４·５·６G、
F―５G

１，２２０×
（１，８５０）

K―１８０ 常滑（甕・壺＝１２５０～１３００） １３c～

１号溝 B―０・１
G、 C
―１～３
G、D ―
３・４G

６溝、６・７・８・
１６・１７・２１・
２６井、５７壙
→○→３・１９
溝、４５・４６・
５２・５５・５９・
６１壙／４・８・
１９・２６溝、１９
井、２３・２９・
６６・６８壙

直線 箱薬研 幅☆３１３ ☆１２８ 暗灰褐色／
含中位C層、
灰層

龍泉青磁端反碗＝１４c後／中国口禿皿
＝１３c～１４c／常 滑（片 口 鉢＝１４５０～
１５５０・甕＝１２２０～１２７５・壺＝１２５０～
１３００・鳶口 壺＝１４c後）／瀬 美（平 碗＝
１４c末～１５c後・天 目＝１５c前・縁 釉 小
皿＝１４c末～１６c前・腰 折 皿＝１５c後・
卸皿＝１３c後～１４c初・折縁深皿＝１５c
中・卸目付大皿＝１５c前・直縁大皿＝
１５c前・擂 鉢＝１５c末～１６c後・筒 形 香
炉＝１６c後・筒形容器＝１５c初・梅瓶＝
１４c初・土製円盤）／肥前（碗＝１６c末・
鉄 絵 皿＝１６c末・中 皿＝１６c末～１７c
前・向付＝１６c末～１７c前）／志戸呂（天
目＝１６c中～１７c・擂鉢）／初山茶入／か
わらけ＝１５c中～１６c末／焙烙／在地（土
鍋＝１５c後・擂鉢＝１３c後・片口鉢＝１３c
後～１４c後・土釜＝１５c後・甕・鳶口壺・
壺・鞴の羽口）／下駄／曲物（底板）／桶

（側板）／漆椀／付札状製品／部材／丸棒
材／加工材／毛抜き／釘（角）／フック状鉄
製品／紡錘車／鋏／小柄／小札状鉄製品
／装飾釘／太刀の足金物／野沓／磨石／
火打石／有穴球状石製品／板碑／五輪
塔／土製円盤／瓢箪ヵ３／桃の種１５／栗の
実５／歯（馬ヵ）１／焼骨／スラグ３，９０５g

１７c～ かわらけ集
中 焙烙集
中

２号溝 C―２G、
D―２・３
G

○→３溝 直線 ほぼ直上 幅☆（８０） ☆１６ 暗灰褐色／
含LR△、C
▲ 締良

備前壺＝１５c後／かわらけ／在地擂鉢／
粉挽臼／炭化材

１５c後～

３号溝 C ―１・
２・４G、
D―３G

１・２溝→○／
９・１０溝、８０
壙

屈曲する ほぼ直上 幅☆３３ ☆２５ 暗灰褐色／
含LR△
締良

龍泉青磁碗＝１３c中～１４c前／瀬美天
目＝１６c後／肥前陶器鉢＝１６c末～１７c
前／焙烙／砥石

１６c末～

４号溝 A―０・１
G、Z―１
G

７・１７井、５７
壙→○→７
溝、６５壙／１・
５溝

直線 西
側屈曲

箱薬研
底面段を
有する

幅☆５４５ ☆１３０ 暗灰褐色／
含 CR 、SR
▲、LR、LB、
FER 締良

龍泉（青磁碗＝１２c中～１４c中・双魚文
鉢＝１４c前～中）／常 滑（甕＝１４５０～
１５５０・壺＝１２５０～１３００・片 口 鉢・鳶 口
壺＝１４c後）／瀬美（平碗＝１５c中・天目
＝１６c後・縁 釉 小 皿＝１５c中～１６c前・
折縁深皿＝１５c前・擂鉢＝１５c中）／かわ
らけ／焙烙／在地（土鍋・片口鉢＝１３c後
～１４c後・擂 鉢・甕・土 釜・壺・鞴 の 羽
口）／下駄／桶（底板）／曲物（側板）／漆
椀／杓子／柄／釘（角）／鋏／円板状鉄製
品／銭貨／粉挽臼／碁石／砥石／磨石／有
穴球状石製品／板碑／五輪塔／骨（馬の
下顎）／桃の種２２／歯（馬ヵ）４／焼骨／炭
化材／スラグ（椀形鉱滓）４，２４０g

１５c中～

５a号溝 A·Z―１
G

２４井→５b溝
→○→４溝、
６５壙

直線 不明 幅（６０） ２５ 暗灰褐色／
含FE△、C、
S▲ 締良

かわらけ／在地土鍋／銭貨

５b号溝 A·Z―１
G

２４井→○→
５a溝→４溝

直線 不明 幅６２ ２４ 暗灰褐色／
含 FE 、LR
◎ 締良

６号溝 C·D―４
G

○→１溝／５０
壙

直線 薬研 幅☆１２９ ☆７７ 暗灰褐色／
含LR◎、T、
C▲ 締良

７号溝 Z―１G ４溝→○ 直線 ほぼ直上 幅４０ １９ 不明
８号溝 B―１G ○→９溝／１

溝
屈曲する 不明 幅４０ １４

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第８表 遺構一覧表１



－９９－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代

（埋没） 備考

９号溝 C―１・２
G

８溝→○→３
溝／１０溝、２３
井、５１壙

直線 ほぼ直上 幅４８ １９ 常滑（甕・壺＝１２５０～１３００） １３c～

１０号溝 C―１G ○→３溝／９
溝

直線 不明 幅６０ １８

１１号溝 D―６G、
E―５・６
G、F―５
G

２３溝、８９壙
→○→１堀、
８３壙／１７溝、
８８壙

直線 箱薬研 幅☆（３００） ☆１２０
K―１５９

暗灰褐色／
含FE 、LB
△ 締良

備前壺＝１５c後／かわらけ／焙烙／在地
（片口鉢＝１３c後・土鍋・鞴の羽口）／銭
貨／磨石／茶臼／板碑／桃の種１２３／瓢箪
ヵ７／歯（馬ヵ）／炭化材１

１５c後～

１２号溝 D·E―５
G

２６溝→○→
１５溝

直線 箱薬研 幅☆（４４３）
西壁
２８０東壁

☆１０５
K―１８０

暗 灰 褐 色
（灰色味強）

／含LR、LB
◎万 締良

中国染付皿＝１５c後～１６c後／瀬美（徳
利＝１６c中～後・天 目＝１６c後）／在 地
擂鉢／かわらけ／焙烙／熔融物付着土器
／桶（側板）／曲物（側板）／白木椀／漆椀
／折敷（底板・縁）／部材／加工材／火縄
鋏／銭貨／粉挽臼／磨石／桃の種２３７／焼
骨／炭化材／スラグ（椀形鉱滓）６６５g

１６c後～

１３―１号溝 E―５G ○→１５溝→
１堀

長方形 ほぼ直上 （１１０）×１６０ ６０
K―２２０

不明 １３溝を振替

１３―２号溝 E―５G ○→１５溝／
２２溝

長方形 ほぼ直上 ３６５×１１２ ７８
K―２０９

焙烙 ８７壙を振替

１３―３号溝 E―５G １堀、２２溝 長方形 ほぼ直上 ３４０×１５７ ８０
K―２１２

８６壙を振替

１３―４号溝 D―５G ○→１５溝／
２２溝

長方形 ほぼ直上 ３４０×１７０ ６５
K―１９２

暗灰褐色／
含 FE 、LR
◎ 軟質

８５壙を振替

１３―５号溝 D―５G ○→５溝／２２
溝

長方形 ゆるやか （２７６）×２５４ ５５
K―１８８

灰 褐 色／含
LR、LB△、
FE 粘有

銭貨／磨石 １８溝を振替

１４―１号溝 E―４G １６溝→○→
１堀

不整長方
形

ほぼ直上 幅☆（６５） ☆（３５）
K―１９７

暗灰褐色／
含FE△
軟質

焙烙

１４―２号溝 D·E―５
G

２５溝→○→
１堀

長方形 薬研 幅６０ １３５
K―１７８

暗灰褐色 かわらけ／焙烙／在地擂鉢／砥石／桃の
種１０／炭化材

１４―３号溝 D―５G ２６溝→○／
２０溝

不整長方
形

箱薬研 幅☆８５ ☆７７
K―１６９

暗灰褐色／
含LR◎
軟度低

粉挽臼／炭化材

１４―４号溝 D―５G ２６溝→○／
１２溝

不明 不明 幅☆（５４） ☆６０ LB層 セクションの
み確認

１５号溝 D·E―５
G

１２・１３―１・１３
―２・１３―４・１３
―５溝→○

直線 ゆるやか 幅☆１２５ ☆１６
K―１５６

灰 褐 色／含
LR 軟質

かわらけ／焙烙／漆皿／桃の種３０ １６c～

１６号溝 E―４G ○→１４―１溝 直線 ほぼ直上 幅（４５） ☆４５
K―１３０

暗灰褐色／
含 LR 、FE
△ 軟度低

１７号溝 F―５G ○→１１溝 直線 箱薬研 幅☆（７０） ☆３５
K―１１０

暗灰褐色／
含LR 、LB
△ 軟質

１８号溝 欠番 １３―５溝へ振
替

１９号溝 C―５G、
D―４・５
G、E―４
G

１・２・５溝→
○／８４壙

直線 ほぼ直上 幅☆８３ ☆５５ 瀬美折縁深皿＝１５c後／在地片口鉢＝
１３c後／磨石／スラグ２５５g／茶臼／硯／板
碑

１９a号溝 C·D―５
G

○→１９b溝 直線 ほぼ直上
段あり

幅☆（９０） ☆ １５０
K―９６

暗灰褐色／
含 LR ◎ 、
CR△S締良

板碑／志戸呂擂鉢＝１６c後 １６c後～

１９b号溝 C·D―５
G

１９a溝、６１井
→○／１０２壙

直線 薬研堀 幅☆１３０ ☆５８
K―９７

暗灰褐色／
含T◎、C▲、
S▲、LR
締良

～１８c

２０号溝 D·E―６
G、D５

１堀・２１溝→
○

L字形 箱薬研 幅２３４ ８０
K―１０４

暗灰褐色／
含T、LR◎
CR、FER

龍泉青磁香炉／瀬美（折縁皿＝１６c末
～１７c初・擂 鉢＝１６c後）／肥 前 擂 鉢＝
１６c末～１７c前／初 山 擂 鉢＝１６c後／磨
石／茶臼／石製品／スラグ５７５g

１６c末～１８c

２１号溝 E·F―６
G

○→２０溝／
３２溝 、９０・
１０３壙

直線 不明 幅１３０ ２４ 暗灰褐色／
含 LR · LB
△ 締悪

磨石／板碑／かわらけ／銅製香炉／スラグ
３５g

２２号溝 D―５D ○ →１堀 ／
１１・１３―２～５
溝

直線 不明 幅５０ １４
K―１０１．７

暗灰褐色 ～１７c

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第９表 遺構一覧表２



－１００－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代

（溝は埋没） 備考

２３号溝 E―５G ○→１１溝／
２４溝、８９壙

直線 ほぼ直上 幅（４０） ５０
K―１００

暗灰褐色／
含 LR 、FE
△

～１７c

２４号溝 E―５G ２３溝、８９壙 直線 ほぼ直上 幅（４５） １７
K―９０

暗灰褐色

２５号溝 D·E―４
G

○→１９・１４―
２溝／P

直線 不明 幅１２０ ３１
K―７４

暗灰褐色 常滑片口鉢＝１２５０～１２７５／在地片口
鉢＝１３c後

１３c後～１７c

２６号溝 D―４・５
G

○→１４―３溝
／１・１９・２０溝

弧状 ほぼ直上 幅☆（４３） １５
K―１７５

暗灰褐色／
含 LR △ 、
FE◎ 軟質

瀬美平碗＝１４c末～１５c初／常滑甕／焙
烙／スラグ１０g／桃の種３／栗の実３

１４c末～１７c

２７号溝 E―７G、
F―８・９
G

２８溝→○→
３３溝

直線 箱薬研 南幅２５０
北幅（１４０）

南 ６２
北 ３０

暗灰褐色／
含LR◎、S、
C、LB△
締良

瀬美（天目＝１６c後・縁釉小皿＝１５c前
～１６c前・丸皿＝１６c中～後・稜皿＝１６
c後・擂鉢＝１６c後～１７c初・織部向付
＝１７c初）／肥前丸皿＝１６c末／志戸呂

（丸碗＝１６c中～１７c・擂鉢）／かわらけ＝
１５c後／焙烙／熔融物付着土器／留金具
／煙管／鈴／弾丸／板状製品／銭貨／石臼
／砥石／碁石／磨石／板碑／桃の種１／スラ
グ（椀形鉱滓）１８０g

１６c後～ 南半分は溝
の重複ヵ

２８号溝 F·G―７
G

○→２７溝、
３１井、１１３・
１４５壙／５０・
５１井、１１２・
１１５壙

直線 ほぼ直上 幅☆１４０ ☆８９ 板碑

２８a号溝 F·G―７
G

２８b溝→○ 直線 箱薬研 幅☆１３０ ☆９０ 暗灰褐色／
含T、FE▲

～１８c

２８b号溝 F·G―７
G

○→２８a溝 直線 ほぼ直上 幅１４０ ☆（４８） 暗灰褐色／
含LR 、LB
◎ 締良

～１８c

２９号溝 D·E―６
G

２０溝 直線ヵ 不明 不明 不明 不明 火打石

３０号溝 F―６・７
G

○→１０１壙／
３２井

直線 不明 幅５０ ７ 暗灰褐色 切合

３１号溝 G―８G、
F―７G

不明 直線 不明 幅２５ 不明 暗灰褐色

３２号溝 F―６G １０５壙→○／
２１溝、１０９壙

直線 不明 幅７０ ５ 暗灰褐色 切合

３３号溝 F―９G? ２７・３４溝→
○／３５・３６井

直線 ほぼ直上 幅☆１６０ ７０
K―５０

CB 銭貨 １６c後～

３４号溝 F―８・９
G?

○→３３溝／
２７溝、３６井、
１４９・１５０・
１５６壙

直線 ほぼ直上 幅（１１４） ２４ 暗灰褐色／
含LR、C△、
FE▲ 締良

瀬美（天目＝１６c後・端反皿＝１５c末～
１６c前・縁釉小皿＝１５c末～１６c前）／在
地擂鉢／かわらけ／焙烙／石臼／砥石／磨
石／火打石／板碑

１６c後～

１号井戸 A―２G ２・６壙 円形 ほぼ直上 径１５０ ２０７ 暗灰褐色／
含LR、CR、
SR 、LB △
締良

瀬美稜皿＝１６c後／焙烙／銭貨／板碑／
梅の種ヵ１／スラグ１５g

１６c後～

２号井戸 B―１G １溝 円形 ロート形 径１１８ １３２ 暗灰褐色／
含LR、LB、
SR 、CR ▲
締良

かわらけ／焙烙／板碑／桃の種３／スラグ
４０g

底面方形

３号井戸 A―１G なし 円形 ロート形 径２０２ ２１２ 暗灰褐色／
含LR、CR、
SR、白色粘
土△ 締良

中国茶入＝１３c～１４c／瀬美縁釉小皿／
かわらけ／焙烙／柄杓（底板）／銭貨／桃
の種３／炭化材／スラグ２５g

１６c~

４号井戸 B―２G ○→１５壙 円形 ほぼ直上 径１３８ １８０ 暗灰褐色／
含T、SR、LR、
CR 締良

中国皿＝１３c／かわらけ／在地片口鉢＝
１３c後～１４c前／砥石／板材／桃の種１６

１３c後～１８c

５号井戸 B―２G なし 円形 ロート形 径１３０ １６０ 褐色／含LB
◎、LR◎、
C、SR、T△
締やや悪

瀬美（志野丸皿＝１６c末～１７c初・稜皿
＝１６c後）／かわらけ／櫛／漆塗り小杯／銭
貨／粉挽臼／火打石／桃の種６

１６c末～１８c

６号井戸 B―０G ○→１溝 円形 直上 径８６ １００
K―１５２

暗灰褐色／
含LB△
FE△ 粘
質 軟度高

銭貨／栗の実１／桃の種２

７号井戸 B―０G ○→１・４溝 円形 ほぼ直上 径１０４ １３６
K―１５４

ハードL２次
堆積

在地片口鉢＝１３c中／桃の種２ １３c中～

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１０表 遺構一覧表３



－１０１－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

８号井戸 B―１G ○→１溝 不整円形 ほぼ直上 径１００ １４９
K―１６８

暗灰褐色 龍泉青磁碗＝１２c中～１３c初／瀬美（卸
目付大皿＝１５c前・直縁大皿＝１４c後
～１５c初・平 碗＝１４c末～１５c初・尊 式
花瓶＝１５c）・在地（土鍋・片口鉢＝１５
c）／編具―錘ヵ／砥石／磨石

１５c～ 足掛ヵ

９号井戸 B―３G なし 円形 ロート形 １８０×１６０ １６７ 暗灰褐色／
含LR、BBR
△、CR、T

龍泉青磁鉢ヵ＝１６c末ヵ／備前壺＝１５c
後／桶（底板）／銭貨／粉挽臼／桃の種８／
昆虫１

１５c後～１８c 足掛有り

１０号井戸 D―３G なし 円形 ロート形 径１２９ １７５ 暗灰褐色／
含 LR △ 、
SR 、CR
締良

常滑甕／在地擂鉢／切羽／粉挽臼／磨石
／板碑／桃の種２

１１号井戸 B·C―３
G

３６壙 円形 ほぼ直上 径１３８ ２００ 暗灰褐色／
含LR 、LB
△、T、C▲
締良

瀬美平碗＝１４c末～１５c初／在地香炉／
樽（蓋板ヵ）／竹片／桃の種１／炭化種子

１４c末～

１２号井戸 C―２G １溝、１２井 円形 ほぼ直上 径１１２ １３９ 暗灰褐色／
含LR、CR、
SR▲、T
締良

瀬美天目＝１６c中／在地（擂鉢・土鍋）／
漆椀／搗臼

１６c中～ 足掛有り

１３号井戸 C―４G ４９壙→○ 円形 ロート形 径１０４ １８０ 暗灰褐色／
含LR◎、T、
SR△ 締良

瀬美縁釉小皿＝１５c末～１６c前／かわら
け／鞴の羽口／縁ヵ／砥石／桃の種１／炭
化材／巻貝／焼骨／板／炭化物／漆の被
膜

１５c末～

１４号井戸 B―１G なし 円形 ほぼ直上 径１４２ １４８ 暗灰褐色／
含LR 、LB
◎ 、FER 、
CR▲

在地擂鉢／漆椀／部材／オナモミ２６

１５号井戸 A―１G なし 円形 ほぼ直上 径１０４ １０６ 暗灰褐色／
含LR、LB、
C 締悪

在地擂鉢／炭化材

１６号井戸 B―１G １溝 円形 ほぼ直上 径９６ １１４
K―１９２

暗灰褐色 桃の種５

１７号井戸 B―０G ○→４溝 長方形 ほぼ直上 １１７×８６ ５５
K―１６１

暗灰褐色／
含灰白色粘
土B △粘強

焙烙 １６c～ 土壙ヵ

１８号井戸 B―１G ○→５壙 円形 ほぼ直上 径１１０ １８２ 暗灰褐色／
含 FE ◎ 、
LR、LB、C、
FER 締良

在地擂鉢／焙烙／駒ヵ／円盤状製品／火
打石／炭化材／焼骨／スラグ２０g

１９号井戸 B―０G １・４溝、５壙 楕円形 ロート形 １６０×１１８ １８５ 暗灰褐色／
含酸化物、
LR、T、BBR
締良

瀬美平碗＝１４c初～中／桶（底・側板・
タガ）／粉挽臼／桃の種１／栗の実３

１４c初～

２０号井戸 B―２G ○→６５壙／
６７壙

楕円形 ロート形 １５０×１１４ １５８ 暗灰褐色／
含LR、CR、
SR△ 締良

在地擂鉢／かわらけ／銭貨／歯（馬ヵ）／
桃の種２／巻貝３／二枚貝４／スラグ１０g

２１号井戸 B―１G ○→１溝 円形 直上 径７５ ６８
K―１９２

不明 磨石／炭化種子１

２２号井戸 B―２G ○→７３壙 円形 ほぼ直上 （８５）×１００ １３５ 暗灰褐色／
含 LB ◎ 、
LR◎ 、C 、
SR 締良

粉挽臼

２３号井戸 C―１G ９溝→○／５１
壙

円形 ほぼ直上 径９８ １１７ 暗灰褐色／
含LB 、LR
◎、CR、SR
△、T 締良

搗臼

２４号井戸 Z―１G ○→５溝／４
溝、６５壙

円形 ほぼ直上 径１３０ １９６ 暗灰褐色／
含 FE ◎ 、
LR、LB△

ヘラ状鉄製品／桃の種１４／炭化材 底面段有り

２５号井戸 C―１G なし 円形ヵ ほぼ直上 径１２４ １２２ 暗灰褐色／
含LR△、C、
S▲ 締良

２６号井戸 D―４G ○→１溝 円形 ほぼ直上 径１０６ ☆（８８）
K―１４１

暗灰褐色／
含LR 、LB
△ 締良

桃の種５

２７号井戸 Z―１G なし 円形 ほぼ直上 径７０ ９７ 暗灰褐色／
含SR、CR、
LR、LB △
締良

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１１表 遺構一覧表４



－１０２－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

２８号井戸 C―１G なし 円形 ロート形 径９２ １０４ 暗 灰 色／含
C、LR△
締良

桃の種５

２９号井戸 C―１G なし 円形ヵ 不明 径（８７） １０２ 暗灰褐色 かわらけ
３０号井戸 Z―０・１

G
○→７６壙 円形 ほぼ直上 径１４０ １６２

K―１８０
暗灰褐色／
含酸化物◎、
BBR 、LR
△ 締良

桃の種３

３１号井戸 F―７G ２８溝→○ 円形 ほぼ直上 径１２０ １２６ 暗灰褐色／
含LR、T、C
△ 締良

かわらけ／焙烙／熔融物付着土器／板碑
／桃の種１

１６c～

３２号井戸 F·G―７
G

３０溝→○ 楕円形 ロート形 １５０×１１０ １２５ 暗灰褐色／
含LR、C△
締良

熔融物付着土器／磨石／粉挽臼／板碑

３３号井戸 F―９G ○→２７溝 円形 ほぼ直上 径７６ ７０
K―１２７

暗灰褐色 かわらけ／炭化材

３４号井戸 F―７・８
G

１１６壙 円形 ロート形 径１６０ １３３ 暗灰褐色／
含LR、T△
締良

かわらけ／環付金具／桃の種１／スラグ２g

３５号井戸 F―９G ○→２７溝 円形 ほぼ直上 径１１４ ４２
K―１０２

暗灰褐色 瀬美天目＝１６c後 １６c後～

３６号井戸 F―９G ○→２７溝／
３３・３４溝

円形 ほぼ直上 径８０ １１０
K―１５０

暗灰褐色 瀬美端反皿＝１５c末～１６c前／焙烙／在
地擂鉢／銭貨／粉挽臼／板碑／桃の種１３

１６c後～

３７号井戸 G―１０G ○→２７溝 円形 ほぼ直上 径７０ １０５
K―１１２

暗灰褐色

３８号井戸 F―８G なし 円形 ほぼ直上 径１２０ ２３４ 暗灰褐色／
含C、LR、S
△ 締やや
悪

桃の種５／二枚貝１／スラグ４０g

３９号井戸 F―８G 土壙の重複
ヵ

円形 ほぼ直上 径８０ １０５ 暗灰褐色／
含LR、C、S
▲ 締良

常滑甕＝１５５０～１６００／かわらけ １６c中～

４０号井戸 F·G―７
G

なし 楕円形 ロート形 １８５×１３４ ２１２ 暗灰褐色／
含FE◎、C、
S、LR△
締良 堅緻

板碑／粉挽臼／スラグ１５g

４１号井戸 F―８G １２３壙→○ 円形 ロート形 径７８ ☆（８４）
K―９９．５

暗灰褐色／
含LB◎、C、
S△ 締悪

初山香炉＝１６c後／在地擂鉢／板碑 １６c後～

４２号井戸 G―８G なし 円形 直上 径１０８ １７２ 暗灰褐色／
含LR、C△
締やや悪

かわらけ／板碑

４３号井戸 G―８・９
G

なし 円形 ほぼ直上 １７８×１５２ １９６ 暗灰褐色／
含LR、C△
LB▲ 締良

かわらけ／在地擂鉢／毛抜き状製品／銭
貨

４４号井戸 F―９G なし 円形 ロート形 径１５０ １７０ 暗灰褐色 在地擂鉢／板碑
４５号井戸 F―９G ２７溝 円形 ロート形 径１０４ １０５ 暗灰褐色 在地擂鉢／粉挽臼／板碑
４６号井戸 F―８・９

G
１５９壙 円形 ほぼ直上 径１１０ １１６ 暗灰褐色 瀬美天目＝１６c後／かわらけ／在地擂鉢 １６c後～

４７号井戸 H―８G なし 円形 直上 径８２ １４５ 暗灰褐色 瀬美擂鉢＝１６c中／かわらけ＝１６c中～
末／小柄／粉挽臼／炭化材

１６c中～

４８号井戸 F―８G ○→４９井 円形 直上 径９０ １３７ 暗灰褐色 磨石／板碑
４９号井戸 F―８G ４８井→○ 円形ヵ ほぼ直上 径８８ １４２ 暗灰褐色 板碑
５０号井戸 G―７G ２８溝 円形 ほぼ直上 径９２ １２８ 暗灰褐色 かわらけ／擂鉢（産地不明）／磨石
５１号井戸 G―７G ２８溝 不整円形 ほぼ直上 ９０×８０ １１６ 暗灰褐色
５２号井戸 E―８G ５３井 円形ヵ ほぼ直上 径８０ １１２ 暗灰褐色 焙烙 １６c～
５３号井戸 E―８G ５２井 円形ヵ ほぼ直上 径（６５） ６３．５ 暗灰褐色 焙烙 １６c～
５４号井戸 F―８G ２７溝 円形 ほぼ直上 径７０ １１５ 暗灰褐色 板碑
５５号井戸 B―３G １０壙→○／

P
円形 ロート形 径１６５ １５０ 暗灰褐色／

含T、LR、C、
SR 、LB
締良

備前壺＝１５c後／瀬美天目＝１５c末～
１６c前／焙烙／銭貨／砥石

１５c末～１８c ９壙を振替

５６号井戸 Bー１G １３・１４壙 円形 直上 径７０ １２０ 暗灰褐色／
含 LR ◎ 、
LB 、CR 、
SR▲ 締良

かわらけ／在地擂鉢 １９壙を振替

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１２表 遺構一覧表５



－１０３－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

５７号井戸 B―２G なし 円形 ほぼ直上 径９５ １００ 暗灰褐色／
含灰○、SR
○、LR、LB
締良

２０壙を振替

５８号井戸 A―１G なし 円形 ほぼ直上 径９０ １５０ 暗灰褐色／
含LR、砂粒、
C▲ 締悪

瀬美はさみ皿＝１５c末～１６c前／銭貨／
磨石／粉挽臼／種子／漆椀

１５c末～ ２１壙を振替

５９号井戸 C―３G P 円形 ほぼ直上 径１００ １１８ 暗灰褐色／
含LR、灰白
色R万 締
良

瀬美擂鉢＝１５c末～１６c前／在地擂鉢／
焙烙／茶臼

１５c末～ ４４壙を振替

６０号井戸 B―２G ７９壙 円形 直上 径８２ １０９ L２次 堆 積
LB、LR、暗
灰褐色土B
締良

銭貨／粉挽臼 ６９壙を振替

６１号井戸 D―５G ○→１９a · b
溝

楕円形 ほぼ直上 １０８×８２ ９４ 暗灰褐色／
含T◎、CR
締良

８４壙を振替

１号土壙 欠番 出土遺物を
A―２G遺 物
集中区とす
る

２号土壙 A―１・２
G

？○→６壙→１
井

長方形 直上 （３８８）×１５０ １０ 暗灰褐色／
含T◎ LR
◎ C LB
BBR 締良

焙烙 １６c～

３号土壙 B―１G なし 楕円形 ほぼ直上 １２４×７２ １０ 暗灰褐色 銭貨／骨／歯 墓壙
４号土壙 B―２G なし 長方形 ゆるやか １２４×６２ ☆１３ 暗灰褐色／

含LB、LR、
T、FE、C、
BBR 締良

かわらけ／磨石

５号土壙 A·B―１
G

４溝、１８・１９
井、３３壙

長方形 ゆるやか （３６５）×２３８ １８ 暗灰褐色／
含灰色粘土
B◎、C、SR、
LB、LR、酸
化物△ 締
良

初山大皿／かわらけ／煙管／銭貨

６号土壙 A―２G ○→１井／２
壙

円形ヵ ほぼ直上 （１１５）×（８２）３３ 暗灰褐色／
含 T ◎ LR
◎、C、LB、
BBR 締良

７号土壙 B―１G ６８壙→○／P 楕円形 ほぼ直上 １８０×１２５ ９ 暗灰褐色 かわらけ／銭貨／歯５／骨 墓壙
８号土壙 A―１G なし 円形 ゆるやか 径１２５ １２ 暗灰褐色／

含LR、LB、
CR △ 、SR
△ 締悪

かわらけ／焙烙／在地擂鉢／スラグ１５g １６c~

９号土壙 欠番 ５５井へ振替
１０号土壙 B―３G ○→５５井／P 楕円形 ゆるやか （１１２）×７４ ９５ 暗灰褐色
１１号土壙 B―３G １２壙 円形 ゆるやか （７０）×６６ １４ 暗灰褐色 瀬美小壺＝１５c末～１６c前／在地擂鉢／

かわらけ／石臼（１２壙と一括）
１２号土壙 B―３G １１・２８壙 長方形 ほぼ直上 １６０×８０ １２ 暗灰褐色 瀬美小壺＝１５c末～１６c前／在地擂鉢／

かわらけ／石臼（１１壙と一括）
１３号土壙 B―１G １４壙 長方形 ほぼ直上 １９４×１００ １４ 暗灰褐色／

含T、LR◎、
C、SR、BBR
締良

１４号土壙 B―１G １３壙 円形 ゆるやか 径９０ １０ 暗灰褐色
１５号土壙 B―１・２

G
４井→○ 不整方形 ほぼ直上 ２５０×２５４ ☆２４ 暗灰褐色／

含C◎、CR
◎、T、SR、
LB 締良

瀬美（天目＝１６c後・志野丸皿＝１６c末
～１７c初）／肥前向付＝１６c末～１７c前／
かわらけ／釘（角）／小柄／銭貨

１６c後～１８c

１６号土壙 B―２G １５壙 長方形 ほぼ直上 （１２５）×（６６）１８ 暗灰褐色／
含C◎、CR
◎、T、SR、
LB 締良

１７号土壙 B―１G なし 長方形 ゆるやか １１８×８０ ２０ 灰 褐 色／含
SR、C、LR

骨が層状に出土 火葬墓

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１３表 遺構一覧表６



－１０４－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

１８号土壙 A·B―２
G

P 長方形 ほぼ直上 １００×８４ ２４ 暗灰褐色／
含T、LB◎
C、SR、LR、
FER ボロ
ボロ 堅緻

～１８c

１９号土壙 欠番 ５６井へ振替
２０号土壙 欠番 ５７井へ振替
２１号土壙 欠番 ５８井へ振替
２２号土壙 A―１G ７３壙 楕円形 ゆるやか １２０×１００ ☆１５ 暗灰褐色／

含 T ◎ 、
FER、LB、
LR、C △ 、
SR 締良

２３号土壙 C―１G １溝 円形 直上 径５６ ３０ 暗灰褐色ヵ かわらけ
２４号土壙 A―１・２

G
なし 長方形 ゆるやか ３２２×（１５４） ☆２０ 暗灰褐色 重複ヵ

２５号土壙 C―３G ３４壙 不明 不明 範囲４８×４２ 不明 C、S 焼骨／炭化物（炭化材） 火葬墓ヵ
２次埋葬

２６号土壙 B―３G なし 円形ヵ ほぼ直上 径９６ １０ 暗灰褐色
２７号土壙 B―３G 長方形 ゆるやか （２３６）×１０８ ７ ２基重複
２７a号土壙 B―３G ２７b壙 隅丸長方

形
ゆるやか （２３６）×６７ ７ 暗灰褐色

２７b号土壙 B―３G ２７a壙 長方形 ゆるやか （１０８）×（４３）６ 暗灰褐色
２８号土壙 B―２G １２・６７・７７壙 長方形 ほぼ直上 （２５５）×７５ １４ 暗灰褐色
２９号土壙 B―２G １溝 長方形 ほぼ直上 ２３８×１０４ ☆２２ 暗灰褐色／

含LB 、LR
◎ 締良

３０号土壙 B―３・４
G、C―４
G

？３１壙→○ 長方形 ほぼ直上 ３８２×７５ １２ 暗灰褐色／
含 LB △ 、
LR▲ 締
やや良

瀬美総織部向付＝１７c初／磨石 １７c初～

３１号土壙 C―３G ？○→３０壙 長方形 ゆるやか （２１６）×９８ ４ 暗灰褐色 釘（角）／銭貨
３２号土壙 B―４G なし 方形ヵ ほぼ直上 ８３×（３５） ☆３２ 暗 褐 色／含

T◎、SR、C
△ 堅緻

３３号土壙 A―１G ４溝 長方形 ほぼ直上 （２３２）×（１２６）１６ 暗灰褐色／
含T 、LR 、
LB、SR△、
FE 、BBR
締良

かわらけ ～１８c

３４号土壙 C―３G ○→P ／２５
壙

長方形 ほぼ直上 ２６０×９０ １０ 焼骨

３５号土壙 B·C―３
G

P 長方形 不明 １５８×１１５ 不明 暗灰褐色

３６号土壙 B·C―３
G

３７壙 長方形 ほぼ直上 （９８）×４０ １０ 暗灰褐色

３７号土壙 B―３G ３６壙 不整形 ほぼ直上 １０４×７６ ２０ 暗灰褐色
３８号土壙 C―３G ３９壙 楕円形 不明 （５０）×４５ ３ 暗灰褐色
３９号土壙 C―３G ３８壙 円形 不明 径５０ ３ 暗灰褐色
４０号土壙 欠番
４１号土壙 欠番
４２号土壙 C―３G なし 長方形 ゆるやか １６２×６６ ８ 暗灰褐色
４３号土壙 C―３G なし 楕円形 ほぼ直上 １０３×８２ ８ 暗灰褐色 ピットの重複ヵ
４４号土壙 欠番 ５９井へ振替
４５号土壙 D―３G １溝→○ 長方形 ゆるやか １８５×１１８ １６ 暗灰褐色
４６号土壙 D―３G １溝→○ 長方形 ゆるやか １５０×７８ １２ 暗灰褐色 瀬美腰折皿＝１５c後／かわらけ １５c後～ 墓壙 供献ヵ
４７号土壙 C―４G なし 長方形 ほぼ直上 １０７×８２ ☆６２ 暗灰褐色／

含LB、灰色
土B、C△、
LR 、FE
締良

瀬美丸皿＝１６c後 １６c後～

４８号土壙 欠番
４９号土壙 C―４G １３井 長方形 ほぼ直上 １５０×８５ ☆１５ 暗灰褐色／

含LR◎
T▲ 締良

５０号土壙 C―４G ６溝 長方形 ゆるやか （２２５）×（６０）６ 暗灰褐色

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１４表 遺構一覧表７



－１０５－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

５１号土壙 C―１G ９溝→○→
７２壙／２３井

長方形 ほぼ直上 ３８０×２００ １３４ 暗灰褐色／
含 LR 、FE
△、C 締
良 最下層
に植物遺存
体層

在地片口鉢＝１４c前／かわらけ／銭貨／
磨石／骨／粉挽臼／瓢箪ヵ１００／桃の種９

１４c前～

５２号土壙 B―３G １溝→○ 長方形ヵ ゆるやか （１７２）×（７５）５ 暗灰褐色
５３号土壙 B―３G 不明 不整形 不明 （１９０）×６５ 不明 不明 ピットの重複ヵ
５４号土壙 B―３G ７８壙 長方形 ゆるやか １５２×８５ １４ 暗灰褐色／

含LR、白色
粘 土R◎、
CR、T、SR
締良

～１８c

５５号土壙 C―３G １溝→○／６６
壙

楕円形 ほぼ直上 ７７×６３ １８ 暗灰褐色／
含LR△、T
▲ 締良

～１８c

５６号土壙 C―３G １溝→○ 楕円形 ほぼ直上 ８３×６４ １９ 暗灰褐色／
含LR△、C
▲ 締良

５７号土壙 A―０G ○→４溝 方形 ほぼ直上 ８２×（４６） ５６
K―７５

暗灰褐色

５８号土壙 D―４G １溝→○ 楕円形 ほぼ直上 ８２×５６ ９ 暗灰褐色
５９号土壙 D―４G １溝→○／４６

壙
長方形 ほぼ直上 （９１）×５７ ３３ 暗灰褐色

６０号土壙 欠番
６１号土壙 D―３G ３溝→６１壙 長方形ヵ ゆるやか （１４２）×８０ １６
６２号土壙 B―２G なし 長方形 ほぼ直上 １６４×８６ ☆１８ 暗 褐 色／含

LB 、LR 、
CR、T 締良

～１８c

６３号土壙 A·Z―１
G

なし 円形 ほぼ直上 径８３ １４ 灰 褐 色／含
LB 、LR 、
FE 粘有

板碑

６４号土壙 欠番
６５号土壙 Z―１G ４・５溝、２０井

→○→７溝
長方形ヵ ほぼ直上 （３７０）×２７８ ２２

６６号土壙 C·D―３
G

１溝→○／５５
壙

長方形 ほぼ直上 ３３８×（８０） １４
K―３２

暗灰褐色／
含 LB ◎ 、
LR△、T▲
締良

かわらけ／茶臼 ～１８c

６７号土壙 B―２G ２０井、２８壙 長方形 ほぼ直上 ２６４×１２０ ２２ 暗灰褐色／
含 LR ◎ 、
LB、S、CR
締良

６８号土壙 B―１G ○→７壙／１
溝

長方形 ほぼ直上 １３４×７８ ９ 暗灰褐色

６９号土壙 欠番 ６０井へ振替
７０号土壙 B―２G ７１壙 円形 ほぼ直上 径１２８ １２ 暗灰褐色／

含LB、CR、
C△

銭貨

７１号土壙 C―２G ７０壙 長方形 ほぼ直上 ２８８×１１０ １７ 暗灰褐色
７２号土壙 C―１G ５１壙→○ 楕円形 ほぼ直上 １７８×１２８ ☆２２ 暗灰褐色 瀬美天目＝１４c後／砥石／スラグ３５g １４c後～

７３号土壙 B―２G ２２井 長方形 ゆるやか （７０）×８０ １２ 暗灰褐色／
含LB 、LR
◎ 、C 、SR
締良

磨石

７４号土壙 C―４G なし 長方形 不明 ６５×４２ １０ 暗灰褐色 炭化物
７５号土壙 A―１G なし 不整長方

形
不明 １０２×４４ １３ 暗灰褐色 SB／炭化物（下層に◎）／焼骨片

７６号土壙 Z―１G ３０井→○ 長方形 ほぼ直上 （４０６）×１９８ ☆１１０ 暗灰褐色／
含T◎、FER
◎、LR、LB
△、C、BBR
締良

瀬美茶入＝１４c後～１５c後／鞴の羽口／
砥 石／骨（馬ヵ）／スラグ（椀 形 鉱 滓）
１，４６５g

１４c後～１８c 中 位 にLB
層

７７号土壙 B―３G ２８壙、P 円形ヵ ほぼ直上 （１０８）×（７８）１１ 暗灰褐色

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１５表 遺構一覧表８



－１０６－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

７８号土壙 B―３G ５４壙 隅丸長方
形ヵ

ゆるやか
ヵ

（２２８）×８０ １２ 暗灰褐色／
含LB、LR、
CR△、白色
粘 土R 締
良

７９号土壙 B―２G ６０井、P 楕円形 ほぼ直上 ９６×（５０） ４０ 暗灰褐色
８０号土壙 C―１G ３溝 隅丸長方

形
不明 （４２２）×（８０）８０ 暗灰褐色 在地甕／かわらけ／板碑／スラグ１１５g

８１号土壙 欠番
８２号土壙 Z―０G なし 円形ヵ ゆるやか （１０７）×（５８）１５ 暗灰褐色 焙烙 １６c～

８３号土壙 E―５G １１溝→○／１
堀

隅丸長方
形

ゆるやか ２８８×１２８ ３０
K―８０

暗灰褐色

８４号土壙 欠番 ６１井へ振替
８５号土壙 欠番 １３―４溝へ振

替
８６号土壙 欠番 １３―３溝へ振

替
８７号土壙 欠番 １３ー２溝 へ

振替
８８号土壙 E―５G １堀、１１溝 長方形ヵ ほぼ直上 （９０）×（６８）（５２） 暗灰褐色
８９号土壙 E―５G ○→１１溝 不整長方

形
ほぼ直上 （１９２）×１００ ４０

K―１５３
暗灰褐色

９０号土壙 E―６G ？○→２１溝 楕円形 ほぼ直上 １０８×８２ １１ 暗灰褐色／
含LR、黒色
土R△、軟
度低

銭貨／骨／歯 墓壙

９１号土壙 E―６G P 円形 ゆるやか 径１１０ １０ 暗灰褐色／
含LR 、LB
△、締悪

９２号土壙 欠番 ピットの重複
９３号土壙 F―６G ９４壙→○ 長方形 ほぼ直上 １００×７５ １３ 暗灰褐色／

含LR、C、S
▲ 締良

かわらけ／銭貨／頭骨／歯 墓壙

９４号土壙 F―６G ○→９３壙、
P

長方形 ほぼ直上 ３４６×１１０ １０ 暗灰褐色／
含LR 、LB
◎、C、S▲
締良

９５号土壙 F―６G ９４壙 不整方形 ゆるやか ２５２×（２００） １２ 暗灰褐色／
含LR△、C、
S▲ 締 良
堅緻

磨石／スラグ１０g

９６号土壙 F―７G なし 長方形 ほぼ直上 １８２×１１４ ２２ 暗灰褐色／
含LR 、LB
◎ 締良

９７号土壙 E·F―７
G

なし 長方形 ゆるやか １０４×６６ １３ 暗灰褐色／
含T、C、LR
▲ 締良
堅緻

スラグ２g ～１８c

９８号土壙 F―７G ９９壙 楕円形 ゆるやか １４５×７６ ９ 暗灰褐色／
含LR 、LB

（ソフト）△、
S▲ 締良

９９号土壙 F―７G ９８壙 楕円形 ほぼ直上 ９０×６９ ３０ 暗灰褐色
１００号土壙 F―７G １０６・１０７壙

→○／９９壙
長方形 直上 ４２０×２１８ ☆４４ 暗灰褐色／

含LB☆
ボロボロ
下層 灰色
粘土、C

かわらけ／銭貨

１０１号土壙 F―６G ○→３０溝 楕円形 ゆるやか （１５８）×８８ ４ 暗灰褐色／
含LB（ソ フ
ト）△ 軟質

１０２号土壙 C―４・５
G

１９b溝 長方形 ゆるやか （２１０）×１２０ ２８ 暗灰褐色

１０３号土壙 E―６G ２１溝、１５１壙 楕円形 ほぼ直上 （１４２）×６０ ３８ 暗灰褐色 板碑

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１６表 遺構一覧表９



－１０７－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

１０４号土壙 F―７G ○→１１１壙／
１０５壙

長方形 ほぼ直上 ３０８×１４０ ３０ 暗灰褐色／
含LR 、LB
◎ 締悪

かわらけ

１０５号土壙 F―６G ○→３２溝／
１０４壙

長方形 ゆるやか （３０６）×１１０ １０ 暗灰褐色／
含灰黒色土
R、LR、SRB
△ 軟質

１０６号土壙 E―７G １００壙 長方形 ほぼ直上 ３６６×１００ １２ 暗灰褐色／
含 LB △ 、
LR、S▲
締良

１０７号土壙 F―７G ○ →１００・
１１３壙

長方形 ほぼ直上 （４３６）×１３８ １９ 暗 灰 色／含
LR、LB△、
C、灰 褐 色
土B△ 締良

かわらけ／スラグ１５g

１０８号土壙 F―９G １５８・１５９壙
→○

隅丸長方
形

ほぼ直上 ３０５×５０ １６ LB層

１０９号土壙 F―７G ３１・３２溝 隅丸長方
形

ほぼ直上 ３２３×１０５ １２ 暗灰褐色／
含LR△、C、
S▲ 締良

１１０号土壙 G―６・７
G

なし 長方形 ほぼ直上 ７６８×（１２０） ３１ 暗灰褐色／
含LB◎、C
△ 締良
単純層

瀬美天目＝１６c末～１７c初／かわらけ １６c末～

１１１号土壙 F―７G １０４壙→○ 長方形 ほぼ直上 １９２×６６ ２５ 暗灰褐色／
含LB◎、C
▲ 締良

１１２号土壙 F―７G ２８溝 円形ヵ ゆるやか （２００）×（１１４）８ 暗灰褐色 かわらけ
１１３号土壙 F―７G ２８溝、１０７壙

→○
環状形 ほぼ直上 外径 ２５０

内径 ８３
１７ 暗 灰 色／含

LB、LR △
締良

かわらけ 環状に巡る
土壙

１１４号土壙 G―７G １１５壙 長方形 ゆるやか ２００×８８ ８ 暗 灰 色／含
LR、T△
締良

瀬美折縁皿＝１６c後 １６c後～

１１５号土壙 G―７G １１４壙 長方形 ゆるやか （２１０）×５８ ８ 暗 灰 色／含
C、LR 、灰
白色土 締悪

１１６号土壙 F―７・８
G

３４井 円形 ほぼ直上 径１２０ １４ 暗灰褐色／
含LB 、LR
◎ 締良

１１７号土壙 F―８G １１８→○／２７
溝

長方形 ゆるやか ４２０×７８ ８ 暗灰褐色／
含C、T△
締良

１１８号土壙 F―８G １１９壙→○
→１１７壙

長方形 ほぼ直上 ２４０×７７ １８ 暗灰褐色／
含LR、T、C
△ 締良

１１９号土壙 F―８G ○→１１８壙 隅丸長方
形

ゆるやか （１５４）×１０２ １０ 暗灰褐色／
含C、T▲
締良

１２０号土壙 F―８G ○→１２１壙 長方形 ほぼ直上 （２４５）×１０４ １４ 暗灰褐色／
含LR、LB、
T△ 締良

かわらけ／銭貨

１２１号土壙 F―８G １２０壙→○ 長方形 ほぼ直上 ２３０×９６ １８ 暗灰褐色／
含 LR 、S

（中量）締良
１２２号土壙 G―８G １２３壙 長方形 ほぼ直上 １１０×（８５） １０ 暗灰褐色／

含LB 、LR
△ 締良

瀬美丸皿＝１６c後 １６c後～

１２３号土壙 G―８G ４１井、１２２壙 長方形 ゆるやか （２３２）×７８ ６ 暗灰褐色／
含LR、S▲
締良

１２４号土壙 F―８G １２３壙 隅丸長方
形

ゆるやか （１２８）×８４ ６ 暗灰褐色／
含LB 、LR
△ 締良

１２５号土壙 G―７・８
G

P→１２５壙 長方形 ほぼ直上 （２９４）×７８ １４ 暗灰褐色／
含LR、C、S
△ T▲
締良

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１７表 遺構一覧表１０



－１０８－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

１２６号土壙 F―８G １２７壙→○ 円形 ほぼ直上 径８５ ３０ 暗灰褐色／
含LR、T△
締良

１２７号土壙 F―８G ○→１２６壙 長方形 ほぼ直上 （２００）×１１２ １０ 暗灰褐色／
含LR 、LB
△ 締良
LB層

棒状鉄製品（角）

１２８号土壙 E·F―８
G、E―９
G

なし 隅丸長方
形

ほぼ直上 ２００×６６ １４ 暗灰褐色／
含LR、C▲
締良

１２９号土壙 H―９G ピット重複
○→P

長方形 ゆるやか （８０）×７８ ９ 暗灰褐色／
含LR 、LB
△、SR、SB、
灰色土B△
締良

小柄

１３０号土壙 H―８・９
G

○→P 長方形 ほぼ直上 ２６６×８８ １２ 暗灰褐色／
含LR 、LB
△ 締悪

１３１号土壙 H―８・９
G

P→○ 長方形 ほぼ直上 ２５０×８６ １９ 暗灰褐色／
含LR、LB、
C△ 締 良
下層に灰色
粘土

かわらけ ピット深く杭
列ヵ

１３２号土壙 G―８G １３２壙→P 隅丸長方
形

ほぼ直上 ２４６×１００ ２２ 暗灰褐色／
含LR 、LB
◎ C△
締良

瀬美端反皿＝１５c末～１６c前／初山香
炉＝１６c後

１５c末～

１３３号土壙 G―８G なし 長方形 ほぼ直上 ３３０×１０６ １０ 暗灰褐色／
含LB△
LR△ 締
普通

在地擂鉢

１３４号土壙 G―８・９
G

なし 長方形 ほぼ直上 ２７８×９０ ３４ 暗灰褐色／
含LB、LR、
C△ 締 良
底面漸移層、
LB

かわらけ／銭貨

１３５号土壙 G―８G １３８壙→１３５
壙

長方形 ほぼ直上 ３１４×１０８ １４ 暗灰褐色／
含LB△、C、
LR▲ 締良

かわらけ

１３６号土壙 G―９G なし 隅丸長方
形

ほぼ直上 ３１８×８０ １８ 暗灰褐色／
含LB、LR、
C△ 締良

かわらけ／銭貨／砥石

１３７号土壙 G·H―８
G

１３８壙→○ 長方形 ほぼ直上 ２００×６７ ３５ 暗灰褐色／
含万LB◎、
C、S△ 締良

銭貨

１３８号土壙 G―８G ○ →１３５・
１３７壙

円形 ほぼ直上 径９０ ３０ 暗灰褐色／
含灰色土B
△

１３９号土壙 G―９G １６２・１６７壙 長方形 ほぼ直上 （１９４）×７０ １８ 暗灰褐色
１４０号土壙 F―９G ○→１４１壙 円形 ほぼ直上 径１４０ １４ 暗灰褐色／

含LR、LB、
C、S▲ 締良

１４１号土壙 F―９G １４０壙→○ 長方形 ほぼ直上 ３１８×９０ １２ 暗灰褐色／
含LB 、LR
△、C、S▲
締良

在地擂鉢

１４２号土壙 欠番 ピットの重複
１４３号土壙 欠番
１４４号土壙 G―９G １５９壙 長方形 ほぼ直上 （１３５）×９８ ２０ 暗灰褐色／

含LB◎
LR△ 締良

１４５号土壙 G―７G ２８壙→○ 長方形 ゆるやか （２１４）×（７５）２０ 暗灰褐色／
含灰色土B·
R ◎ LR
△ 締良

焙烙 １６c～

１４６号土壙 F―７G ２８溝 円形ヵ ゆるやか （１２６）×（７０）１０ 暗灰褐色
１４７a号土壙 G―９G １４７b・１６４壙 長方形 ほぼ直上 ３８６×８４ ２７ 暗灰褐色
１４７b号土壙 G―９G １４７a·c・１６１

壙
長方形 ほぼ直上 ４８０×８９ ２７ 暗灰褐色

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１８表 遺構一覧表１１



－１０９－

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（㎝） 深さ
（㎝） 覆土 出土遺物 年代 備考

１４７c号土壙 G―９G １４７b壙 長方形ヵ ほぼ直上 ３０８×（８２） ２８ 暗灰褐色 砥石
１４８号土壙 E―８G なし 円形ヵ ほぼ直上 径８５ ２２ 含白色粘土
１４９号土壙 F―８G ○→１５０壙／

３４溝
長方形 ほぼ直上 ２１０×８２ ３２ 暗灰褐色 中国口禿皿＝１３c～１４c／かわらけ／在

地擂鉢
１３c～

１５０号土壙 F―８G １４９・１５６壙
→○

長方形 ほぼ直上 （１３０）×７０ １８ 暗灰褐色

１５１号土壙 E―６G ２０・２７溝 、
１０３壙

長方形 ほぼ直上 （２０２）×８４ ４０ 暗灰褐色

１５２号土壙 欠番
１５３号土壙 H―９G なし 長方形 ほぼ直上 （４４０）×（４８）１４ 暗灰褐色
１５４号土壙 F―９G １４０壙 方形ヵ ほぼ直上 （２４３）×２３６ １４ 暗灰褐色
１５５号土壙 F―８G ２７溝 長方形 ゆるやか ３６７×（９２） １０ 暗灰褐色
１５６号土壙 F―８G ○→１５０壙／

３４溝
長方形 ほぼ直上 （１３０）×８０ １０ 暗灰褐色

１５７号土壙 F―８G ５３井 長方形 不明 （１９４）×（２６）３ 暗灰褐色
１５８号土壙 F―９G ○→１０８壙／

１５９壙
長方形 ほぼ直上 （２１５）×１２０ １８ 暗灰褐色

１５９号土壙 F―９G、
G―８・９
G

○→１０８壙／
１５８壙、４６井

長方形 ほぼ直上 （３０８）×１７０ ２１ 暗灰褐色

１６０号土壙 G―９G なし 長方形 ほぼ直上 （２７０）×１０５ ３０ 暗灰褐色
１６１号土壙 G―９G １４７b壙 長方形 不明 （８０）×７０ ７ 暗灰褐色
１６２号土壙 G―９G １３９・１６５壙 長方形 ゆるやか （１６０）×６７ ７ 暗灰褐色
１６３号土壙 G―９G なし 長方形 ほぼ直上 （１００）×７５ １５ 暗灰褐色
１６４号土壙 G―９G １４７a壙 長方形 ほぼ直上 ２０８×８２ １４ 暗灰褐色
１６５号土壙 G―９G なし 長方形 ほぼ直上 ２７０×１００ ８ 暗灰褐色
１６６号土壙 F―９G １６７壙 長方形 ほぼ直上 （２００）×１７０ １４ 暗灰褐色
１６７号土壙 G―９G １３９・１６６壙 長方形 ゆるやか （１１２）×１２０ ２２ 暗灰褐色
かわらけ集
中１

G―９G 範囲
１５２×７６

土段 E―６G 不整形 ほぼ直上 １６８×１４８ ☆７４ 暗灰褐色／
含 LR ◎ 、
FE△、C▲
締良

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ロ－ム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１９表 遺構一覧表１２



多2次

KB6
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KB7 KB8

多3次 騎武2次 KB4

0 1/2 5cm 0 1/1 2cm
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第Ⅴ章 出土遺物補遺
多２次 煙管の雁首（１）と吸口（２）が出土した。
多３次 銅製の簪（３）が出土した。
騎武２次 銅製の小柄（４）が出土した。
KB４区 鉄製の銭貨（５）が１壙から、他に１壙

から鉄銭２枚、銅銭７枚が出土している。

KB６区 １溝から板碑（６）が出土した。
KB７区 板碑（７）が出土した。
KB８区 磨耗痕のある板碑（８・９）が出土した。
KB９区 枠線が見られる板碑（１０）が出土した。

図№ 遺物名 材質 調査名 出土地点 長さ 幅 厚さ
（高さ） 遺物 ID 備考

１ 煙管（雁首） 銅 多２次 一括 ４．２ １．６５ １．６ ０００２―０００２
２ 煙管（吸口） 銅 多２次 №１１０ ４．１ １．０５ － ０００２―０００１
３ 簪 銅 多３次 Ⅲ層 ９．１ ０．９ － ０００３―０００３
４ 小柄 銅 騎武２次 №８ （４．５５） １．４ ０．４５ ０００２―０００１
５ 銭貨 鉄 KB４ １壙№６８０ ２．１ ０．１ ０００４―００３９
６ 板碑 KB６ １溝№３３０
７ 板碑 KB７ E―６G №５１
８ 板碑 KB８ C―４G №１４６
９ 板碑 KB８ B―３G №
１０ 板碑 KB９ 一括

第６８図 補遺

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm

第２０表 補遺一覧表

－１１０－



第Ⅵ章 科学調査
騎西城武家屋敷跡出土の金粒子付着遺物の科学調査について

国立科学博物館 沓名 貴彦

はじめに
近年、筆者らの調査により騎西城武家屋敷跡の各

地点から金や銀が付着した遺物が、数多く確認され
ている１）。他にも種類の異なる金貨が３点出土する
など、騎西城武家屋敷跡では非鉄金属生産に関する
遺物が多数出土しており、非常に興味深い遺跡とい
える２）。

平成元年までの調査により KB１０区において、非
鉄金属生産に関連する遺物が出土している。その詳
細調査により、中世末から近世初頭における金生産
に関する新たな知見が得られる可能性が高いと考え
られたため、詳細な科学調査を実施した。

以下に、その調査結果について報告する。

１．調査資料
騎西城武家屋敷跡 KB１０区出土土器片 ９点

（土－４０５・４０８・４１９・８６０～８６４・８７１）以下「土－」
を省略する

２．調査内容
今回実施した調査内容を下記に示す。

○エックス線透過撮影による遺物への重元素の付着
状態調査

遺物表面への金粒子やその他重元素類の付着状
況の可視化を目的に実施した。

・使用装置（山梨県立博物館設置）
デジタルエックス線撮影システム（エクスロン・
インターナショナル㈱製）

・撮影条件
管電圧：１６０kV 管電流：４．０mA

○顕微鏡による詳細観察（国立科学博物館設置）
実体顕微鏡を用いて遺物表面の詳細な観察を行

った。

○蛍光エックス線分析による付着元素類の非破壊定
性分析
蛍光エックス線分析による非破壊定性分析を、金
粒子部分や各付着物に対し実施した。

・使用機器（国立科学博物館設置）
エネルギー分散型蛍光エックス線分析装置
ORBIS PC（AMETEK ㈱製）

・分析条件
管電圧：５０kV 管電流：２５０µA
照射面積：１．直径２．０mm、２．直径０．０３mm
照射時間：１００sec 分析環境：大気中

○エックス線マイクロアナライザー付電子顕微鏡
（SEM-EDX）による非破壊定性分析

遺物の一部についてより詳細な付着元素状態の確
認のため、マッピング分析を行った。

・使用機器（福岡市埋蔵文化財センター設置）
環境制御走査型電子顕微鏡 Quanta２５０FEG（FEI
㈱製）
エックス線マイクロアナライザー Octane Pro
（AMETEK ㈱製）

・分析条件
加速電圧：３０kV 分析環境：３０Pa

３．調査結果
○エックス線透過撮影による遺物への重元素の付着
状態調査（口絵１）
口絵１に、各遺物の可視（a）とエックス線（b）

による画像を示す。
エックス線画像でみられる黒色部分は、エックス

線を透過しない部分であり、金属粒子や重元素の付
着によるものと考えられる。エックス線画像（b）
では遺物の幾つかで黒色部や土器胎土とは異なる灰
色部が確認された。

科学調査
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○顕微鏡による詳細観察（口絵１）
エックス線透過画像を元に黒色部を詳細観察した

ところ、金属粒子などを確認した。しかし、他の遺
物でも顕微鏡で詳細観察を行うと微細金粒子を確認
し、（b）で特徴的な黒色や灰色部がみられない遺
物全てで金粒子を確認している。口絵１（c）～（e）
には、それら顕微鏡画像の一部を示す。（c）は４０５
の金粒子が多量に付着する様子であり、（d）は４１９
の大型金粒子を含む部分が付着する様子、（e）は
小型坩堝８７１の中央部に熔融物と共に金粒子が付着
する様子である。

○蛍光エックス線分析による金属粒子付着部分の定
性分析（第６９図）
各遺物について、金属粒子が確認した部分を中心

に蛍光エックス線分析を実施した。
第２１表に各遺物の金属粒子を中心の分析で確認し

た金属元素類についてまとめた。また、一部の遺物
についての螢光エックス線分析結果（スペクトルデ
ータ）を、第６９図に示す。

（a）は４０５の金付着部、（b）は４０８の銅付着部を
直径２．０mm の範囲で分析を行っている。（c）では
４１９の金付着部について、直径２．０mm（c－１）と直
径０．０３mm（c－２）と照射範囲を変えて行い、金粒
子を含む全体と金粒子での差異を比較した。

（a）では、Au,Ag,Cu 以外 Zn が特徴的に確認さ
れた。（b）では Cu,Pb が確認され、Sn はほとん
ど見られなかった。（c－１）では Au,Ag,Cu 以外
に Pb を確認した。（c－２）の金粒子部分では、Au
が強いピークで Cu は弱く、Ag はわずかに確認さ
れた。
※Au（金）Ag（銀）Cu（銅）Zn（亜鉛）Pb（鉛）

○SEM-EDXによるマッピング分析

（a）（土－４０５）金付着部 （b）（土－４０８）銅付着部

（c－１）（土－４１９）金付着部 直径２mm （c－２）（土－４１９）金付着部 直径０．０３mm

第６９図 各遺物の蛍光エックス線分析結果
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口絵２－１に４０５、－２に４１９における金粒子付着
部分について SEM-EDX でマッピング分析を行っ
た結果を示す。SEM 画像の（a）二次電子像は遺物
の表面状態の観察に使用し、（b）反射電子像は重
元素ほど白く見える傾向のため、表面の元素組成状
態や部分状態の確認に使用する。

４０５では、金粒子が遺物全体に付着する様子が
（b）反射電子像で白色粒子として全体に付着する
状況としてみられた。（c）マッピング分析におい
て、金粒子部分には Au,Ag 以外に Cu が含まれるこ
とが確認され、更に Cu は金粒子周辺部にも付着が
みられた。併せて、Zn が Cu とは一部異なる様相
で遺物表面に付着する状況が確認された。４１９では、
金粒子の付着と共に土器表面に重元素の付着による
コントラストが（b）反射電子像で得られ、（c）マ
ッピング分析からその部分には Pb が付着すること
が確認された。また金粒子は Au,Ag が中心で Cu は
含まれず、Cu と Pb は似た傾向で土器表面に分布
することが確認された。

４．考 察
今回の調査から KB１０区出土遺物８点に金粒子、

１点は銅合金粒子の付着を確認した。口絵１（b）
のエックス線透過画像では金属粒子による黒点の確
認以外には、重元素などの付着は強くは見られなか
ったが、一部では胎土とは異なる灰色部がみられる
ことから、何らかの物質の付着が考えられた。蛍光
エックス線分析により、第６９図にみられるように４０５
には金粒子と共に Zn（亜鉛）が確認され、SEM-EDX
のマッピング分析（口絵２－１（c））においても Zn
と Cu は一部異なる分布状態が確認された。以上か
ら、鉱石由来の不純物（Zn）の多い金が持ち込ま
れ熔解が行われた可能性が考えられる。さらに、金
鉱石からの生産工程でも鉛を用いる灰吹法は使用さ
れず、熔解により不純物の分離除去が行われた可能
性が高く、その際に分離されなかった Zn が土器に
付着した可能性が考えられた。

また、４１９では蛍光エックス線分析により Pb（鉛）
が確認されており、SEM-EDX のマッピング分析
でも Cu と Pb が似た分布が見られることから、Pb

は金の精錬由来のものではなく Cu 合金に含まれる
ものとみられ、金と銅（Cu-Pb 合金）の合金を製
造していた可能性が考えられる。さらに４１９の金粒
子には Cu がマッピング分析でみられないことから、
砂金由来の金を用いて合金を生産していると考えら
れる。

第２１表中の他の遺物では、Au,Ag,Cu 以外に前述
のような元素は確認されていないため、基本的に金
の熔解や合金に使用されたものとみられ、特に８６０
はほとんど金であることから砂金の熔解であり、他
では Au,Cu を確認するもの、Au,Ag,Cu のものなど
差が見られる。この当時、金・銀・銅を分離する事
は難しく、砂金では基本的に金と銀の合金もしくは
金主体のため、銅は色味や硬さのため添加されたも
のと考えられる。

騎西城武家屋敷跡の他地点では、銀粒子と金粒子
が同一遺物内で確認されたものが確認されており、
金銀合金の生産に使用されていたことが考えられ、
今回の遺物からも多様な非鉄金属生産がみえている。
今回山梨以外では初めて確認された金鉱石由来とみ
られる金の入手元となる鉱山の情報や、これら遺物
を用いてどの様な金工品が生産されていたかは不明
であり、今後の調査に期待したい。

今回分析機器の使用を快諾頂いた、福岡市埋蔵文
化財センターと山梨県立博物館に深く感謝致します。

参考文献
１）「騎西城武家屋敷跡出土の金粒子付着かわらけ

について」加須市埋蔵文化財調査報告書第５集『騎
西城武家屋敷跡第４～６・１０～１２・４６・４７・５３～
５６次調査』、加須市教育委員会 ２０１３

２）「騎西城武家屋敷跡第５０次１０号土壙出土金貨に
ついて」加須市埋蔵文化財調査報告書第７集『騎
西城武家屋敷跡 第２・３・８・９・５０・５１次調
査 騎西城跡第３・１２・１４・１５次調査 多賀谷氏
館跡第１～３次調査』加須市教育委員会 ２０１４
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地区 番号 確認元素 備考

KB１０

４０５ Au, Ag, Zn 金粒子
４０８ Cu,Pb
４１９ Au,Cu,Ag,Pb 金粒子
８６０ Au 金粒子
８６１ Au,Cu, Ag 金粒子
８６２ Au,Cu,Ag 金粒子
８６３ Au, Ag, Cu 金粒子
８６４ AuCu,Pb 金粒子
８７１ Au,Cu 金粒子

第２１表 金属生産関連遺物調査結果
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第Ⅶ章 まとめ
武家屋敷跡の西で北側に位置する。『武州騎西之

絵図』（１７世紀初頭の制作か。以下絵図）では武家
屋敷を東西に貫く主要路の北にあり、南区は「矢野
紋右衛門」「川添作太夫」「大久保左兵衛」屋敷地に、
北区は「御蔵屋舗」及びその南の堀周辺に相当する
（第７０図）。

○南区
１号溝は、南北方向に走行し南端で東西方向に走行
する４号溝と直角に接続する。北端では斜行する２６
号溝と接続し、さらに１２号溝に重複並行するようで
あれば、これまで想定していたとおり（塩野博編
２００１ ２００５）、堀が平面方形に巡る可能性がある。

１号溝の年代については、出土遺物の年代幅が古
瀬戸中期から肥前陶器等（１４世紀～１７世紀初め）と
広く、分布・レベルの分析を必要とする。肥前唐津
及び志戸呂・初山陶器（土－９２～９６／１６c 末～１７c
初）については覆土上層２０cm 内の出土であり後世
の掘り込み・埋没と考えられる。大窯２・３期の瀬
戸美濃陶器（土－８６・８９）は溝の外及び周縁で、確
認面上部の出土である。以上は除外できる。そのた
め覆土出土陶器は破片ではあるが、古瀬戸後期Ⅲ期
～大窯１期所産のものが主体となる。大窯１期のも
のは覆土上中位に見られる。以上により１号溝は１５
世紀末から１６世紀前半までにほぼ埋没したことが想
定される。ただし、１号溝を掘り込む４６号土壙に古
瀬戸後期Ⅳ新（１５世紀後半）の腰折皿が埋設されて
おり、その年代逆転が課題となる。

また、板碑に文安２年（１４４５）・延徳２年（１４９０）
銘が見られ、銭貨・五輪塔、甕や壺などの出土から、
当該期に墓域が存在したことも考えられる。

かわらけ及び焙烙の集中出土については、１号溝
覆土中位炭化物層上層を主体に、かわらけが南区北
端、焙烙は北寄りに集中して正位でほぼ平坦に出土
している。廃棄年代は周辺の陶器から１５世紀末～１６
世紀前半頃としておく。

○北区

２号堀と命名した障子堀が東西方向に走行して確
認された。絵図による御蔵屋舗と南に広がる武家屋
敷とを画するもので幅１０m を計る。複数列の溝によ
り構成され、城郭周辺で確認されているものに比較
し幅狭で、短い枡形のものがある。この障子堀の存
在により、『御蔵屋舗』を含む東に広がる一帯は争
乱時、戦略上重要なエリアで、城郭の最外縁、第７
番目の曲輪として機能していたものと思われる。

○金粒子付着土器
これまで、周辺の調査区第１３・１８・４９次調査区で

金粒子付着土器・金銀粒子付着土器片の出土を報告
したが、これは、KB１０区北区より出土した肉眼観
察ができる金粒子付着土器（土－８５９）の確認に始
まる。総数９点で顕微鏡等による観察では大量の金
粒子が付着するもので、KB１０区を含む周辺エリア
で、金加工が行われていたことを証明するものであ
る。

本報告では沓名氏により詳細な科学的分析（顕微
鏡及び蛍光エックス線分析、SEM-EDX によるマ
ッピング分析）による報告を賜った。素材及び生産
方法についての考察であるが、今後の他事例との比
較を含めて成果を期待したい。

生産遺構については１８・４９次調査区では、焼土や
磨石等の工房の存在を暗示する資料が出土している
が、１０区では残念ながら土器以外のものは確認され
ていない。周辺の未報告分の検討を合わせる必要が
ある。

以上のように課題を残すばかりであるが、今後、
５０次で出土した３点の金貨を含めて当区域の性格を
考えていきたい。

○金箔瓦
南区南東の B－１グリッドで遺構外であるが金箔を
施した軒瓦が出土している。騎西城跡唯一の出土例
である。蛍光エックス線分析により金以外に銀や銅
などは検出されておらず（未報告）、純金箔が表面
に施されていたものと思われる。文様名称は不明で

まとめ
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第７０図『絵図』との対照図
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あるが、歴代の騎西城主の家紋には見あたらない。
遺物の性格から、騎西城廃城までの所産と思われる。

遺構の変遷や出土遺物の検討については本報告に
おいて行いたいところであるが、時間の制約等によ
り残念ながら次の機会に譲りたい。

まとめ
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島村範久 ２００５ 「騎西（私市）城跡」『シンポジウム 埼玉の戦国時代 検証 比企の城』資料集 史跡を

活用した体験と学習の拠点形成事業実行委員会
２００５ 「騎西（私市）城跡」『戦国の城』
２００９ 「騎西城武家屋敷跡第４０次発掘調査報告書」騎西町遺跡調査会報告書第６集 騎西町遺跡調

査会
嶋村英之 ２０１１ 「騎西城武家屋敷跡第１７・２８・３５・３６・３９・４１・４３次調査」加須市埋蔵文化財調査報告書第

１集 加須市教育委員会
２０１２ 「騎西城武家屋敷跡第１３・１８・２５・３２・３３・３４・３８・４９次調査 騎西城跡第９・１０次調査」

加須市埋蔵文化財調査報告書第３集 加須市教育委員会
嶋村英之・嶋村薫

２００８ 「萩原遺跡第２・３・６・７次発掘調査」騎西町遺跡調査会報告書第３集 騎西町遺跡調査会
２０１３ 「騎西城武家屋敷跡第４～６・１０～１２・４６・４７・５３～５６次調査」加須市埋蔵文化財調査報告

書第５集 加須市教育委員会
２０１３ 「騎西城武家屋敷跡 KB４・５区 第１５・２６次調査－中近世編－」加須市埋蔵文化財調査報

告書第６集 加須市教育委員会
２０１４ 「騎西城武家屋敷跡第２・３・８・９・５０・５１次調査 騎西城跡第３・１２・１４・１５次調査

多賀谷氏館跡第１～３次調査」加須市埋蔵文化財調査報告書第７集 加須市教育委員会
２０１５ 「萩原遺跡第１・４・５次 中郷遺跡第１次 五番遺跡第３・４次 種垂城跡第１～５次

道智氏館跡第１次調査」加須市埋蔵文化財調査報告書第８集 加須市教育委員会
２０１６ 「騎西城武家屋敷跡 KB７・８・１１・１２区 第１６・２３次調査－中近世編－」加須市埋蔵文化

財調査報告書第９集 加須市教育委員会
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２０１７ 「騎西城武家屋敷跡 KB１０区調査－中近世編－ 遺物１」加須市埋蔵文化財調査報告書
第１０集 加須市教育委員会

嶋村英之・島村範久・嶋村薫
２０１１ 「騎西城武家屋敷跡 KB 大英寺・１・２区調査－中近世編－」加須市埋蔵文化財調査報告書

第２集 加須市教育委員会
２０１２ 「騎西城武家屋敷跡 KB３・６・９区 第１９・２０・２１・２９次調査－中近世編－」加須市埋蔵

文化財調査報告書第４集 加須市教育委員会
田中 信 １９９６ 「川越市内出土の中世土師器について－特に河越館跡および周辺出土を中心に－」『川越市

埋蔵文化財調査報告書（XI）』川越市教育委員会
２００５ 「山内上杉氏の土器（かわらけ）とは」『戦国の城』高志書院
２００５ 「出土遺物からみた山内上杉（越後上杉氏）の城・陣所」『シンポジウム 埼玉の戦国時代

検証 比企の城』資料集 史跡を活用した体験と学習の拠点形成事業実行委員会
２０１０ 「葛西城と扇谷上杉氏のかわらけ」『葛西城と古河公方足利義氏』雄山閣

塚田良道 １９８９ 「忍城跡の発掘調査」『行田市郷土博物館研究報告』Vol１行田市郷土博物館
中野晴久 １９９４ 「生産地における編年について」『全国シンポジウム中世常滑焼をおって』資料集

２００５ 「常滑・渥美窯」『陶磁器から見る静岡県の中世社会』菊川城館遺跡国指定記念シンポジウ
ム資料集

成瀬晃司 １９９７ 「江戸遺跡出土資料による磁器碗・皿の変遷－文様、銘款を中心に－」 東京大学埋蔵文化
財調査室研究紀要１ 『東京大学構内遺跡調査研究年報』１

服部実喜 ２００８ 「かわらけから見た北条氏の権力構造」『中世東国の世界３ 戦国大名北条氏』
藤澤良祐 １９８７ 「本業焼の研究（１）」 研究紀要Ⅵ 瀬戸市歴史民俗資料館

１９８８ 「本業焼の研究（２）」 研究紀要Ⅶ 瀬戸市歴史民俗資料館
１９８９ 「本業焼の研究（３）」 研究紀要Ⅷ 瀬戸市歴史民俗資料館
２００２ 「瀬戸・美濃大窯の再検討」『財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要』第１０輯
２００８ 「中世瀬戸窯の編年」

堀内秀樹 １９９７ 「東京大学本郷構内の遺跡における年代的考察」 東京大学埋蔵文化財調査室研究紀要１『東
京大学構内遺跡調査研究年報』１

横田賢次郎・森田 勉 １９７８ 「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集』４

まとめ
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図版 1出土遺物１ 石製品類１
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図版 2 出土遺物２ 石製品類２
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図版 3出土遺物３ 石製品類３
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図版 4 出土遺物４ 石製品類４
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図版 5出土遺物５ 石製品類５
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図版 6 出土遺物６ 石製品類６
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図版 7出土遺物７ 石製品類７

３１４
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板碑１



図版 8 出土遺物８ 石製品類８
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図版 9出土遺物９ 石製品類９

３５８ ３６４

３６５ ３７２

板碑３



図版 10 遺構１

南側調査区 完掘（南から）

南側調査区 完掘（北から）



図版 11遺構２

北側調査区 完掘（南から）

北側調査区 中央南（西から）



図版 12 遺構３

北側調査区 中央北（西から）

北側調査区 北（西から）



図版 13遺構４

１号堀 完掘（東から）

１号堀 遺物出土（北から）



図版 14 遺構５

２号堀 完掘（東から）

１４‐１～１４‐３号溝 完掘（東から） １３‐１～１３‐５号溝 完掘（東から）



図版 15遺構６

１号溝 完掘（南から） 同（北から）

１・４号溝 接続部 完掘



図版 16 遺構７

４号溝 完掘（東から） 同（西から）

同 西半分 同 西端



図版 17遺構 8

１号溝 有穴球状石製品（石－１０６） 同 かわらけ出土（土－１０８～１１１）

同 遺物出土（北から） 同 遺物出土（南から）

同板碑出土（左から 石－３０９・３８１・未図化） 同 小柄（金－１９）



図版 18 遺構９

１号溝 かわらけ（土－１２５）・土玉？（未図化） 同 板碑（未図化）

同 炭化物層上層 遺物出土（ほうろく集中付近）

同 ほうろく（土‐２１９・２２６） 同 ほうろく（土－２２０）



図版 19遺構１０

１号溝 炭化物層上層 かわらけ（土－１５１） 同 かわらけ（土－１５２）

同 炭化物層上層 かわらけ集中

同 かわらけ 同 かわらけ



図版 20 遺構１１

１号溝 炭化物層下層
遺物出土（西から）

同（南から）

同 土釜（土－２７７） 同 鳶口壺（土－２８２）



図版 21遺構１２

１号溝 炭化物層下層 かわらけ（土－１３０・１３１） 同 土鍋（土－２４１）

４号溝 かわらけ（土－３１４） 同 かわらけ（土－３１３） 他

４号溝 西端 遺物出土



図版 22 遺構１３

４号溝 西端 かわらけ（土－８２３）

３号溝東側 完掘（南から）同 吹子の羽口（未図化）

３号溝北側 完掘（東から） ６号溝 完掘（西から）



図版 23遺構１４

１１号溝 完掘（東から） 同（西から）

１２号溝 完掘（東から） 同（西から）



図版 24 遺構１５

１３‐１～１３‐５号溝 完掘（東から） 同（西から）

１４‐１～１４‐３号溝 完掘（東から） 同（西から）



図版 25遺構１６

１４‐２号溝 かわらけ（土－３６３・３６４）

２５号溝 完掘
（南から）

２８号溝 完掘（西から）



図版 26 遺構１７

１号井戸 ほうろく（土－４２８） 同 完掘

２号井戸 完掘 ３号井戸 かわらけ（土－４３２・４３３）

３号井戸 完掘 ４号井戸 完掘

５号井戸 漆塗り小杯（木－３４） ５号井戸 完掘



図版 27遺構１８

７号井戸 完掘 ８号井戸 完掘

９号井戸 足掛
（南面）

同
（北面）

９号井戸 完掘 １０号井戸 完掘

１１号井戸 完掘 １２号井戸 完掘



図版 28 遺構１９

１２号井戸 天目茶碗（土－４５７） １３号井戸 完掘

１４号井戸 完掘 １５号井戸 完掘

１８号井戸 完掘 １９号井戸 完掘

１９号井戸 桶（木－１２‐１～１３） 同 拡大



図版 29遺構２０

１９号井戸 瀬戸美濃平碗（土－４６２） ２０号井戸 完掘

２１号井戸 完掘 ２２号井戸（左）・７３号土壙 完掘

２３号井戸 完掘 ２４号井戸 完掘

２６号井戸 完掘 ２７号井戸 完掘



図版 30 遺構２１

２８号井戸 完掘 ３０号井戸 完掘

３１号井戸 ほうろく（土－４６９） ３２号井戸 完掘

３４号井戸 かわらけ（土－４７６） ４０号井戸 板碑（石－３６０）

４１号井戸 遺物出土 ５５号井戸 完掘



図版 31遺構２２

５６号井戸 完掘 ５８号井戸 完掘

５８号井戸 粉挽臼（石－６６） 同 漆椀（未図化）

５９号井戸 完掘 同 石臼（石－６７）・擂鉢（土－５４０）

６０号井戸 完掘 調査風景



図版 32 遺構２３

８号土壙 遺物出土

４号土壙 完掘

１１号土壙 かわらけ（土－５５３） 同 遺物出土

１５号土壙 遺物出土 かわらけ（土－５５９） １５・１６号土壙 完掘

２５号土壙 遺物出土 ４３号土壙 完掘



図版 33遺構２４

４６号土壙 かわらけ（土－５６７） ４７号土壙 完掘

５１号土壙
植物遺体

５１号土壙
完掘

５７号土壙 完掘



図版 34 遺構２５

６６号土壙 かわらけ（土－５７１・５７２）

５９号土壙 完掘

７６号土壙 段

７５号土壙 遺物出土

８０号土壙 完掘
７６号土壙・３０号井戸 完掘

８０号土壙 骨（馬？） ８０号土壙 在地 甕（未図化）



図版 35遺構２６

９０号土壙 遺物出土 同 銭貨（金－２２７～２３２）

９１号土壙 完掘 １００号土壙 完掘

１３６号土壙 銭貨（金－２４２・２４３） １３２号土壙 完掘

土段 かわらけ集中地点１（土－６０９～６１７）



図版 36 遺構２７

A－１G 木製品（未図化） A－１G かわらけ（土－７８４・７８５）

B－１G 金箔軒瓦（土－９０１） F－８G 鎺（金－６５）

１号溝 常滑 甕（土－５５）



報 告 書 抄 録

フ リ ガ ナ キサイジョウブケヤシキアト

書 名 騎西城武家屋敷跡 KB 10 区調査 －中近世編－ 遺物２ 遺構
副 書 名
巻 次
シ リ ー ズ 名 加須市埋蔵文化財調査報告書
シリーズ番号 第１１集
編 著 者 名 嶋村英之
編 集 機 関 加須市教育委員会
所 在 地 〒３４７－８５０１ 埼玉県加須市三俣二丁目１番地１
発 行 年 月 日 西暦２０１８年３月３１日

ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コ－ド
北緯 東経 調査期間 調査面積

㎡ 調査原因
市町村 遺跡番号

き さいじょう

私市 城
ぶ け や しきあと

武家屋敷跡

か ぞ し

埼玉県加須市
ね ご や

根古屋字中宿
１２６－１他

１１４２１ ０７０ ３６°６′１０″ １３９°３５′５″ １９８６１２１０～
１９８８０１１０

２，０５０
区画整理

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

私市城
武家屋敷跡 城館跡

１０区中近世 堀２／溝４４／井戸６１／土壙１４８ 陶磁器・かわらけ・ほうろく・金
箔軒瓦・金粒子付着土器・漆器・
桶・火縄挟

要約

南側調査区では１・４号溝が屈曲してつながるもので、屋敷の構え堀と思われる。溝からはか
わらけやほうろくが集中して出土した。北側調査区では障子堀が検出され、騎西城が二重の障子
堀に囲まれていたことを確認した。また、金粒子付着土器が多数出土し、周辺で金の加工が行わ
れていたことが想定される。
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